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僑一章 序　文

　　察髄｡‰ム心≠｡なは辿髄城訪に続さ､専柱喰の内郵を頑尾オ向に走る

白色の斡哺m茄比もに申砿倅輯奉を榛成する｡奏髄jま牡駱比もに神終捉

カヽら発進する釘､初額胚の岸疹唐の影態を最もは,さりと保存しておク､づ睨こ外形は

呵狂状である｡

　　本柱に対する寮曼の祁対仰4さ1刻帥以より非弗に変:異する｡　多ぐの魚頚､

有見丙住鎖､纒吹頻およy鳥覆では察軋は亦柱管の段制埼から是側鴇まてヽヽ

統いており､一方一部の原頻､焦尾両生類およひ噸乱頻てヽヽはそれは亦柱管の

一部分しお占めない(　　　　　　,/タμ)｡　　疼乳瀕の峯鮑芯発生の

籾期には察柱菅の領剥培から希剛埓まて''存良している釘､その後専執の亮背ぱ

審柱聴のぞ紆よ吋進れるμめに紬果七して尊髄見塙の上耳(ゐ,-44,~応£趾,

やλaム∧)れ起こる.　ほとんどの叫乱痕て･津祉は腰雀のあさでヽ脊軋R飽と

して絆才)リ､これより尾tて`'ばj答糸となる｡　そのため尼方の參髄神経は裡関孔を

出伺てヽ絡糸とともは峯柱喰内を尾方に縦えし､馬尾を示成する｡　最も蚊い

峯髄｡は判岸柾釧釘凌い出される｡　　マンす岬(　瓦政｡泌レけ春樋｣ま

鏝tよりも刄方に広カぐらないのでヽ寮柱饗にば馬亀他サ釘存孤し､方エルの一種の

｡
/
y
､

どノヽ゜(　与(砂八片岑釦ま誉3峯椎蹟ぢヽ飾める(　　タく　　　　　　　　　j　/μ享)｡
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鳥類の亦髄加参陛管ダ)頭制塙から尾刎縞打統さ､馬尾州球しないことはすでヽに

ふと｡な(/れ2)によクカ``ンて傭きされた｡　　111様な績果辻舛彷(泌‰必4,,

/卯幻､ノ､ト(瓜仙ら爪軋)お`よび`ニワトリ(岡村｡/ヲ仙/;　升‰｡,/タざ2;

火森｡/灯ぷ)でヽ報告された｡

　　　単軋むここに出入りする末梢神経もギ来は々櫛構奎を符たないお`､施骨め

形成に伴って米梢神経加゛それぞれの穫胡孔にまヒめられるヒ曼新的に察髄の分昨

構造加てきあおる｡　すなわち､禰々の寮髄湘吐の形成によってそれ忖t印糾踊L

柿経の根糸おヽ出入りする參髄｡の乾餌にその寮樋游経に均芯する髄晦れ仮定でさる｡

奏髄神経の就ぱ鋲県両左類で`の/∂対カヽらある種のヘビで`乱り∂対以上まで凌翼する

(　″　　　,/肪0のてヽヽ､髄妙め数も春髄神経の就に一政して非常に相進

する｡　鳥類の岑飢神経ばがンでネy対∩と｡&J｡/れ2つ､タ゛゛子iヴで了/対

(冶w為t,/り勾､ノ伴でお灯(迄ぷ4./タ､μ)､ニワドノて'‘お対(岡拡

ノタμノ)､μ/対c外ど乱,/%幻または心対(犬森,ノタクよ)存在ずる｡

察tの火さは浹して一棟ではない｡　すべ`ての四足動物仙'いて寮髄に

2つの膨大部れ洛征する｡　頻制のふくらみは'頚蕎欠､尾劉のものぱ腰仙影火

と呼はTれ､それぞ`れ前肌ヒ後敢{討呻する神採か凛入りしている｡　廓大部は

四肢の支配のために粧たな神任細然許や線継迪捧を護俸した紺莱ヒして生じた



3

ものてて配頻のように回皮をもたない都咋か鮑頻のように四敗紅二況的に還北した參衡

でぱ膨欠部は認ヽめられない｡　鳥類の寮虻における膨大部は哨乳類のものよりも

ふくらみ､訂頌著である｡　鳥類のうち一般によ<蘇ぶ`ものでは頚膨大九ぎお大きく

(広丿扇‥糾伊ぬ,むら,/だぶ　;ぷ2.J,ヒ‰乙今い　/タ汐)､タヽチ,ウとニワ

トリでは辞仙蔀欠の方お犬さいら瓦-な4.,/タ峠丿声砥t｡/μち犬ゑ,ノタ汀)｡

　　鳥類に牛絣な構乏物として　ぷ沁4.　　　　　″お腰仏衝文の背剖にある｡

この内部には今敷のデ'ノコーケシ顧粒を合む特殊化されrこクずア綴息から成るごり44

　　　'　　力哨μEする｡　　ぷ瓦4　　　　　　'は'背剥の正中に深い湧=

ヒして形成され､背索を免全にそ龍する｡　　その形は第回脳tて恢ているれ､

脳哩ヒ劣えることはで`さない｡ なせ゛ならは゛゛tキりこヽt如ぐ頑哨巾ぃりJ囚へ心りs1

芦&政s4tを賞いて総いているからてヽヽある(必必4必怜g･･z4ら｡/夕お;ゐJ肖

/りぶ･;　少必公｡ノタμ　j　大森｡/タ汀)｡　　j心4　　　　'･と

シり･･=,｡　　″　はずでヽにら｡以ぺy　/y//　)にょ｡て存在釘恢められており､

タ゛子ョウでぱ集Xxx-xxxvl寮駄琢に(j4心,4.,/り0､/､}ヽて･は業xxトXXV

奏倣弟に(以心,/タおλ　ニワトリて゛'ば嘩μV-xxlx婁髄鈴(釦‰｡/がz)

牡は系XXVづXX荊観奪(回大森,/‥夕匹)に存狂する｡　　　　レ

ノ､跨類の誉髄刈蚊班構造丿塙ぽる軋如:哺乱頻川吋るものと比ダて分ない糾､
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友の箸者のものお拳げられる.　　j沁心t(/タ匹)ぱ夕ヽみヴで`寮斐の神経

租叱を　池ぷ゛ど芦゛予`　゛必丿戸り゜`　　　　　　　　戸゛yヽ

心4J芦りa-およか゛　　　　戸9讐のJ群に分類した.　　以必ノし(

/90ばハトの皐髄でヽ坤蔭細肥をヲつの栂息枝または塀胞瀞に分け､それぞれの

抑肥集箇の機鮑について考県しrこ｡　律の記述によるヒ　｡a応J　｡心~いま

鉢幹の疹を支配する運参坤経細旭､･ぶ必ぷ戸必ザ心政認誠‰･､と

ムむ詑芦必ゲムな泌,必,･コ封瑞刈k支配するt齢呻拝細包､

｡な,t｡ヂ4.1.　　　'ぱ副祁縁尊髄模の起始細胞､　　　‘　'

a心-いべ以ぶ)ぱ無腰層しの交痢剱隋前細胞､　9&｡｡Xは仏虻の

副交感神経節前細馳､名吟j｡αぷ泌心z4必�以,ぽ二次知t呻蜂細窓､

x呼4J　　　　　　　乙泌-4は二次灸連加肥､･ぬ=ぶ心必芦哨心a.ど

gぬ,ぱ二次如蝕畢息と遣斡神楡細恵で為る｡　　少ざ&｡(/μおはニワトリてヽ`

宴髄の坤経柵配をふ心y九匹､心4→aタ94

心､ら心2.､ぬ必4z　　　　　　心一心a､

9心44　　　　　　　　･､　どめ4c｡心w必4およびズム訊6.･在ば分類し､各

髄蜂はおいて石のおのの細懇峯団に属する細息赦を数之た.　　ま背こみ他に

ヌ¥49t｡溥酋についてぞ淳及した.　　　　　　″(/り幻ぱニワトリの駈ヒ
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籾生雛てヽ゛鍍叙浹による研乾を行い､峯軋の坤経細息を/仔)神緑核玖は神経細胞

集団に分頻した｡　征の記述によると秦罷で試運勧神経細泡カヽら戚る‰泌z4

･~心仙4バz4乙　お必ノ心4､これの背外剖にあ/ル前貧ヒ前白交進に和紫を

遂る‰必44心4心ふ4ぬ､蓮鯵神経細懇の内刻にあり､前白交遠と前根に

転蒙を送る沁｡&a,91.｡z4-　　　ダ　　　　　　　　　ノ　　　｡必必1.､　中閃貧に右狂する

jふ.4バ　　　'ヽ中/リh皐り囲むぷん沁心ト芦奉以誓しJ必4迄､

側索に軸索を送る‰cふ4　　　　　　j　　　f　　　　　　　後角底でヽ創県に捲する‰必4

　　　　　　　'､　後灰會交遼に存在する沁以泌4.｡9z4.-　　　/　　　　　　　　/

戸･ぬ心t､　察髄小茄路滅勁剌紹5ヵヽら或る‰必44ぶ4z応ズ必4g｡柱)､

酢軋の荊喇勧ヽら外倒に隆起する沁｡公　　'　｡ヅg4､頚胸軋ヒ

仏軋下部てヽ゛刳票の外側縁に存在ずる匁必ぶ｡竹戸a&｡ふ｡t4､前素の

表面に存在するづ辿必4　　''タ｡ゐzム､後両副t塙に存在する

ふぬ.公　　　　　‘　　､　膠孫賛カヽら成り立っ　　　　λ戸記沁a

心4心Zおヽょび`優恥沖央:に存在する‰ぶ24.芦郷ム4.必94.　　″'お

瓦別されうる｡　　このように鳥韻の參軋に存征する抑軽細胞集匝は今くの研軋奢に

よ7て々まtかiヽ多称て'昨は゛れているので1､谷研免看によって命条された細胞集誕の

相阿佐を誰ヽじ`､1,称を挑-することはj防に困難をイ牛う｡
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○

　　　これらの細慈集団のうちて゛`鳥類と溥安類にのみ貼咄される特別な顛迦集団､

沁Jしz　　　'　'にっぃて言及する必要おある｡　　　沁｡公4~りふ必i

ぱ　　　　″　　　9&~む(妬ぷ6,/タJ()または~乙&ダ恂Qお･ぺ瓜ふ4

栴宍4ら,/ヂJO､　砺乙--ハz乙心島-乙いみ必や,/タぶJ)などと

吻tれている｡　この緬肥集iは非癩Lの仝長にわたって分昨貯/硝怖し､訟賃内

で両側の夕}倒表面､脊髄祀膜の漉下に存在する｡　　滞仙tのあ穴､ヽは歯択

靭帯の刳則に小さな締妙状刎USとして審虹カヽら隆尨し､芯議;む｡gおご

またぽjμ4¥之k必ニとIJヂは･れひゝ5.　　ぷ9みaα44,心浅七成する拓胞

集匝を肖夕λ｡,必ぶ､　肯軋から隆起,し凱ヽものを､心t｡ッz4必ぶヒして区｡別すう｡

‰ぶ4　　　♂　　　　　1　　の械れはま化測らかてヽない｡

　　　心｡�ぐ/紅2./μ幻ぱネコを用いj陣胞凄集ヒ線t釦糾叫列糾軋グ)

灰會噴に.1r貯如化ふ砂乱比1唄匹糾辻､灰官賛を/∂厚(ふ｡沁以-x)に分殲

した｡　現菰で'ぽ仄白賓の蚤部を層の番号で呼び`､学盾の不總-を解消する

剃こ役立,ている｡　ごの分順に従7て　'　　と沁24ぶz｡(/タ7幻は

ニワトリの胚と籾生雛の環膨火で､浹ぬz以(ノタフタ)ばニワトリの涯と初生難の

勝仙膨大で灰官噴を/∂層(必｡ム41-IOに分頻し政｡　　一方応凹4Jと

ご泌4(/タ刄)はハトの案楚で反白賛をヲ層G叫跨回-lx)に分類した.
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ニワトリヒハトの層伏構造は次の点で賓なる｡　　貨角で､ハトの乙奸tl-IVは

iか|則から腹ずjへ喉に血んで゛いるのにニヮトリでは恙一扇｡2とム~沁い3のMに

三両形をし玖丿肖λa.φお人り込む｡

ム●ふし,2汐はハトてヽヽばともに

鹿両においてニヮトリのム~心｡yヒ

乙ヅa｡lyヒして瓦分され､ニワトリのぶ･~心7れ

ハけはjく:lゲい/いい9戸tv川て恕反陥吋｡　　　二7戸ノてヽ冲･いhい

まく領絨はム~4/∂ヒして訟けれるのにハトでヽはそのような層れ区別されない｡

ニヮトリとハトでヽ刎,ヽの相違れヽあるとはい之､鳥頻に右いても反白賀の各部を

厚の番号で併ぶ゛ことは細胞構痰を論ずる場剖ー｢
ヲ
て μ弗に役立つ｡

鳥頬の寮髄にはさまざまな細胞集函かヽ見い出されるカぐ､その機能かヽ直椿

征明されているものは･ケない,　鍍叙法による軸索や射状准起の珊凭カヽらその

機熊紅明らかにされている細肥集匝も存孤する政　多くのものはニ､｡ズル物貧

染色法による佃把構療学的珊啖やロ射し類と｡の北瀬泗爽などにより崖tされている

にすぎない｡　　そこて･ヽ瀋渚はニワ糾の賓粧に存在,ずる細氾集団の機能を

特に末萌ヒの線抱迪感から決楚するために､まず前敢ヒ倖敦刎因々め筋を

支配すう運動神隆絹施の屏在､仙髄副必遊神経昨貯細危の濁在糾びヽ

仙髄釘交砂呻経に伴う内識知/寛神経の終末域を明ら列こLようヒした｡

　　ネ諭支は　　棄一章序欠､集二章　前月支弟を支配する蓮蛉呻緑
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細舵の局在に関すう研侃､　第三章　後取基を支配する蓮勅神縁細胞の局在に

蘭する研凭､　業四衆　仙軋副交超神経糸に閣ずる研菟,　嬢五章　輸合

考蒙およひヽ゛禁六衆　綻会黍約から成り立つ｡
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/

穿 ニ隼　前衰鳶を支配する遺勧肩経舶建の局狂に関する研兄

　　多/節　　縛苫

軸業を切跨することによって神経細息の細息体にニッズル,Jヽ体の粉状化､

細肥裡の偏良､紙祀の膨潤なと'を件う変毬お起こ心｡

呼ぶ｡

を鴇の£弗な坤経細悪カヽら匡牡ひさる｡

これを逆竹屹更柱ヒ

この逆行柱萱佐を剌用Lて切孵した坤経に細參を迭っている紳経細抱

神経細把に起こる逆行柱t}生は

勧物運､耳斗､句昨邨位と申振との匝駄､庄咎斯閲､細肥の機龍なじ

により程度の泉お存在することぱあ7てもぬず゛起こる｡

淋経瘤悪のその後の極造は-さまさヽ`まて゛ある｡

逆行宅変姓を忿こし仁

切孵部砿が゛細肥体に一般に

辻い場今には細吃の托徽お`起こり､切眸邨峻釘徊肥体カヽら難れている場合

には細懇体剥の切断鴻カ､ら鼻生お起こり､細胞体もしだいに回復する｡

最近､柿経線櫨の迪捧を研軋する斬しい方浪として　　　　い　　　'

(HRP)の軸索即岫追株嵐汰かJ間晃されμ｡　　この方浪の詳締は參四拿でヽ逆悔｡

　　　ロ財し彝の前欧蘇を支配する運勅刈i経禰肥の鳶在に閲してぱ数匁くの板音かヾ

存菰する｡

分辱する主黍な神経杖の切孵f

厦剛ておけるそれらの鳶在をS示した｡

ぶ心ふ,,z,ヒ4U4心(/タ吋)はオナカ゛ずノレヒイヌでヽ前欧に

てより生じ`る　　　　　　'　　jJμ.ど&ダレを親･県しヽ

少･eノzぶツ.(/9わぱ逆行柱莞屹ま



印

を使ってラ斗の前胱に分祁ずるいろいろな坤経の起始相胞を明らかにし､疫伺に

おいてyつの織鮑的に襄った細把柱を示した｡　　尨�(/タ仰)は|可棟に

差行屹を佐まによってアカケずリレ(ドkgむa.~必扁む)の前胱に廿布ずういういろな

僻経の起始細祀カぐそれそ``れ輔薦柱を街成ずるこヒを亦した｡ぶ衿

とぬ炉~(/り7功遠行佐変佐法によりネコの前肌鳶を支配洋る蓮勧対経昶撚

カ付U吋ヽ占める位置を明らカヽにし､前肢剖蝕仇副糾決配する運劾坤経細肥ぱ

護袴の背外側部に､紳疹を受紀する蓮齢神軽細肥は瓜齢の雌側に　前玖響の

暇群を炎範するものはさらに腹側ど内制に存狂ずるこヒを示した｡　　　冶沁4

と分ゐ･zズノ貼7)ぱおJか蹟廓犬に存在する運散紳細呻懇に方ツスt極を入れ､

メテル膏による細胆内携識泌を所いて前欧に糾ナる湘々の齢を支祀する運動神軽

細肥のイ瓦置を明らかにし代｡　　HRPの軸參内粕淀孫俄沃を雨いて､

&,J辿ら(/夕f幻はラットでヽ前肢の主尋な坤任{て軸礁を芝如甑漸神経細肥の

刄在を､　ぷ4心呑ら(/汐ク)ぱネコの挑刎乎報刄新と兄釘チ根威助を支紀する

運動坤経細肥のノ蜀在を､次哨夕J(/9/,/タね)ぱネコでヽ挑晋坤影漿杖､

ヱ中神経及軋ズ肴神練を経てィ廣々の釘腕ぶ降を支紀する蓮如僻経細肥の局在

を明尚ら伺てし化｡

ギ辱痢刻紺物て゛ぱぺ洋心釦半今認ぺ/μ咄てよリァホロ‘トJレ



目

(　　　　　　　長4らヽべ勺の前敗浪を支Eする蓮勧囃吸掘祀の烏在れカラス

亀極によるむ

の/捜ぐぶ吻4絞4J心む)の塀鮪を支配する遜教搾経孤吃の局在JぐHRPの

軸刳阿輸足禅識沃によ｡て斤凭された｡

島頻が緬1に存在ずる遭對禅経部他をいくっかの細肥洗回に細列する拭み

{玄右くカヽらな方れている(求|)｡　　　謐‰μ屍(/タ淳)はすテ汐てヽヽ參装に

存在するJ粁の細肥集厠のう5厦鴇に存征ずるふ4uぐ戸ツ｡旅ヽ運動対経舶把

でヽあるとし､これをでらに　ふぷ4ど,ぷ&､　必4.-ふぶuj,泌&･およタ

4心心,｡-ふぶuぶと泌4に細別し靫｡ μ必以/夕お)ばハに･､ミ必泌

乙以おレ心ま宴髄かHkにわたって見られ糾ヽ八ぷ政uj｡｡心~いま膨火部にのみ

見泳ることヵヽらぶ�→ダム心どふ心心匹がぶ心ど

9な~ジ)細肥加匹販の嶼を支祀する運敷冰経紐7吃であり､｡必認｡&｡tの

細臨れヽ体幹の昧を支飢すう遼動対縁細撚に相当するヒ沸えた｡ ジ匹

(/りJ)ばニワトリてヽ゛意斬呻縁鯛tを‰認4.~呑ふ1,タ心aぬとし､制

頚髄節､頚膨犬および,降仏膨火ごて･`のみこれを剤則部と.内剖舒に砂けた.

兄議44心な｡ぐ/りわはニ外リてダ運軌神経顛胞をジ扇ふ4.沁心4

々2･ク･4.必必心いヒ秘才け､こ,h｡をでりに參範の会長にわμって沁丿払Z｡
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･回ルた泌2心u乙4､沁4記aぺ｡々タ必　･･¢･.'‘　　　?　　　およ夕づλ涙辿4

ゐ4お4応必いて細今した｡　そして運齢梓縁群肥の分頻に関むて次の

ような見解を述べ六｡　　ずなわちj沁必ん(/夕舛)の差在aどむ認心どけ

釘　　　　　'(/夕甜)の‰�‰4･･な,沁Jレ9べz忽心必氷一致

すること､頚影犬と腰仏膨犬の紅yて･は<政ムい皿爪順大必祗戸必

ヂ差盾uj≒泌,タレ九ば　､.……乙･(/夕ぶわの託4心4

少必･レ　　　　''と凭4反沁4‥　　-　y　'　='パこ､　渚涼心ぱ声2ノ必ぱ

伍6&4.　　　　　'ヒλ4必沁4　　　　　　'に一攻するカぐ

‰･&4　　　　　　″ぱ運躯坤経紺たを會まないこと右よび゛膨大部址外

て゛ぱ辺み以/90の~屈公rぷし9tぱ　　　　'('/叙わの

り‰･&4肖記沁ふ｡｡りz4　お芯仙心Jて一貳ずるれ､膨犬部でのカs心j

a心｡､ぱ入｡公4z,4む-　　♂　　　　　　　　　ダ　　おぶ仙昨に一致し､運斬坤経
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･

細吃を會まないという見解である｡　　　'　　　ヒづ妬ぶ･肖イ/吋J){芯

頻膨大でヽ汲おなレ(/灯幻は勝仏膨大でニプドノの響乾灰白質を/のりふ~以

に分韻し背｡　　ての分頻に徒うと瓦みジ/り幻の差ぷu｡ど�沁9レぱ

λ肖瓦4夕十に､x�ムぷa泌4z4.は.な心扇｡gに祁台する｡

乙長4戻ととぷ這(/祚ダ)はハトの,ji4F甑灰白笥をヲっらら4に分丿彫j≒.
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運鈴呻経細肥はすべ゛て乙尹Jぐに合まれる｡　　膨犬部てヽヽば今芦jxおヽ州則部

と内側部に分カ冰るのでヽ､　これ以バ砿&回/タお)の泌恣t認｡ムs｡む｡ヒ

宍ぶ心ぷ�公,ぬ,に栢舎する｡ 玖上の紆巣カヽら烏頻にあヽげる膨犬部の

暖陶は存在する神軽糾肥の分頻をまとめて示し化(浪O｡

鳥頻てヽヽイ回々の前肢齢を菱配すゐ運勅緯縁細薦の局征に関して　　　　'

とJ辱ぺ/9J)の叛をお'あう｡ 彼らは疼化後2-7日のニワトリの胤を

用いて前肢に右払ずる2順疹にっいて女配する遂動塀経細祀の位置をHRPの

軸発内輸沈禅識沃によって明らかにした｡　　HRP溶浹を注入･された肺は

前肢參､上旅､前庇､子の筋と広乾涯に及ぶか゛､衷在逗の筋に飛られて

いる,

ように

ことぽ重要ヒ希えられる｡

烏頻で前既浪を安配する還勧坤経辞嵯げ)鳥社に閲寸る珊薦ぱ上追の

ま貪萍十分であるので゛､ニヮドノにおヽいて運教祁絲細感の局在を解呵する

そこで､本隼でぱ従釆から行われてさ刄逆｡抒趾

t複沃を固いてニヴトリの俑々の前肢疹を支tしてい心蓮勧僻経舶項包の数と

賤狗においてそれら卸占める位置を明らカヽにし､童歎坤経細肥瀞の位置ヒ蛎の

機能志の関外を考駅す乱ごどを回妁にした｡



叫

略Z昨　　材料おヽよび'方法

　　　使岡した材軒は成謁邨羽(匁ホ゛雑捜･鉉今2羽､,J､i種･雌/羽八ヽヽ

ある｡　　これらのう今ノノ羽ぱ腕坤経峯を構哀する審就神経の腹枝を､27羽は

個々の前欧砂を支紀する卸疹を切吟した(表2,幻｡　片似5羽は子計釘仙す

に吋呪としアこ｡

　　　j審軋神経腹枝のび畔は次のようにして行った.　　ニヴいノに体蔓/辱当り

2∂ツ･のソÅノベツチルをツk心4.&“迄芦≠･t辿･にま財して麻酔しヽ背位に

/保虻する｡

鯵合組繊におおわれ代脈神経裏針吃之る｡

舶M吋い9:枝の閣で糾を切闇し､仰に鎖部凧衰を切謂くと

ごの坤練叢のさらに妾柱に近い

部位をビ･ン七訃め先でヽ注急渫く関くと祉問孔力､ら猷る參牡坤経の腹吸糾`

妬之る｡ 第刈V-xv目F鮭痢靭腹叙加太いことから侈々の専髄坤経を

同免確認し､根関孔カヽら漱て鮑神縁叢を街或ずる打ヽヽの閣てヽヽ帑X出刹むゆ経

カヽら寥XV11岑髄神経までヽの腹戎の/っを旬跨する｡　改教針遍甕にぢ孵

さ吋にとを確坏して浹孝を経合対｡　/例てヽ゛眺坤採襄を構成するすべ`ての

寮髄痢を腹枝を埓昨し沁　　使用はニワトリと切孵し削禰冰緩の腹栽に

ついてはまとめて示し代(表2)｡　脊髄紳経腹杖の堺紛は/例化対を

締いてすべ'て左側でヽ行づた｡　　これは岑側には喋嚢ぢあ心代めに対経



防

への捨迎おむつ々ヽしいからて゛あう｡

俑々の前肢兪を支配才るそれそ``れダ)神経の堺孵ぱ'2ね哺で行った｡

僧昨邨位にぱ整援番号をっけ､そのネ申経れ支配している筋の略号比枇図示むた

(図3-ぢ)｡　坤経愉舶1次のようにして行吻｡　倣吟部位[ZH回ヒ回てツ)

神鋒切吟刺ニで述べずぷビ厠じように癒釧畿骨ど柏生の開で刹Fと倚黙紙責を旬リ

開さ､晩押経襄の千ぐ速位て吋ヱ｡　　切吟邨位凪回とIZ2jてヽ糾柚y功吟ぱ

眼妬部カヽら漆近して行っ穴｡

部位でそれぞれ行った｡

その弛の神縁切昨咸貨の腹剃酢カヽら所測の堺畔

神経切吟は切孵を遍笑にする代めにて'さる限/ノ祁任

をよ｡.｡ほと7切啼する方沃をとった｡

ついてまとめてホし代(表j)｡

使飢たニ外リと測嘔の句跨邨イ江に

個々の筋を灸配する神経の切昨に旧い穴

2祁卵)鳴のう今/7羽てヽ゛ば両倒てヽ‘神縁皆所を示Tた｡

街後/ター/釦ヨ関の喧存斯閲ののらニワトリはす/Vて潅流園毘した｡

潅洗困免は次のような子噴で々于｡た｡ ニワトリを子肯時と削策に伴重/岬妁

Z∂ツ･のゾムノペンテルでヽ無酔し､背位に保茫する｡ その厚､血浹の馮瓦回を

防く吹めに辱奮/与也り釣ダ即隼位ダ)べノリンを無酔表に加之た｡

穀側晦て･内頚靭臥と頚静脈を峯出､する｡

質部の

友の内催籾脈に心ヽ貳に向が7て

力゜ュルノを入れご忿擢的食堪永り心X堰化テ戸ノ弘潜液)を/拶゛2ぶ一砂



諾

の圧カで注入し､左の循静脈から放良ずる｡ 頚静脈から浹れ出る拉浹の色加

う首<なり､わすヽかに乞加残ッている程厠てなってカヽら(釣/ク分後)址逐的妾塩水を

ぶ-/∂,刄ホ1レマリン溶浹に切'ノカヽ之る｡ μyJめ固忙浹を/卯-/ムzク4.吟

の注入瓜力てヽヽ2クーJ∂分M遭仇したのち晩神経叢の檎域汪膚認し､速やかに

椎骨の矩則部をはずして脊軋の頚膨火那を餌/冰す｡

遵沃回定のためにぱ岐隼犬啓1俘部解剖啓寮2謙座で他菊肘1てい尺ものを

参港にして萌単な装厦を作製し代ぐ■O｡ この裂慮を使う二とによって溶液

の注入μ力刻白由に変えることおてヽ`きるし､栓理的全堪氷と固更爽の匂リかえぞノ

咎易に行之る｡

　　　有髄ば遭弐したものと同じ`固免東てヽヽさらに/遇閑以よ因む工のち弗汰に

従って統水ノパラ刄ン芭埋し､/加4の横吟またぱ水平緋の迪統切片にし代｡

す鴻刄μ必9タむビS44aバノ肪J)の髄鞘J;ヽよび･ニ､yスル卿饗同昨葡胞汰に

より染色し､家水･達祖l徐カナタツ白レサムで封入しμ｡

　　　額微L鏡下で゛ずべての切片ぱついて逆行佐を屹を昌こ

散之た｡

した坤鋸舶肥の数を

切片/炊に舎まれる変裡細吃か`か,啼にば貧内に絃小体を

會む変往細胞のみを数之､貧片/救に令まれる萱岐細吃カo似以ヽ導合ヽはは

前後の堺和ておいてイ園々の変往輔肥を同茫しな加ヽらそれを数之た｡水早跨
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切片て゛'は萱佐細肥の傾ノむ辨Jの分布を明らかにする代めに万能投影器(才仙ぐぺ,

リPご∂)てヽ`3∂倍に拡犬し､トレーシンフ岬-ノぐ-に雰髄の輪郭と腹陶のすべての

萱枚細肥を犀し取っ払　　躊微饒下の切片と到一比して核りヽ休を舎七変屹

細吃にのみ印をつけ､これをすギて/枚のは-シンフ岬-ノぞ一の上に重ね合わ

ぜ代(図ぶ-/∂)｡　　檎跨切片でば各一折片に含まれる変柱細吃の数を

切片2∂救(討ら44)ずう兪叶し､頭尾方向の分布をホすワ¨ラフを伜教し代

(ぽ6-ど)｡　　ま代､価々の前肢肪を支配する神経を句珍し穴ニワドノでは

萱佐細庫釘横跨旬片上の履画でヽ占める部位を明らカヽにするために斎軋昨の

申央の高剖り隨節の境界の南yてヽヽの功片を万乾投影簒で`/邸倍に訟久し､

切片2θ前(討舶九)に含まれる変佐細撚ヒ腹狗の輸郭をトL-シ万岬-ノぐ-の

上に琴し玖っ代(図//-J､S゛)｡

これらの判湖叱jま利に前肢の夥と神経支膏己刈奇片解剖啓的観県のため

に亀殺ののち蕩ばざし､ホルマリン尿1更したニワトリをイ吏限した｡



回

　　席､3斤　　緑果

　　　エ｡　命辰沃

前既鳶とそ剖紅支祀している神縁剖Sr石は完｡以4.　　　　/

ふ心んの向け彷4a｡£ヂ,/タ7幻と袁椅神蕪糸(吊りぶをと少24ぶ.｡

/釘0に従っ曹｡

　　　寮髄はダ/一蹄吋剤絢t坤径をもつニとでニカ怖詐束h示す｡

横片切片上てヽlある有髄神軽庸根の最も屎側の根糸カ咄心高でと次の賤根の

最も頌剥の報糸かヽ出う南お7)Mの申央を境界緑にし､2つの境界線にぱjま

れ釧ら髄Lの部位をあ`の糾りの亦髄神軽に対応する髄節とみなした｡

互 碗坤経襄(庖3)

　　　ニワトリの腕淋縁蚤は通弗峯X田-XVい哺岸経の贋栽ヵヽら構成されて

いるお､峯xvlJ參髄弗恥)賎教はしltしlt脈神縁熹の形かこ加わらない｡

脱痢蕩叢に払ヽて第X川禰L稗経の比鮫的祁い漑叔は'第耶/亦親淋緩の

匯枚{て加わり､第XVH有僧湘嘔,の細い隨教は集パ1脊瓢嚇鏝の腹放に

加わるのて≒　第XV參髄刈･経の賎校を舎めて3つの神鋒叢幹ぶし14,4

戸&,4いべ･俳成方れる｡ ニの神経叢軒偉それそ゛`れ貨痕のZ教に労かれう｡



汐

=yけJの3校馳秀まって背則神経東゛　　　　ゐ4Jλをつくり､その延長

か机骨神経%,ぶ以λムぐ面Jと礼r引てなる｡　　　護倒の3孜1刹護刳

神経東゛　'　　タ｡Jkムに集まり､正中尺骨神緑λ.　″

(ぽ3と5.~りに統く｡ なお､回J一引てあヽいて大丸ぎによる硲引ま

噛石を､小文客の陽｣引ま神経石を示ず｡

亙 細肥構療学

i　'　　　　　　ヒ‰辰以(/灯､L)はニワトリの頚影大てヽヽ灰自蜜を/∂の

｡&,ぷ4.に砂けた｡ 循彫大邨の瓶角にば犬さ<他するビZフの細肥集囮

加認められる加､恨リ)分頻に掟うと祚制の羨ぼIぽふ心14ヲに､内剖の

隻邱ま石､心｡釦て湘白するぐ回24)｡ 前肢吻を炎配ずる淋軽の

切新笑厘で逆計旭度佐を尨こし代運翁神経細吃ばずべて乎財價卵)

泌タしぶ心汐に令汰れていた(凶2ち　昂c)｡　　この議肖｡肖4ぱ竣陶で`

最も價外劉部を占め､二､ヅスル卿賓を今く合む大左と守型の玲疸縁神姪細肥

カヽら式る(回2らA/)｡　　　必｡λ4.ヲば峯X川寄働節の頭倒部かヽら

発進レ娘め､疹xv脊髄蛉で火さてy釘最欠{

し､峯XVH脊髄蜂の頭側部までヽ統く｡

てな心｡ その後これは裾,Jヽ
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T∇゛｡　製報`緑泉

　　　前肢蔽を支配する坤経の恟断哉に進行佐萱述を起二した進勧神経

細肥は蹟膨火で手卵妙りぶ肖ふ4ヲ幻すに概頒てyれ穴｡　迩竹ノ剖じ柱

ぱニ､パル脚唆の齢状化､酋の偏在､細祀の膨潤によって怖飲ブけられる

(|菌2らC)｡　　右の右めの昿験例で`逆行ノ改斐ノ呟を起ご｡し珍差勧坤経

細肥の拡厦と数を確銑ヽした｡

(幻　断淵侭裏を構双するすべての痢随｡神縁腹救の堺畔

ニヴトリの晩神経襄ば疹XIV､XVあヽよかヽ`が洋髄神経の太い腹教と斟HI

と》ぐVll痢叱神経の絨い腹収から構皮されていう｡

/例の友イ則で切跨した(函3)｡

二れらずべての腹萩を

子昨則で･芯,ぶu岬剤迂とんと¨

すべヽての坤経細肥お進行捗災碓£起こした｡　　変佐細肥ば寮x川痢l蛉

カヽら第XVH宴敬蜂打ヽヽに背参し､その数ぱ4ぷダJイ区|でヽあった｡　　　子釘

側のぶ-zλ4どおよ沁姉則の諮z~沁dど引てば全く憂屹肆凛1湊ヽ筧られ

なか7すこ｡

(幻』葱神経載を構成ず伺回奴滓髄神縁賎杭の切貯
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眺徊緑疵を構成寸る偶々の察髄徊経厦枝をそれぞれ2例で句跨し､/例

ぱ襖跨切片に､/例ば水平跨切片にした｡

もま瓦于卵則の名｡心,ヲにのみ釣在した｡

ニの吏峡て゛観帑ぐれた支佐細肥

路X川有敬梓蜂膜狭の切跨による麦姓紺肥散は2ぷ2個ヒ邸Z個で゛あ希

(岡3)｡ 変柱細把ば疹X川寮髄節内に散在し､鵜制部です非布に

ま{tらで'はあるおヽ尼方にを□てつれて増加した(函ぶ奏c)｡

集刈V參髄神経陵扱の切跨によがた姓細胞欽は/,ぶz3価とぴ4/侶でヽ

あった(函3)｡　　　灸屹細肥は察XIV厚F航蛉内代俘在し､尾方に進仙むご

増加し代(函7乱C)｡

俤XV徊釧車経腹挟の切跨による変姓緬肥枚は2,μ卯個と2.μμ/個でヽ

あっ以図3)｡ 萱柱細懇は集XV痢脆蛉l胡こ分布し､無跨句片2∂枚

(郭卯4)に含まれる変柱細肥教は漿則部て･最欠になり､尾方に進むほどしだい

に滅ヤした(国忿乱C)｡

(図3)｡

絡XVI寮髄嚇経陵挟の切吟による莞柱細把漱はぷツJ佃とμ2舗でおた

　　　萱佐細肥は乖xvl寮髄カ1掛淋亦し､尼才に速尤`ほど`しだい

に徽ヤし化(函94.C)｡

乖XVI滓囃漸穏護扱の切孵による勿叱糾吃散ぱ32価とぶ副匿で･あった
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(庖3)｡

に非弗にまtrらに散をしていた(函/パ匹)｡

変往細肥は察XVI痢馳荼の尾側部と第XV11脊槌吟の暗剥部

禰体{てよってば齢XVロ

峯甑弗経の隨狭お服才中経襄の私成に加わらない場合れある｡ 函ノクに

示し刎ンの{ま疹XVH痢斟申経刮豺り哨E神経釘て加わや教を符ち､しカ､もその

jFIたカヽ≒比鮫的式《､寥XV}審髄坤緑刮筧枝と遠佐てヽ‘吻合するために旬跨でヽさ代例

である｡

僧々の峯髄兼削夏枝の堺齢に

髄紗の乾閲にのみ見い良され化｡

よる奴虻細胞ル四吋れa腹杖に収応ち

斂郎1の境界にば苓行部お存在し､

ここでヽば境昨の前刮賭じ齢に蔦する神経紐吃と後剤随於に馬する細胞加洗在して

いる｡ しカヽし､妨行部の帳ぱ非弗に妖《､莞屹細胞加この郵イ皇て億ヽ表に

漓ヤずるのてヽヽ妥甑節の境県は比較的湖晰でヽある,

おのおのの亦魏坤経腹オ吏を切咋したときに観県され化変:･池細肥の数

を合計ずるとその教ぽ横跨切片てヽヽはμ,ぶ/伺歯,氷平吋切片て刄4ら刄∂イ剛て

なった｡ ン)イ直ば上でヽ述べヽたす/Vての腹枝の切助例から搾た散､必ぷなj憚

に近以する徊)てヽ‘あった｡　　従って脈神経襄に軸軋1追っている姪廓坤緑

細吃の総数ぽ妁μ,μ∂佃であるヒ抱吏される｡
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(c)佃々の前肢筋を支配する排経の切跨

佃々の釘欧酌を受配する坤経汐)彷咋部位にば整援番号をつけて､その神絡討

炎配している肪の啼考とどもに図示し代(S　J-5)｡　　　蛋切跨部位ぶとに夕な《

ビも/例において｡更住細肥釘検吟切恥こで占めるイ立置を髄蜘か向F郊ヒ髄痢周の

痩暴部の紅ざで沢示し､萱住細祀の鴫も方糾り分相吃回ヒその雄,数を7々フで

斤､し公(』冤//一訪)｡　　曼枚価胞は泌肖ふ4ヲの侑域内てヽヽさ七ある跨虻の

部イ立を占めヽ鎖尾方向に榔肴く連なる細肥柱を形成していた｡　　おのおの

のt邸汐Jに糾ナる鯵築を総合し､備々グ)前欣筋を受配する運勅坤緑細肥欽

ズ辰ふ4.ヲの内部てヽヽ占める傾績を図申に節石(犬支客)ま肴は神経石(,Jヽ文啓)の

絡引てよって示し尺(函お)｡

　　　　(λ,　　　　　´　の堺昿(園3.□])　　　ン)神縁ぽ気.

　　　　　″(ら=心)を支配しヽ灸住細胞散はJ例を平均するい政1侶で`

あ希(師3川]])｡　　　41尨細祀は疹翔H4ぴ吻り碑節匹y畝汐自吻必の

鎖制祁までヽに存在し(医//ム〉､必z~沁岬てヽヽ腹P卿り部を占めていた(岡2ぷ｡

函3ら印C　;　i//4).

　　　　仇｡　　　　辿4.(ac)を支配する神緑の切吟(回3,回)

41ヒj姓細1樹欧LL2タJを平均す含ビぶ2/囲であパご(国3.回)｡　勿改紺肥は



2∠ト

友に迂べる邨孵部位囚一函の喫ヽ蜘

変柱絃胞教は1/伺回であバ回困3.圧])｡

路X田審髄蔀のi融'1部から集刈V刻ML蛉の鎗側部まてヽヽに散在し(S/2り

ム､沁.タで長内側戻に見られ代(函/2ぶ;回拓,StC,)｡

　　　　　　兄,　　　　匈｡J｡J)埓昨(回3兄Ξ])　　この僻縁は

浹｡　　　　　/　　　　　(SぷC)を支配し､萱柱細抱叡{j:ぷ剖を平均するヒ//2個で･
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

あ我(回3,回)｡　変複細胞,は恥田參髄齢吽対肋ヽら賂xlv宴髄啼

の尾制榔までヽに分斯し(回ノJc)､議2~心｡タで々外側部に昆られた(i/3お

函3ら討C)｡

認

　　　λ｡　　　　'の切吟(回3,圖)　　ご励p緑(回ふ

)は浹.　　　　　'aお心瓦ぐ訓CJ､浹.

a4必ぶ(,SHCa)､‰｡　　　　″(シS)を受配し(j詞斗λ変担細祀

教ばぶ/個でヽあ壮(影｡図)｡　封£細肥は第X即鯛蛸yの中央部カヽら

疹xv察髄妙の頭剥部忖`に散在し(園/k)､ふ､晨針丿叫側柏僕られた

(l則4恥　圓おパ()｡

兄,芦必心心め切跨(回3･[Ξ]) 二の坤経イてついてば

こ細区砂ぎれる馳ヽ､近位でヽ堺孵し化場合沁11

16S池細肺刎りぐjv審馥節の

蹟側部カ､ら蕗xy湊馥節の申央僻まて七存在し(図ノぷc)､必肖λajで`丙制節j



25

に位置してぃ化(図/ぷぶ;　函3ん　c8aとら)｡

免･/z必Qムa44ふ&と凭･芦乙姦4ぶ,4心&政の切断∩茸3,

mヒm) こ削乖経ばともは沢｡　　'(民)を支配する｡

二の笑聴(こZ例を凍旧した｡ /羽はだ個でヽ%.芦諮心滋ふ,az瓦這;｡を､

右兪｣てヽヽλ,　　　　a4ゐj公を切町し､萱佐級祀軟ぽ/,/j別回と

/ぶ糾函てヽ゛あ/九　もう/莉ばか刺で両方の神経を堺折し､を庄縮祀教ぱ斧丿佃で･

あ示(i3.図ヒ匠])｡　　剋生堀肥ば茅刈V寮髄晰が=扶郵カヽら

集XV湊髄抑の申央部までに存在し(函/ぶ-/れj〉､ふ心心タてヽヽ腹内倒部を

占めていた(品/ぶ-ノぶか;回3らPc)｡　　　なあヽ､右則でヽ両方の神経を

何吟した佃体での剋生細肥政沙布範�(回ノぶ0はλ.　　　'を貧吟した

他酎厠体のものCJバら/兆)ヒ比較してややi融りにすれてい代｡

　　　　兄,･｡｡　　　j泌i　aJJ1　剤万蛤(因37m)

ての神経ば気｡｡uふ444乙ぶza心Jj(CBGよを顛己し､あ脚田肥

欽は:/4z対回でヽあっ刎y虻孔,a])｡　　･た佐細胞は寮刈V判騏7の陶俳

から恥ぐV岑髄節め中央部まで･に存在し(命七)､ぶ~心｡夕で背恂制絨に

尼られた(函ノタぷド邱3らcBa)｡

　　　　　宍｡　　/.　　　　　･　　　の埓瞼(1ダ｡匠コ)この僻縁ば　λ
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か“゛･芦苧μ辱ム心(7?入　浹.　　゛　九ykぐp阿()

気,　'　づ心9.□pM汽)を支配し　奴隙闘芒教は､持ぶ侶てヽヽあっ鳶(

函も回コ)｡ 拓む回肥ば第X川痢剛印)ゆ央部カヽら疹XV貧髄吟の鎖制

部までに分侃バjj2クc)､必-‰げてヽ冲央郵に散在けい代ぐ函2クぷレ

回36,az)｡

　　　　%｡｡｡　　'　心tぶの切齢(ぽ斗｡巨])　　　ニの神経は

浹｡｡　　/　　j　　　　　ぶ4;(LD)を支紀し､t陛細胞数ば匹治にあ示(lj希回)｡

曼柱細影け亦侑微節の中茫郎仏ら峯XV脊覗吟の后制部まて竹㈲Eし(回2lc)､

ふ.ぶ4ヲてヽ量外剖部を占めてぃた(回2/ぐ回拓Lp)｡

　　　　河.タ1.･　　　　　/　　f　　x　/　　の旬跨(図斗,[函)　　二の坤経ぱ

雅｡　　　(HT)を支配し､吏呟細肥数ぽ沁俑であった(i斗,m])｡

変･}生剱聡か恥か岑釦恥M准

ゐ,zム49でヽ中必部にィ盆置していた(面22ぷ;回乱HT)｡

　　　　λ｡｡.　　　″φJなの僧昨(厠4.｡匹D　ニの袖軽ぱ旭｡

4　　　　　'　(ST)1支配し､受柱細胆数{1/行侶であ希(訃4引返])｡

必㈲則色ば參XV皐髄節剖副肘阿ヽら參xyl安髄節の鎧制幹ま竹ご分海し(回23け

ム､心げで中央部に散在していたぐ回23ぷj回3島ST)｡
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呉｡お乙a,24ムの切吟(i4.[回) この油陛す釦て

庇膚に分亦rする扮)であ伺礼　玖筋支紀を惚虻して切吟弧験を作た｡

その締敗徊生細肥は全く誕られなかった(i4,回])｡

　　　　泳,4�ムムが77跨(図4.匠□　　　　二の柿経にっいては

友に遥べヽる加玲部位団一匠の突検に細区分されるカハ　旬所し六枯果変祖

細胞散はお2俑でヽあ回回回斗パ田)｡　　必む却廻は摯加/脊髄峰の

頻剥部カヽら集XVI蜜髄節の郷徘までに分布し(回2斗c)､ぷ一沁ヲで紬･瀞

を占めてい代(凶舛ぷ;函3ら削肌j;祚,匹ゆ).　　受佐細胞は

2つの集団に分仏れる傾向を示し(因2斗c)､鴫僣劫集拐ぱ2/Jイ直の剋絲却把

左､尾制刮UIは｡､ヨ/ヲ俑刎凶E碩肥を兪びヽヽいた｡

凭｡ノ　　　タ　　　ゐ4認ふと%4畠g4.　　　/　　　/

心｡ムの折瞼(医も回)　　ニれ卵禅綜ま皮參こ砂布する｡

し力ヽし皮妖を支配す幼､机｡れないので皆吟剪曖1拭み穴加､莞佐輝吃ぱ

全<免られなかった(図斗｡回)｡

　　　泳｡　　　,応･り2jべJa心(E順)を支瓢影紳細乃

切孵(図斗,Ej)　拓副却だ教はて汐｣£平汐す政/好イ威であ示

(回4.E)｡　変淑細祀は參xlv安髄昨の頭釘郎カヽら第xv寮髄吟の
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頻刻部まて゛に存狂し(図25c)､ぷ2-ニz4.ヲでヽ隨外剥部に胞られ代(回25ぷ;

凶36,EHR)｡

　　　火,今ぶヽな(印Jを支配する神剱宍噌吟(ぽ斗ハ[回ム)

変柱絹卵散ば7∂砺であった∩114.回)｡　も吐那肥ぽ第xハ/脊髄節内

に存在レ(回2虻)､記9.ぶ4岬でヽ粂外制祁を占めてい鳶(i2ぶぷ;函為,

印t).

　　　沁｡4む必�1,の刄｡　/　　/　　　/　　の切l昨(ほ斗,[召]ふ

ニの紳経は知｡｡｡必t44　f　　j　　　　　　　　　g~~,心(EpC入　池｡.

湊必4u･2.　　　　　　″4ぷ･zaぶz(フE阿の､　　‰｡｡J　　'　　　　｡J這44

(Ecしりを支配し､変牲細肥教は/仏ぶイ回でヽあった(回も回)｡　変柱

細胞は渫xv脊個狛の中央考肋ヽら席xv侑髄節の中安部れヽに榔yし順270､

汲z,ム4夕でヽ外制填に吃られたいj27ぷ;S3らrs)｡

　　　込,4泌λ心の尽.　　　の堺孵い習斗｡Ej》　この

排経ば況｡　　　ゐV44認認zふぐ瓦ムル)､沁｡

Jツ心4　叫JZ｡吻4必｡0ΞLp吽)､　　決,｡　　　　　　　　　　　　'φ24瓜

(リ即))､　叙｡λ政｡｡z44,｡4認1(H))､　浹｡ミぶ9,,4

j々扇.以記a｡(盲BA)い　　　浹｡｡心泌｡な｡｡弘&t(Aj.為く)を支配し､
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受姓紺肥放は/2/侶て･あった(図4.匠D｡　　　萱姓物糾:上ごて這べ‘た

瓦｡4尹づ心認回i27も0と同じ転回､同じ錦左に分有iしていたけ肘紙

C　;　因3孔ゆ).

　　　λ｡心以a,4　　'　'4タÅ泌バ)切吟(回5,回)

ニの柄蔭はもっぱら皮膚に分右しているド､皮齢漱の可能桂刹UTため比切緋

貧喰舒1希｡　　しカヽし封紐啼ば全《見られなカらた(回乳[召)､

　　　兄｡タz｡c　　　″'49心£の切眸(図5,回)

二の爾経ぽ決｡　　　'″aお心畠(CBCr)を支配し､変住糾把赦

は2剖ヒ｡も/ぷ侶であ乖(回5,[回)｡　　　受牲細祀は恥ぐV有価節の

前早分に散狂し(函2･に)､.&,λ4.ヲてヽ豪む腹制に散既-された(図2ヲ4;

凶3らCB如)｡

　　　　λ｡　タ　t　　f.　　　メ　の加吋ぐぽぢ｡[巨I)　　二の掬経ば浹｡貳=や｡

孔ぷλ(BByを支配し､変粕回芭数ぱ冽列を孚埓するヒ/如俑であ示(i

ち,[回)｡　　変往細胞は糾lv痢諸節の領制部カ､ら第XV痢隨節の中央部

ま竹吋た布しO駅5oc)､｡&､k4jてヽヽ愉勺剥部を占めていた(函3oぷ;

旧3ぶ,防)｡

　　　　凭｡｡　r　　　　･の切臍丁(図ぢ,[函j)　　ン湖肺にフいては
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梵に述べる切断祁位回ヒ巨ヨの妬験に剱区分で･きるお､切断妬験の績果莞社

細吃数はお3世て･右穴(ljぢ,[回)｡　　変佐細肥ぱ寮址脊慨診の鳥制

部仏ら築XV滓髄赤の剔附紹でに存在し(S別比池-心岬でj勾剖域に

位度していμ(図3ぽ;i払のちFCしノ,リcr)｡　　萱姓細肥ぱ茅XV

有髄節の申央郵を虔にして漿む列句にZつ副軒蔀詞功ヽれ(函3に)､頚制

の果団ぱ6ヲ侶の似生糾だを‥尼剥の集回ば岬μ佃剖脱昶屹を唐んでいた｡

　　　　九ぺ心｡444の切所(ぼ5バ召ヨ)　　ニの測雅ぱ奴.

灸･沌議パF)､　灰｡芦｡｡心k4戸yに遥j(Ps)､況｡

/=~~な　　　(印)､　気｡泌｡､な=･･皆Åツ台諾.迄

(しノ阿V)､

/
-
X M

x
ー
ノ

　浹.J辿諮4.認議2,副絹)､　気｡戸k｡tJj辿

索｡Jムジk弓ぷい･が,仙ら似叶1)を支紀し､変渥

紬把漸ば//3侶であパこ∩萄ぢ川互□)｡　　疫危紬祀は嘩x則確蔀

の誕j'擲ヵヽら巣パ|脊詞節の中則廓でに散在し(|耳32c)､泌肖λぶヲでヽ

内々j域に隨られ代(図32ぶ;　邱あ｡9.)｡ 側生縞但は翠XV寮軋

昨の顛剤部を娩はして顛系方向に2つの集回に分カヽれ､漿則湖咄沁ぶ順

の 尾劉の集遥はぷぶ回の受佐細肥を合んでいた｡

　　兄｡泌｡心削刀捗庁(ぼ5,巨江) 二の神経については
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次に迷べる切昨部佐屁一図の範曖に扉£分づれる如､切瞼によリ呟じた吏佐

細肥数付2冽を平がするヒ2邸侶であ示(図5,巨]),　　勿匪乖肥ぱ

旅xv杯髄昨の中央部カヽら第xyl脊髄肴の尾倒部までに存在し(図3ろc)

.&心4パで背制部を占めてい鳶(図334j回3んFCL/　,　uc()｡

回

N
ー
ノ

k声-｡4ふ心(FCしノパ克配する排M加昨(回5,

　　潮生佃磯沸:ぱ/お'イ固であ壮(図5,回)｡　変佐

細吃は第xy寮髄洽の中史郵から挙xv順層診の聯哺吋でに分赤し(ぼ3斗c)､

ふヽ心岬で･貨制部に位厦してい1:(回3斗ぷ｡;函3らFCリム)｡

　　　　兄J-山の泥.a一必心の吋断(回5.巨]j)　　　ニの

坤経ぽ9z｡λな｡4za4z.wJぷ沁いV)と況,戸泌4今ぶ･ふお乙(

即Mj)を受配し､萱柱頬肥数:は/認噸であ示い釘,巨])｡　　萱屹

似肥は第XV亦髄節の尾劉部カヽら築対則祠顛フの頌僣瀞までに存在し(匿J5c)､

.&･λ心ヲIて唯障･｣郵を占めていた(,回35ぷ;　印お｡Zr)｡

　　　　%｡4瓜お4のだ｡4泌2ム哨旬断(回孔巨ヨ)　　　ニの坤経

は酌誉に分亦しているレ　　皮映莞配を懲茫して切孵覗厘yを拭みたカい到祉細屹

は全<見られなめっ穴(函5,[召])｡
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　　　　　　　　(が　運勧僻経細肥許の位蘆と助の橿能七の聞秀

　　　　ニワトリの前肢匹は'迫佐遠位ぷ向てヽ･2つの集回に分頻するニビ旅て゛笏｡

迫位の白剃U維帯と上晩の蔚カヽら構成され､肩関蛉と吋閲節に作用する｡

遠位朗M羊ぱ前脈ヒ子刮縦ヽら或リ､肘筒峰と手の閲昨に作用ずる｡　　ニの

背畑は前肢筋呟支配する漸経の分栽掩式カ､らか支衿されう｡　　　すなわち追位

の齢ぽ肩関晰部で俯沸経襄カヽら直倭に､ま加ま脈神緑熹のすぐ遠位で薦郷申経

ヒ刻呪骨神経カヽら分液汀る神経はよリ灸配される(図J-5)｡　　　遠佐の

齢を支配する坤経ば粍卿向釜および`正中別H㈲虻して肘部に進Lてカヽら初めて

分放する(回4ヒ5)｡　　ニの分類に従って侶々の杓吻蒔を曼祀ずる運勅

神藤晰眠を区分するビ､近位の酌は動叫脊髄廊部杓た部カヽら第XV有髄節の

尾側塙まてヤ會まれる差敷坤経細吃群(ぽ3ワ叫糾線の領域)によリ支祀でれる｡

なお､浹,声必u為パ氏j)は衆如のごと《非牟に犬さく､脊の咲尿方向に広カらて

いるために､ニの鳶を灸配すうt聊神経籾黙の分妙も尾方に広妙岬こカ､もしれない｡

一尤追汝の暇11筝xy脊髪節の中央部カヽら尾方に存在ずる運斡排経細薦群(ぽ37ら

徐死の噸域)によリ支紀される,ダ　抜バ､近位の暇ば頚膨欠の僑則の髄節

により､遠伎の暇は尾湘･価慨節によリ炎恥々れゐ傾向加'ある｡　　これにば

37の例外れ存在する｡ すなわち摩XIV察髄廊に骨=拙ゐ玲まtの願域(
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画3ワa)力ヽご闇題て゛ある｡ その27は気‥a酋ァレゅむタs右｡苧J

ノ4応=必4とノ浹･　″　を受配すが煙漸坤経細把群(図3孔EMRU?吟)

でl跡リの/フは込-Jふ｡心姉淘細肥のうり雛瀞に硝ける埋釦呻経
　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　　　　　　　　　　　　6

紐吃群(函3孔タり)瓊側部)であう｡　　二れらの産蛉坤経細肥ぱ肘闇昨

と争の鳩昨に作所マる暇(違位の疹群)を灸紀しているに仙がヽかわら千l　弟xjv

荼髄節に核厦している｡

　　　　ニワトリ朗廃湘紐呈叢において第刈1　-　XVI㈲腿紳経の腹杖は3つの神経藪幹

を形成する｡

に

右のお`のの坤鋒叢和ま背堰に分稜し､怖則の3孜は俐則神紐未

収剖の3授副咆肺哨E東になる(図3)｡ 背剥神経束ぱふ~心9

で外剖部に慮カ､れrこ遼軟坤経細胞(邱37cμヽら忽ニリ､主として挑骨神蜂

に統さ､前蔀い伸蔽群1灸紀ずる｡　　一奈順消神経剌む&,ふ4タで

碍剥部に存在する遼動坤降細窓(図37必μヽら起ニリ､王として正吋滑坤経に

廸き､前販の屈徽吽を支配する｡

　　　前既暇の追位遠位方吋の分參を背側及びjUり坤経剌こよる神経支齢ヒ

継み今わせると前賦齢は次の引奮噸仙分頻て･≒さる｡　　ずなわち背彭坤経求

によリ支配ぶ陥追位の荼(pF)､勅り神経東によリ支配jれ5達拡の齢(似)ヽ

陵剥神軽束によリ支配でれる追核の齢(冷)糾伺攬劇神柾敬によリ支祀クれる
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遠位の眠(Vおで`ある･　　　叫に馬する齢刳呻聚鳥ロ骨またぱ上疵賛ヵ､ら起

ニリ､上脆背カ､前階廓て終わる(函3加レ縦蕉の碩刺腎λ,　　Djの暇は

前庇の饌背制部と子の貨制部にあり､主ビして上晩骨カヽ前脱貧カヽら起ニリ､罰疵

背､号祖申手骨またぱ指偉に杯わる(函3gぷヒご｡詠池の憚城)｡　　　＼/Pの

節は胸t馬ロ骨または上把貧ヵヽら起こリヽ上拠背カヽ前旅貧に終わる(回3叙,

襖緩の領域)｡　　　vdの筋は前旅の剔U･↓部と手削隻側部(てあり､主に

上純賛カヽ前晩肯カヽら起ニリ､前脆t　剖疫剌啼または持賞に終わ刎図認ぷとご,

匁ぷ地の磯坑)｡　　　二の分類に従って參貌の横孵切片てヽび)運勅津経紺肥の

位置を区利すると､遼勧神條細廻の47の集函紅滋-,a9で内制力､ら外參六

向力ヽって次の順剔て泣ぶ`こビおわかる.　　才なわち冷(旧3ワぷ,襖綴の領絨λ

vd(回37孔匁}地の噸域)､叫(旧37c,畝繊の領斌)および印(函3ワごし

無地の頻城)の噴である｡
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審4峰　　専祭

嶮灘jま本疹付蛉構tを捨rcないカ礼佃親の雇髄排緑叔獣入リしている

脊桶じの範浦に砂峰を仮吏しこれを髄吟と忌ブけ扱｡ 髄教の境蕎は横昨

喀万片上て゛ある痢瞼神珍腹根の蒼刳臼目の祖糸か4心あさと次の牒雇の最わ柴剥

の瀕糸かご出るあさのnFIのキ貸刄設斐しずご｡　　　晩捗匯叢釧奪成するおめおの

の脊髄神経親枝を男齢したのちに観壁でれた変柱綴肥のサ疹範加はむフ昨した

陵枝に相齢する髄鈴内に隈られ代｡　　従｡てバ護参絆峰痢胆の軸素ぽ

その細吃体お`俘汪ずる甑節の履携繊稼として寮舵を雖れるので`､燐侍する髄節

の腹楓には入らないとい之ろ｡

　　　　ニワトリの頚膨火の腹角にはダほ牡四側の2つの細肥集団加認ヽめられる｡

　　　　　ヒ9心.議沁(/ヲフJ)の分噸|て征うヒ外飢㈹hnはふ-｡4,ヲに､

内制の集匝はゐ-4,別坤拷する｡　　J‰aふ回/9以oぱ芦チ･gヴを

削いて扱の分鎖による諮ぱaJ)9¥お差靭僻経細撚を令み､その丈郡分の

細胞ぱ軸弗を腹報に送るが､待リの4やぶ｡-ふ瓜4ム泌&(彼の瀕ヵ､ら判孵

して差~這｡剔て相か防)の軸索は腹交皇に入るニヒを迷べ衣｡

　　　白　'(レ/デぶ幻はニワトリで泌ぷぷ4.ヲのみ卸差齢坤禄細肥を含み､

為｡ふJ沁ほ漣緬肥を飾むビ考え､それぞれ呉4泌44,｡｡な,晨･ゆ4
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p芯Jタ々Å､　凭心&4乙ぬ~乙-　　　‥･　'4ぶ辿屍と石っ対穴｡

-ttゐぶ14リ叫ゲz4ら(/タ3幻､μ認6い:/9幻､外乙&以/貼おお`ょび`

乙｡2,,z4,j:ヒ乙必､(/タクおはZつの細聴臭函をともに運歓神経細吃として分額

した｡ ふぶ4糾叫~ら(/タお迂這ふ以/夕μ九仁乙,ふ4デを

溢ふ4/6認,4､ぷi~4.H:｡ぶふどg乙,,9z｡ヒ呼び､それそ訳卿肢の鳶を

1灸配する遵都禅経糾胞と伴科y)妨を支配する遵軟禅経細肥を兪むと考之た｡

今回の切町哭､喰において受栓細把はすべヽて子妨備似以‰,心｡9に認yμ

従,て頚膨火にお`けるぶ一~｡ヲの神経紺胞ぱ前肢の筋を是配するニヒが扉カヽめられ

穴叔､｡&,心u?の神経疹胞の橋観にっいてキ哭験ぱイ可も剛らカヽにしていない｡

しカヽし､予備軋験として2例のニワトリを所い頚羨丈の紅さでヽ汎｡2z｡;泌ぬ

4ca必｡t4おこは池｡ぶ呼44ぷZ;4.ぶ4乙にH尺P瀋液を恣入した｡

その結巣裸猿紺肥ば明らかに必z,~以別こ窃圧し化｡ 従｡て溢｡ふJ`は次違

細肥む膏tであろう糾伴幹朗良を受配する還軟神練細慨も參むと呪ヽわれる｡

附,神綬叢を構成する亦髄坤綬賎枝のすが孵軋峡カヽら脈1呻極叢に軸弗を送ゥて

いる蓮教坤繕細肥の紙,数ぱ序組りて゛`釣μ｡&クの回で‘あるニとお明ら馳になっ代｡

゛と9zラふ44,　-　ふ/Z必心(/デ7わぱ細肥死叔静拓穴孵岬2旧の二7トリ

の胚で゛梁膨火の溢ふ4右,,z｡ふt,｡&｡4(記2,･,ふ-.ヲに相きする)は痙勧神稀細胞
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糾約ぶ,邸∂個な在し､勝化後ぷ吐間で`もほぼこの数値を維伴すらこヒを示した｡

乙叫戸/92以同様に4句a妨(孵卵ノター部日抽二外リの胚ヒ祚fじ後

/逍隋の雛てヽヽ蓮齢坤緑細肥おともに約徊卯但叫在するこヒを吃い出し化｡

4砂｡J沁晨ヒ汲ゲ沁4-肩迦z.�｡ぐ/灯幻の傅代数値ば本研弧のものよりも紺おx

犬さいお,jぺての腹枝を斑齢しても恙心丿沁差行柱萱桂を起こさない神経細窓

加咎在するニビ､マヴズ(&Jkヒ　ク'　,/9幻ヒ岡棟にニワトリにお`いて

も孵化後或体{こなるまてに遼勧岬綬細肥数釘糾ヽぱ徽ヤするカ沁しれないことを考慮､

するリ痛の船剔まカヽなり近イ吠したもの1てなる｡ しカヽし､芯ぶ呼(/9幻の

得化教億ぱホ研乾のわのの約2ィ飢　　　　'ヒ%ツ辰6-ふ/議‰以/97y)

のもののZぷ桔で゛ある｡

回}4ら炉でない｡

,なj,ツ｡(/タね□の教借フビ{すお特に火きい鏝由は

僧々の前欧助を剋紀ずる神経を埓孵すると萱裡細胞ば横貯切片上て゛ぶ-4

却)ある特既部位を占め､頭延方㈲{て細喪く蓮なる細肥柱を形汝しrこ｡ ニの杷匙

ぱ卸h絆陳勧物の頚衝火で`今までに延い出された締果とほぼ一飲する(少aぷ7.

/タ2a;　応以｡/タ邨ル汝&必ふfヒ私吻g44,/%7j､ク応,44,ヒ知2為お1.,

/μ7;　&z,Jkら,/タ拶;､応s｡｡｡なら｡/タ邸;ぶJダら｡/9/｡/μ2;

″ヒ今｡/タjJ)｡



銘

前欧晦ぱ前肢帯と上脱に闇与する近位の筋群七､前脱と吾の晦を含む

生位の匹群は分類するニとおで'きる｡

タヽ枝携式カヽら灸将される｡

二の分報は前欧齢を支配する抑経の

ニの分癩に従って個々の前欧勁を受配享る蓮勤

押緑細肥を区分ずると､1ヒして迩位の昿詳は蹟衝匁の蔭劃の甑峰に､遠敗

の断群{ま尾剖の髄節にある押経鰯Jil11によって灸齢されるこヒおわかる｡

しカヽしこのタむII沁ぱ3つの例外糾疼在ずる｡ その2つは浹｡おぷ｡z4.2.

4必5やいz心心乙(ENR)と池.　　　(SP心を受配する運勅神経

細肥にっいてであり､残リの/フぱ穴,,7zaふタt4,Ct加起妨細肥のうち頭制に

分峰する運籾神緑緬肥についてて･･ある｡　　前の2つの応ぱ遠位の筋群に満する

のて`l　上遥の規則によれば`起妨細祀ば尾劃の髄節に合まれるはずである｡

そ鮒油カヽカ､わらずr　對£細把は筝刈V柘髄茸､すなわち頚影丈で･頭倒の散昨

に存疵していた｡

二とお考えられる｡

その運由ビしてはニの2つの崎お前晩て･`耀僧･旅位1する

また､穴｡7z㎡ふ･z44ぐちyは遠拉の噛群に分摩している

のでl上£の規則によれ{t起始細窓は尾倒の樋節に廊在するはずてヽヽある｡

し々ヽしなおら､約半牧の萱柱細肥はj融･｣の髄峰に俘征していた｡ ニの斎､も

岡じ理脚はよるの力ヽもしれない叙､複哀穴｡｡e心zクt｡z4のおめお`のの終末分杖にっいて

辰果を得てないのてヽヽ評紺ぱ明らかでない｡
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近位の喩相互の関でぱ､上述のような筋の也泣遠位の位置と運勅坤経

細吃の頭尾方向て万)局在との肩に規則佐のある醍怖ぱ成り立っていない｡

況｡ぶ≒k浹4泌ぶぐB印と池｡応乙苧4孔-む出TヒST)ばともに廟隋昨

ヒ財蘭昨は作所し､近佐遠位郭弓で゛ぱ上庶郎で|吼y位置に存在するにもかかわら

すl　缶.屁単｡ん｡む(BB)を支配する遼勤滓緑堀廻ぱ洸次≒4

政むλj(HTとST)の運動禅経細だよりも頭側に序在した｡　　さらは沁｡

な呼4為4ぶjのゆで･淡｡　　　'哨丁)ぱ吋閲吟に､穴,｡

　　　　　　ぼ丁)は肩閲昨と則禎昨の両方に作隋するのでヽ､浹.

　　　　U外(ST)の方枇吐位に俘戌洋ると雑剥さ畝た｡　　　しカヽし､運勁

神縁細肥の位置ば偽,　　　'ぼ丁)の方お池｡　　　ご(H幻

よりも尾倒に存在し代｡　　ニれは上廳部てヽ`九.必タ4.長4ぶj(5B)よ･ノも

沁｡な乙苧4丞4必j(HTヒSr)お､淡｡　　　'出丁)よリ心次｡

　　　'ぼ丁)お厄傭･Jに位厦ずるためカヽもしれない｡

　　　麻神軽叢に右ヽける背剥琳経東と隈僧･j僻耗紗)証分に従って僧々の前肢吻

を支祀する蓮勧神蔭細肥を砂鎖すると､背則神経米｡{心&､心ヲで弁則部に

存在する蓮靭坤経細廻から､賎徽l｣神経東は界副部の差齢

ぞれ起二るニとおわか7た｡　　　忍4.｡｡認ぐ/タ勾つぱ灸｡
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玄とフちらの湘1紆莱にわ勢鎖しなれ｡た｡ 本研乾の締梁ぱ沃

……,‥‥‥l-を麦配す含丿姉経紺胞れぷ辰ふ49で腹丙剥部に啓をするニビを

萌らヵヽヒし化｡

紐輸でさる｡

綻って､灸｡,,　一　　必肖丿訂陪』神縁ずに馬するヒ

　　　　……ェ……゛ュ　(/夕ぶ2){ま癒生掌吋{こニワトリの前肢筋かづ維比腹剥の2つの

筋県塞に　街来するニビを紀い漱した｡　　　………'(/%2)の観県績寮を

本奥綬の績果と北岐ずると連軟坤経細既の位1ぱ支鉱する斯の浪未に関伶ずる

ニとおわカヽる｡　　　すなわち､訓叫縁基にま来する痕を支齢する差參ク神経

細臨ば恙-ふ汐て併制部に存在し､背剛禅経東ば軸弗を差り､一方､腹側

助碓基に脚来･了う助に辞斯ずる漣軟柿経細肥ぱぷ肖λJ･て･ヽ1メ律丿邨に存在し､

瞑到神経東に軸弗を進る｡　　　し加しなおら､つ死心岱丿公4.ふ｡証

p陥)七気.　　　‥'a4&心(CBCJを夭紀する蓮蛉肺経細肥の徨置

ぱ　→'(/%Z)の繕果ビー綻しない｡　　泌｡心な必必4･ふ｡以

Drli)はぷJ仙9,｡(/弼2ルよるビ腹倒噛原砿にば陳ずるヒ1されている｡　　　しカヽし

本奥積錯梁によりこの蝦を女配する夏歓抑緑細肥はJz~kヲで平じ妙釧邨に存在

する二ヒと､ この齢ぽ背佃･J排鋸東に希仔ワz‥4ぶ孤仙によ｡て支齢きれ心二とお

明らカヽになったのでヽ､決,｡必ぶ応必4,ふ｡レ(叶犯)はj階丿暇原基に脚来ずる



肩

にちドいない｡ 二れに瓦して､汎｡　　　λ&aa心応(CBC幻ぱ

　　　　(/%2)によ心と背制筋厭基に甫来ずるお､岑爽験績帯てヽ゛ぱ灸紀する

差勅棹経細把お'泌,λ岬て'゛背即則邨に俘在し､賤制排縁東カヽら分杖ずな

穴｡タ,　　　　　　j　　　l　a24心ム,により勤ごされ心こヒカヽら判折して､沃,

/　　　1　　54=&ム(CBCa)は牒螢扉脊基に脚来1ると考えられる｡

(瓦.　　　　　　'　rStC)ぱ岑くの成番でぱ抑1か昧ヒ｡して分類

されているお､%ふ必z｡翁ザe(/灯幻は二 の筋か゛貿の延如こ関して何も重専な

機能上の投割を果た･さないニヒからイ本幹刈屁して分頻しr=｡　　　託泌這4

(/μ2ル玖｡　　　　｡心沁バStC)力ヽ俤ね附ァ)賠薇基白有来ずると遥べた｡

しカ､し

ぷ,ムJ?の最斤副部(

ニの筋扉浹冲枢ぐStC)は瀋X出察髄尊において芯ぶ･｡忿でヽぱな《

こ存在し､竹疹ずる神経は穴.｡吋｡44　　　　ど

或速の御経枝として賑神縁叢カヽ･う起二心のてヽlイ本幹の勁ではな《前睦の嶼として

分類オベ゛さカ恂しれない｡　　　しカヽし､このS弛｡　　　　　　″　に

ついてはなおヽ着千の政間紅あるのてべ上述した規則､てなわ刎0か坤軽｡細吃群

の位置と助の機能ヒの関佛についての考県ヵヽら締タトし忙｡

　　　　疵蝉経は主l

柳経訪畔を試`み刄.

り庫に分疹しているお゛､良勁を受紀するカヽわしれないのてヽ`

その給莱､勿趾細廻ぶしら｡λむ9に座く隨られなか
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に廿類てヽ･さる｡

った｡

る｡

お`そらく皮神綬は琲斟申縁縁緩と自件神娃線維七{勃ヽら成ると疼われ

貸側神癒東(D比陵劉柿緑求(V)は

ば埓詞の砂憚と粗み兪わゼるニとf

“神経吏記を前肢糾を刎かt位

てよってヽ前肢妬ぱD/=='ヽ,Dd･衿ヽWの卒捜報

二れら享偉瀕削粉を支紀する遭衆神祗斬肥jむ&~以勁

囚邨でj梢則カ`ら外倒に向か･て昨ヽWヽ印ヽDdの噴に皇びヽ頚影欠のほヒ心

ど全長にわた,て鱗尾方向に伸び'る細祀柱を豹成する｡　　二の分截は寮隊動物

の比鮫神縁鮮音'溥において遜勅神経細肥の鎖吃捧吸啓岬特僧こ､即限の砦の

抑経支紀および娠の熾観約參践を考県する萬に重巻な于れカ旬になるた゛ろう｡

ノ　ど窃少(/行3)はニワトリの初吃甦で主黍な前胱助にHRP洛衰

を住入し､裸識された差動坤経細肥の局在を唄らカヽにし代｡ HRP豪友を

注入した筋ぱ前収漸､上鵬､前配､晋の映と広屹回に疋ぶ`お､乞として表仙欧の

喩である｡ j　と外戸/タ匹)の成莱を本哭厘効果ど比軟才るヒ

全陳妁な傾向ばよ<一飲している｡　　　個妙添を灸紀する遼勧神経搦岸の頌尼

方同における砂粁屹溥は疹の迩位を位方阿におヽける位置に闇伶しているし､背僧･j

齢県tに淘来する暇はふ､沁汐てヽ･酸外側邨に､醸j･沸蔡斟こ脚表する喩は背

防冷I｣部に存百ずる夏歓神緑細肥によって支祀さ私ている｡　　　しかし憚々の
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蘇を支紀する逢軟神姫細胞は本蛸輝深よりも領延方向にカ､なリ広<分和｡てい心し､諜識

徊感散む本屡歌の変柱細吏赦よ刀も岑<存在する｡　　ニの掴違は米吐雛ビ成矯

による遭いよ引バjしろHRPの軸弗剛齢迭棟頌沃と逆行桂萱佐沃による進いに忽回

すると冠ヽわれる｡　　　HRPの軸彰り輸遠裸俄沃てでまHRP落浪り沁特支の噛

どけに限碇Lして往入ずるニヒ紅凶難てヽヽあるために､遵勅肺耗細肥をよ/浪紀浙にわた

り佩識するかもしれない｡　　奥原に岐らはHRP洋夜お隣俸ずる飾沁拡散する

のを酋止するため{てイ卵行わなか示｡

哺乱頻において前欧隋を吏配する息軟榊締細T肥の后狂は吟《め研覗者はよリ

報管剖竹ぃる工&孟乙託尖一必,/タ好;　戸6咄か/夕£れ;島仙/ヂ邨;

ぶk伺戸ご恂ヂタ･6/μ7ルヌ~,い心扁｡｡/%7;払認｡ら｡/9幻

必4~る･ら,/タ籾;ぷ弓ふ/紗/｡/汗2λ 前肢応の千vてについて

その逓斬榊剱徊肥の局在を群柘に振音した諭欠ぼまた゛ないカぐ､今までに報管され代

蛉策を統冶ヽするとズのニとお言之心｡ 逍位の噛を受紀すう護靭神禄細肥は

覆膨火の傾側郵に俘在し､遠位の嶼を受紀する屡敵誹緑細肥はその尾制部に

存在す心｡　　二の傾阿は島領と哺乳傾てヽ叉遺じている｡　　ま化､呻筋群

を嫁1,ずる郷･j神縁束副復岡て･凍側診ぱ雌外側に存在ずる蓮軟禅絵細肥から起こ

り､威筋群を支範する賎剥神経東は和jは仙刹籾側に疼在するものカヽら起こる｡



拓

使って､貨則神経東ヒ腹剥洲哨t象に軸弗を遠る夏軟棹縁細吃ぱJ力刀でににら､λむ

9で外准jと朗1胤こ分カヽれるのに対して､噴乳頻でヽは腹劃と背菅Jに淋カヽれるイ頃向如

ある｡

同楳{

しかヽし､刄Jkら(/吋ぬの爾ヵヽら列孵するヒラ斗でヽはニワトリと

てタほ比内制に分かれるようで'ある｡

ベジλ哨yヒ谷ぶj(/%7拙に吋､ロートルい　　　　　　'　の

察趾に刀`ラズ咆極を刺し､建俄到教によ｡て請泥され代匹の収倅を観煮ずうニとに

よって鶴欧瞼を受紀する蓮對神絵斬隠の飛在を岬ら刎てし狸｡ それによるヒ､

前賦斉と上晩の瞼のうら神滋賠を灸祀する運齢坤経細把は頚影大j)頭倒牛分に

存在L､棟引昧を受紀するものは建劇の3他タ)2に存在ずる｡　　　まど前麻の

蹟制邨に存在する映を吏配ずる崖歓神剱樅胆ぱ伸弧寮を支配するものの申央部を

みめ､彩則邨にある映を走配するわのは頚隋火の誕劇和刺てあり､優引肪を支配

する遭歓禅緑細肥を越えて尾彦･収広加る｡　　この柿絵炎紀の禅式ぱニワトリ

にもよ<当てばまる｡　　　すなわちニヴトリでヽ穿XIV寮髄節に存在ずる運勧漸経細把

ば,,27z.　　　　　i必4､ワ池.　　'･　､　9ァレ屁弓晨必4必jなどの

ように貿を持ち上けズ前{咄す砺を受配し､峯XV亦髄蜂の還勧対娃紐吃{玄汽｡

/心心9乙､気｡'/'心z晨､池｡た沁4長丿訟などのμに

貿を丁甲て接に引《膨を剋祀ずる｡　　　ま代前脈においてむ､豪も漿制郊に俘征



r
D
/
午

ずる(瓦｡お必タ144　.ぷ尨りj4必λぬ､池｡4吟ぶa乙tおよびワZ｡x泌ふs4

の起娘郷肥のうら頌側の蓮斬神経紐把にぶリ支紀でれる妖は豪XIV寮敬昨の蓮勧排経

細忠により炎紀でれ心おレ戦`リの断ば夥XV七XVト察髄玲に存在する運斡

よリ支祀される｡

　　　ぷ叫芦と応｡a以(/辨3)はHRPの軸弗即轍洗佛潅伍を匯いてフフ7エイ

斜の/種浪吻ぷ‰4み心｡の卿鋒どイ本幹の晦を灸配する量軟榊縁紺懇の絢在を

示､し但｡ ふ吻4なの糾鱒ぽ背領化あう李上齢□隻則にある下制肪が､ら成･泣つ｡

李と肪を剱己する運籾神経細胞は剛拗外側榔に､下制蜘を支紀するものは貨削1･4部

に､侈幹剖紅支紀す机のま最柳卿･j部に存在する｡ ふサ諮丿辨躇･

神経支配様式ば鳥報や繍乳凛の嚇経支紀梅弐`の成立を専之刮剽こ非弗に機昧渫い

示唆を与える｡



/
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　　　夥5吟　　黍妁

ニワトリの前肢鳶を支配ずう運動祁経細胞の局筰を逆行一往灸絃ま{てより

折矢し化｡　萱柱細肥ば頚薩吠で呼鈴齢如弘ぶJ紅俘在し代｡

籾μμ卯僧の運鄭呻経細臨釘昧梓経叢に卵れ送る｡　　総神経集刮奪或

オる佃々の康枝を皆昨すると､萱姓細把の分布ぱt刀跨し代腹校に顔島ヽする軟昨

即1根られた｡　　僧々の前肢浩を灸配する蓮靫神経舶胞{む&,以a｡卯)内邨

で･ある特有な位厦を占めた｡　　皮神経を玄万眸してむふ･ぶg汐の遼靭袖経

細肥μ益作吃吏絃ぱ全く覧られなか,すこ｡　　　前肢摩と上脈の暇は頚擲犬の

傾側部に存在する羞斡神縁細把によって､前鵬と子の暇ぱ庖傭･｣邨の運勧淋嘔佃胞

によって支紀され心｡　　　　さらに､前欧蹟と上昧の嵯のうち主.として伸出兼ぱ筝

xjv春髄節により､後引疹は峯XV安概節ばよリ支配される｡　　また前脈と

牙の肪のうち最むi酎11･Jに券在するむのは峯ズハ/寮髄齢により､残リの砦は築XVどxvj

穿髄.吟{てより支配されゐ｡

その軸県を貸剥体経東にtJ､背劉筋蔡tに　淘来すゐ嶼を支見する｡

.&心~汐てワト刺部に祢在する遼勒嚇緑細肥ぱ

一方

溢ヽ心ヲて寸刎L･｣部に存在する遼斡棹経細肥はその軸察をN菱制嚇経東に遠リ

跨隻剛蛎乖基に　粛来ずう齢左支配,する｡
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秦 三章　　後欧蔭を支鮎す含運教律経綴把の屏在に葡する秤菟

　　嬢川蛉　　繕　名

　　　後肢劾を支範ずる遼勅神経願肥の鳶在に葡する報齢L前回訓畔濯け似べ肘こ

比ギて教玲《巻在ずる｡　　祷乳頻について{ま次のよう4ヽ報菅れあ仏

ぷん必tと謁‰4心(/タ討)はオナガずル七ずヌてへ前岐と|刎tに後肢についても

主要な緯経叙の旬齢を斤い､腹濁に琉われる変裸頼肥の局在t顧庫しれ｡

烏肖｡肖(/灯/)はネゴめ後販鳶を貴鮎す奏蓮教神経緩屹をgつの細肥桂にぬれ､

逆行佐麦佐法により禰々の後朕助を支紀ずる進教

それによるヒ蓮斬神縁細肥はその顛素を背制神経東に遠うむの(穣の分頻による

,浹沁44./と幻と贈傾･』神経束に遺るものG涙沁t4　J｡　石石(ぶ｡6)の27

の集函に分頻され､さらに両易の集1囚でヽ詐所する関節に基ブいて細則加ヽ行われて

いる｡　　ぷらwsびノタ討j)ぱヒトで゛灰育慨淡によリ消央する運靫神経細肥ヒ

陳筈を唸け代嶼ヒの聞係カヽら憚々の後既酌を支恥する蓮籾坤経綴怒の局狂を

推是した｡　　浹泌辰丿砧gと&包g｡(/9/月まマヴスてヽ゛薇賤瞼を支妃すう

遭齢坤経細把を7つの細肥柱に分截し､蔀Pの軸索剛兪£隊識向てより佃々

の後欧酌を支配する遭靭神経細肥の局在を呪らカヽにした｡　　姑県ば遂行枚

it屹識を使バネコで俳られたものぐ瓦･4タza｡,/灯/)に類似していた｡
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‰泌皆,ふz,-　　　　とぶ&,(/タ紅〉は呵禄に ラ訃でヽ後肢膨を支配する

運軟坤経妬吃をぶつの細胞柱に分頻し､HRPめ軸參内輸逆禅案汰により儒々の

批肢辰i支配する遵軟神経徊他の局狂カいごヴスで停られ代もの(

と瓜ふ6,/9/)に非弗に相恢していうことを示し代｡ 七ヒ

応汽戸'/9幻はラ訃いケニフイザル((λ4むり声ぷ認ぶJてヽヽそれそヽれ

大腿紳経､埜骨神経､総齢腎僻経､雇骨神経をHRP瀋液に浄漬し､宴籤

の鼎角に糾する厚秦細斜り鳶在を哨らカヽにした｡ その他に刄Jkら

(/詐気)はネコでHRPの輸船な輸遠佩識俵によツ痢頃助陶り頌ととラズ辰を

徊己ずる還籾測唯紐肥の局在を､β444､ら(/紗のはラ訃で侈4屍斤

の軸彰り奪胞椋識汰により下服三頚肋を支配ずる蔓勅神経細肥の葡在を､

ル･yら(/92)はマヴズて寸丿尺Pの軸參内輸追椋俄沃によ/バニラメ肪を支配

寸る蓮勅神経細肥の局荻を､　　　　　″と刄~4ぐ/9幻はフツとイノ

ン

S
ー

/ で`HRPの軸剰か瞼巡標識法により手脆株咲を支記する運教神縁細吃

の忌在左そ畝そ゛哀呪らかにし代｡

　　ぼ虔頻でぱ系4戸昶｡ら(/9幻と刄べ昨破と必｡｡eべT/タ沁)によリ

和ぐラガヽメc瓜4心■鮮4aみ左公y44.)の/り)後獄筋を如餌す5遼動屏経

細胞の鳶在加感Pの齢剃ぢ勅進標療沃を阿いて研凭でれ7‘こ｡ その絆展
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哉肢の達位にある蔽を支配する運勅坤経堀肥は見劃の髄酔に存孤するお､近位

の蔽を支配するものは腰仏膨大の全伴ヽに分膏すること､まずこ後肢の前背制に

位置する咲を支配する遼教神経細肥ぽ腹内の隨外側に存在し､繊厦頷'｣にある

嶼を支紀するものは唆跨の背内側に存狂ずることカり

　　　面生衆でヽは瓜4.2ズ/夕7幻によリヴシカ¨ェlノレ0ら4.心,″　)の

後則扮を支配する遅敦坤斜叙肥の局在れ遠俘池萱屹活により研%でれ鳶｡

ヴシがエルの後肢齢ぼ配ずる運靭坤経鞍肥の鳶狂ぽ掌コで眠ぃ此され代もの(

烏4お14./な/月て鎖僕していることお`ホ-され代｡　　　　　　　　　`

烏顧の腰仙彫犬に存在ずる運歓坤縁細肥の細利はすて`'に集二牽の赫名の

中で察癩Lの鴇の部分とビもに詳細に述べ代｡

護即て

ある｡

鍾衝犬ど同楳に勝仏影な)

存在汀る神経細肥も煮/て冷したようにi;珍･;11沸によりその砂顧に相tお

島類でおのお亦肘Sk朕瞼を剤軟ずる遼漱榊経細感の鳶4に関してぱ以享の

秘告かヽあφ｡ 児｡t｡｡zj4.(/μ幻ぱニ外リでヽ胚骨坤縁の岱吟後に差行栓憂柱

を起ニした蓮歓神経癩恩カら&心,4ヲでヽ麗呼劃祁に祢伍す5ニヒを示し､鳥覆の

運勧神経細吃においても峻乱癩に顧似し穴鳶征れ存孤するニと,を示峻L攻｡

と9､4ノぶz,(/タ刄)は建気生理字的研凭によリニワトリの旺に
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おヤて痛姉検厠飢支恥する運散坤経佃鴛の蹟尾方緋ごおげる局在れ積肢蔭の

近位違レ偉オ匈の位置に関孫するニとを示した｡　　二のニと|ま蜂孔饉Oら､a4t,

/灯/)い印t鎖(a4a｡,/詐妁て･這ぺられた鵜挙代喬試していた｡

ふ4沁44u以/夕7幻ばHR印昶廓游輔蓬樺侑法によリニワ戸ノの肝にFぃて

イ感ヤの棟敬簸左支鉱する逓歓押経輝班の萬在を明らかにし､徊1備原tに尚来

する蔽はその機鮑や或体に糾ナる信1とば和剛粉い6.-4夕で外制iてある

僻経鎖胞によリ受齢呟れ､一方液匍助原基にぼ7未する齢ば1匂剖の延籾神軽

細吃によリ支Sごされる二とを示し穴｡

　　　　　　棟

ぶ.ど少今Sバ/タねj)ばニワトリの胚と

肘生観を河いて豚Pの軸素l々輸馬声活によリイ因々の後朕節を支配洋い恥如神経

細吃の局在を喫ら伺てして坪細な地師を示し､運靫神経細吃の外制と1刎iリの

イ訟置加節原基に刹する背制と厦側の位置に肺係するという　　　　　　ぐノタ7幻

の邨倫を破認した｡

　　　鳥報てヽヽ後賤瞼1夭紀する運斡坤縁細甦の鳶在に閲する研凭ば上遥けcように

ニワトリの胚丿流ば初生難を所いてなてれている｡　その一方て･゛発ま斯に右ける備々の

恰と遅動神経細厖との聞の遼双的な繊錐締合の成釦て隊し坤緑細肥の細嵩死

(乙必ど心4双.)お重視されている｡　　ニの細薦死ヵヽヽ･孵兆後てヽヽも起ニリうるヒ

すれは゛､玖体において棟阪齢を支紀ずる運齢坤禄細厖の約蜂を肝呵ずるユとば



引

重尊と考如うれる.　そニて八　本粂では禁二章と|可拙てが刊生麦雇汰を困いて

ニワトリのおのおのの接肢断を支配している運動神経佃肥の数と隨削浮`いてそれらお

,ぢめるイ立慮を叫らカヽにし､運歓坤縁細巡の位夏と筋の梼能との関孫沁フいて考県

ずるニどを回的にしrこ｡
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摯2蛉　　井料;jらヽよがレ方沃

使呵した材料ぱ成鵜り羽(斜ホ゛稚隻･旗/祠孔　お色Lデポン報種･

雌/ぴ羽し　褐色レダホン撞'雄/回｡J4//羽)でヽある｡ 二れらのうら/ノ習ぱ

剛峠神経叢を橋成する寮髄神鋒剖t枝を､討卯まイ回々め後既鳶を咳配ずる

神経を堺孵し尺ぐ表もぶ)｡　　玖リめぶ羽は手愉'を行力ず乍対眠とし代｡

脊髄埠任腹装め堺畔は次のようにして竹った｡ ニ奸リに鉢重/砂がノ

2釦ずのゾムノヘ゜ンテルを'Z4゛　J゛仙z･戸哨弘゛政に注斟して麻酔し雌位に

保芝する｡ 腰仙催刮り忖ヽ正申線回貧,て皮膚を切開し､そのギにある

浹｡今芦tJ心.の心心と心,'″　　　ぷ

　　/　　　f　　　　　　　必4;印芭剰形を切席する｡　　奮科削Jノルを用いて訪陣

し代い胤柱れ有閲Jしカヽら出列けで柊如ム肴の挿奘起に背個･加ら穴を開ける｡

贅微を鴇偶しないように怖に注tして稚骨と劈緻の阿で゛雌社を切跨ずる｡

賤杖か墳冷に堺緋-されているニとを確栽ヽして皮t1紛合ヽする｡　　両側で腰教を:

切哨七た例むあるし､片側で楕載の腹栽を切跨し穴例もあ仏　　私冴坤経

叢を構成するすべての雌泄の旬孵は舎杵困ドリノレでヽ腸晋に収を間け､蛍肴払

カヽら外へ血る直前で才沁代｡　使用し参ニワトリと皆吟ぼz痢叱捧蔭が匿放に

ついてはまとめて示し代(衷ダ)｡
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梱々の使腿節を支配するそれぞれの神経の切吟は､33か片てヽ`行訂こ｡

埓斤邨位にぱ整播香号をフ{す､その神経忙支記している暇の略号とともに回示した

(回仰-ダ2)｡ 抑蕪切昨は次のよ引てして行,た｡ 皆断邨位}回

でヽが申綬埓跨は大腿と腹座の闇てヽヽ床有を切閉し､大腿の内側面で行べ｡

切跨剖昨屁一回でヽが呻経堺跨は大隨ビ腹麿の閑の皮剌ぶ澗し､さらに恥骨

に平行に蒔雙を朗術して浚障内てjお斤｡　t刀吟部位囚､屈ビ回で切神錬

切噺rは歯料用ドリルてヽヽ背側カヽら腸牙に穴を開け､登骨孔カヽら外へ出る直前てヽヽ

行っ代｡　切所部位認でヽの神経埓吟は犬腿の外剥面カヽら恥

♂　　/　　/　　/　　　/　　　ぷ必u応バITL)を埓開し､その内側でヽ行,た｡切吟節泣

回一回でヽの坤縁切吟は穴W)後計ヽら永,芦4タtc一心ム公心の

叙り泌血(FCLP)と沁戸g｡z｡4ぶい~心ぬ汀ひ巾諦を泣t渫く

間け､その輿でj于っ尺｡ 切跨鈴佐回{回でヽの坤縁切跨は欠腿の後おヽら

浹｡　j　j　　　j　　　　　'nFJヒ%,戸ka･4仙｡ふなぷ心Jふ4

声為らい7　FCLP)の関を開け､その奥で行っ代｡　　使雨したニワトリと神経の

切断部位についてまとめて示しすこ(衷5)｡ イ甫々の後駁助を乏漸吋刎坤経

の切吟に隋い代2ね11笥う5/J羽{刻私則でヽ神経切吟を行った｡

倚後y･日-/7日閃の左存涛1閲のの5ニワトリぽすべで漕浪函支した｡



/
¥に
,
)

潅浹園定は築二章て'j羊述士たjUV貳聾圭使い､Zぴような手唆てヽヽ行示｡

ニワトリを手肯時と同様に

血武の凝:園を防く子めに

ゾムノ/らテルて゛鳶酔し､貨位に慄芝する｡ その際に

伴劃峠舎り貯妙汐準位のへ/句ン左麻酔浚に加えた｡

頚部の傾倒塙で内頚教脈と頚静脈を露出する｡　左印勾蹟對詠に叱ヽ膿に

向飢ってガニ=,-Lを入れ､生理酢禽埋水けか刄暮化ナトリウÅ漆浹迷炉∂-

z卸4,砂瓜力てj主入し､左の聊静朕カヽら敢公する｡　頚静脈から浹れ虫る

血液の色加うすくなり､わすかに色か･残`7ている探度にな7てカヽら(釣/･フ分悛j〉

往援的食爆水をぷ一忿刄すりレマリン溶武に埓リカヽえる｡　　　ノククー/2ク,,砂の

注入砥力てヽ゛μク4老の面茫浹を2クー祁分問漕汰し穴のら腰仏肴坤経集の構成

1破認し､逓やカヽに椎骨の背剥部を{-;け几て貧髄の勝仙膨犬邨を斑り出す｡

　　　誉銃はt刺ぷものと河じ凶む良でjらに/差閑反幻回吏したのら､弗汰に

掟って脱水･パラフィン包埋し､/らむ4の橋齢遂統堺片にした｡　　僧片は

Xぬ4.と&4.a==1(/タぷおの髄鞘才よび`ニヅズル物賛同蹄采色沃によリ染色し､

脱水･透漱後力すダッぐルサ4で`吋入し代｡

　　　顕微僥下て゛すぺ`ての切片について萱栓細肥数を数えた｡　切片/攻

に舎まれる萱住細肥加恥ヽ例でヽは淋内に核小体を舎む萱担細肥のみを散之､

切片/救に兪おt心変佐珊把カりμハヽ場会にぱ前悛の堺片に右いて佃々の変握
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籾肥を阿足しな紅らそれを数之た｡　　谷憎片に含まれる吏姓細肥の教を

埓片2∂枚(討み,ぺ)すつ合計し､偉尾才向の分布£示ずデラフを肺飯し穴(

回幻一釘)｡　　　また､イ回々の後肢齢を女紀ずる丼経を拶跨ぽ:ニフFリ

では支佳匍肥カリ険孵切片上の腹丙て゛占める音阿Σa明ら伺てするために各軋昨

のキ升のあ々ヒ度界の､恥ヤm堺片を万拡投影簒(オリこ回ズ､tノP､心)て゛

/凹疹に拡犬し､琲片即夜ばク卯()に含まれる莞性細限と賭即乃翰郭を

し卜 -シンフ`ツーノぐ刊て苓し取ったぐ図お-27.)｡

これらの財粋とば別に後肢の辰と神経支紀の蜀埓所剖廓均観嘸の

れめに屯般ののち湯ぽざし､ホルマリン園定し代ニワトリを使所しれ｡
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　穿3蛉　　剱果

　　　I｡命柘法

俵肢飾ヒその齢を支配している神経の字おはづら心9.ふ泌｡｡い沁ふ｡

脊髄は4/-42対副渚神径討りニとはよリ二次的に曾節構造をホす｡

察二奪で七同様に権孵W片上である參髄神経の護祁の最も犀厠の頂糸お`が湊やビ

yの匯根の最わ謝則の核糸お公る紅さの朗の中央を髄抑閃の皮とみ､なし化｡

　　　　　　　　1　腰仏賛排緑叢(函40,40

　　　　ニワトリの勝仏刳申経叢は連弗峯淑}H-XXX脊髄神鋒の渡叔て゛構亥勿て

右リ､勝神経叢と仏管神匝畿に分カヽれる｡　　勝神経巣は傭XX11ト詐V亦軋

神隆め腹救カヽら､仏骨榊経劃ま集X〉ぐV-xxx痢叱神経の賎狭カヽら影旅される｡

漆xxv容髄漸栓の眼孜ば2分し､降嚇経疲と仙郷畔攘の両才の影成に加わる

のでヽヌ求神経込｡声g認i｡ヒして知られている｡　　勝神縁叢を形成すう

有髄緯経の3フの雌社ぱ互いに吻会す心ニど与くそのまま棹縁爽秤になり､

それぞれ背腹の2放に分カヽれる｡

フくり､その廷表加穴腿測哨池なる｡

背債｣の3我釘菓まって賛劃神経東を

　H雙イ則の3叙はH刻}1･j神軽東になリ
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限俸排経は統《.　仏骨神経叢[ておいて疹XXV-XXVII貧敬神経の腹放ピ

漆XXV川一原X痢匯聯経の腹孤が熹まり､ヽ2フの神経藪幹糾桁成了れる｡

ニの神経蔽幹ぱそれそ゛れ貨眼の2枝に訃カ､れう,　貨則め7装糾峯まッて獅4

神経東愈つ≪リ､その地長かご聯肴神経(匿副ピ42.声ぷつになる｡　　衝則の

7枝ば腹俐俳経東になり､畦肴神経(函剃と載｡な勺{て畿《,　なお､

回40-赦に牡いて大文謬忙よる略号は齢栞,を､小文客め賂琴ば紳株刻けす｡

　　　保体4てよ引蜷弧費神経叢を俸成する脊囃瀦社に相違か鼻られた｡

寸なわら几ばしぼヽ集XX日脊髄神経の紬い腹叙力ヽ測哨嘔叢に加わる例､あるいぱ

まれに賑XXVI脊髄枠蔭旅叉沢神縁にな｡ているも,のや第Xxxj宴噺岸経か碓滑

神縁劃功μ州辿の旅貳られ代｡

　　　　　　　　亙.細吃構築孝

　　　　知4諮λ(/灯幻はニワドノの腰仙膨犬に拍ナる灰臼賞を/∂のふ一扇｡

に分け忙｡　　腹内にはZつの細膨軋部れ認められるカぐヽ彼の分顧に従うヒ

外制の集団はぶ-,ふ｡タ､朗則の俵■は泌･ぶt4斜て瀬当する(図3ヲ必)｡

後既喩を支碑乙する神耗の堺孵覗糾て¨進行佐変姓を起二した遼靭緯縁細肥は

峯二隼て゛の前欧筋を支範す糾単経の切屈痍碑の場合と同謙にすべ`て于妨側の



館

ふ一晨y糾て會まれていた(ぽJヲ秦バTC)｡ ニの諮･心n4ぱ隨酌の

蒼抑

カヽら成る(函3夕必｡ダ)｡ ぶ､心ヲぱ峯X川寮髄卸の僑制部から

始まり､友參に火きで奴堵加して掛XXVI亦髄妁でその横跨堺片上に肴まれ心

細吃散紅最欠に

忿で`統《｡

なる｡ その積それは式 リを梅小しヽ路xxx痢t節

　　　　TVI　　奥験櫛果

後欧瞼を炎配ずる梓縁lの堺助権に逆行松た佐を起二

は謄以膨大:で手前例の.&~心,ヲだけ礼靫煮jれた｡

した遵勁坤経紳聴

　逆行屹萱柁ぱ

ニヅスル絢憤の妁ヽ武北､核の倭在､細限め膨瀕によって特檄:ブけられる(凶

おc｡C)｡

位厦と数を疎認ヽし尺｡

おのおのの蔡映剣で'遠行尨萱柱を起こした神経細吃の

　　　　　(幻　滞仙背神経載を構成するすてての痢給瀕縁腹教の拶跨

ニワトリ削劃ム索神経劃ま秦寫m-がx寮甑神経の贋装かヽら構良されている｡

これらすギての腹放め付齢を/例の右劃て'行7た｡ 手律冷Jでふ心4糾
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ほビんどすぺ`ての僻経細肥カv逆行尨凌桂を起ニし､その数ぱZぷZ何因であっ投(回

与| ○ 蜀削折肥ぱ集x糾寮便節カヽら第xxx誉髄昨まで分利｡(回43d

晋笏倶･jのふ~扇.yお`よび゛:欠寸倒の泌あλdとタにぱ全<似剱織り傾凶れ似yl｡

　　　牌仏背洲微糞ぽ2つの部分､吋なれら勝神経籤｡と仙腎柿経良に分かれる｡

勝神経表を構成するすぺ゛ての腹社1切瞼しれ例てヽ浚裡班7胞数ぽ3.J2ヲイ匿て`'あっ

良(図40)｡

(回44ぐ)｡

必蝕卵弘洋XX11㈲甦節から築がV脊髄昨まて竹分希した

仏鄭申経疲を構威ず心マ/vての渡及包切跨し穴例て嘆屹

相肥教は沁だ討回であった(図斗ド)｡

集XXX脊髄節まててて々お帚し穴(函45ぷ)｡

萱往類愁は拳xxv參髄蛉カヽら

腰仏剽申経叢を構成すら侶々の參髄冲経咳枝の皆瞼ー
ノ

ー
D

/
I
X

勝神経叢は多x刈|-XXV脊髄湘嘔･の腹技かり構良される｡　　:おヽのおの

の桐既聊錬腹救の堺跨による変舶映肥赦ぱ蚤2例を平吻ずるとそれぞれμ夕/備､

び｡認価おnンc゛　/パフ､叫個でヽあった(回40.　　ニの伍の合計ふ2ぷ測司は

勝神経叢を構成すシすべての腹杖を同咄U

にぼぼ一敷ずる｡　　変柱細肥ぱ切孵=されμ匯我に瑞応ヽする髄齢内に見い

出々れた(邱貼一将ぷ｡C)｡



n
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での灸性畑胆数必夕む佃|てほぱ゛一飲ずる｡

私廓申E唯は築XXVづXX桐斟申緑の庸液カヽら構応か汽る｡

お`のの牒放の切断による萱絃細肥数μ蛋2例を乎鴬するヒそれぞれμび侶､

おめ

X,/2伺国､/,好伺因､Z　//J憚､甜∂個および`/ぶ2イ固で゛あ｡化ぐ函4は

ニの佳の合訂あク/対回ぱ仙骨神経叢玄構成ずるすべての賤社を岡玲て切瞼し穴例

萱姓細肥ぱ切孵された腹杖

に参ぬヽする髄妙内に見い齢された(回49-弘もcj)｡

築XXV參甑神経の腹枝ば腰神縁熹と仙肘申縁襄の戻方の祈賊`に加わる｡

ニの神経のZフの匯杖剖司陶て切貯ずる剖ミ社細把数はろぷ行個であり､別々

に切跨したヒさの磋の会計か貼3雁1に近い｡

昨㈲ 1存在した(旧訂c)｡

曼往細胞は疹XXV桐匯｡

　　　　腰仏背神好叢1棟成するお`のおのの腹狭を堺如-し代とさが隻の兪計

ば孔む別Jになり､すべての腹荒剔司降に切跨しず汐江仰赳徊珊肥数叙･2夕

個､ま公ぱZつの神経義を別則7切昨し穴ときの変枚細膠漱湖吋ね沁沁

禰に近但している｡ 扱って腰仙帰神禄叢を傅成する匯校の筒昨弧峡汐ヽら

約St,必ク個沁1蛉坤経細肥おヽ隣仏管坤緩籤に和澪を送っており､そのうち妁

ヽj',な卯価にむ腰神禄裏に､妁ぷ7卯佃{お凋叫韻教に入ると推支される｡



1/○

に)憚々の優則良を支配する柿経切防跨

僧々の後欧眼右支既する神経のt刀孵邦位にはを蓮番号を7げて､ぞの

排経力､決妃している疹の鰐号ととわに岡示したぐ函が)-42)｡　　　お詞昨

祁位ニ゛とに･ケなくビ扮則においで灸姓租7T肥お検跨朗仕で占める位夏を販節の

中夜弊ヒ髄節哨の境界郊のあやてヽヽ旧示し､灸挫細肥の捜尾方同の分布鮑部ヒ

その銑数をワラフでヽ引ゴづ函5ぶ-87)｡　　　灸裡細把は滋~這汐の砺域内

てヽ今之ある特逗の詐位を占め､頬庖方同に緋灸《漣なる細肥超を街成していた｡

おヽのおのの切孵例に糾ナる績疋を総今し､僧々め悛敢臨呟支配ネ5運斬剥聡細肥扨ヽ

滋一心｡卯)内郎てヽ`占め訓受賊を旧中に筋糾大文幻ま句討西秘7出埓りの夥号に

おて示した(函詑)｡

呉｡a乙･a-z｡　　　'ぶ奈ぶ仏の切跨ぐ函祁川工])

二の棹縁は皮膚に分か師れ　支蛎走配徊邸乙して切跨虻吠を彷みた｡

しカヽし､釦鮑回肥ぱ全く見られなか次(図ハ邨｡[□)｡

　　　　汎｡'″'''a･必ぶ(/TC)を受紀オる休経の切吟(i4.c),

回　)　　　変姓細胞散ぱふ沁惘であっ穴(函祁｡巨])｡　　萱柱細把

は察XX出脊髄吟の中央部カヽら察XXV參魅丿印)頭慟聯までに分布し(函砧0､

汲一心9でJタ海｣部を占めていた(函3タぷビ行パTC;函ぢぶぷ)｡
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二のイ緋糾ま第XXVI釧随湘琢釜れ叉訳稗経仁なパいたために変姓綴肥の砂昨

総1痴お系方にすれていると悲われる｡

　　　　気八ブ･乙;･諸謐u乙(|TL){‘･ま牒神緑褒力ヽら起二糾申経と

仙宵神剱叢奏ら怒こうむのの2扱によって支総･される糾､平れらのうら勝榊経策

から匙こう衿経の折齢(i4o=｡回)　　灸性細廊12例を平跨朽ヒ

ぶノイ眼であ,すこ011肘｡[Ξ|)｡　　ixl佐籾既ぱ茅なハ/有髄蛉の頭剥部カヽら

參xxy痢随肴の申央鈴まで{て存征し(邱57cλ　諸z､沁dで背外個lj邦にイ豆鹿

してい穴(図57必;　因訪y記友)｡　　　集57ぽにホじ尺侶体は察XX　VJ

麻髄湖徽れ刈丸にな,てぃ穴化めに変裡櫛肥の柄叫1囲お･尾方にすれてぃるビ

恩われる｡　　気｡記し乙ん議4議必uぶバ|TL)を交配汀るZ本の祥

のうち仙腎神経義カヽら起ニるわの(回4に匹Dの訂汝厚｣についてぱ碁ぶ剥云を､

2本刮申経を同晰U刀跨し穴例については蕗パ函を參影｡てほしい｡

泳z.｡戸｡｡2.μJ4乙おふ･肖44.(FT刻》を受配す仰勝経の切孵

(函斗0,回)　　変避細肥畝ぱ､j2ぷ佃であ示(命卯,回)｡

萱往細肥副齢xxlv痢l恥)廊叶郎から第xxvT剱晴刎快卦までに刎沁(

回訪c)､ふ｡ム回でヽ卵1外j'｣部に老集してい化(函認ぷ;岡認汗下E)｡

この恂抑ゴぐ前で･述べた妬峡例のうち築5ヮ邱て示し化もの剔可一僣体でヽある
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のて≒　1司謙に灸屹細吃の分相叱回折見方にすれていうと恩われる｡

決､　　　'ふぬ｡a公4(FT削)を受配する神裾の摺吟(図

4o,回一回)　　二の肪は鰻剥､中鳩､尾側の3枝によって受爵ごされる｡

変姓紺肥数はそれぞれ72イ回､2認佃と邱偕であ,代(因斗o,[回一凪)｡

おの耘ァ)の側に糾する萱姓細把ぱ互いtて涜ざリ合バ乖xか諏嘱｡妙の頬側鵠

カヽら峯xxy痢随節の中央部までヽに存在し(函ぢヲー引肩､泌,ぷ4ヲてヽ呻閉

背倒糾てイ刻1してい六(因ぢツーぶぼ;ぽ祗　F竹1)｡

　　　　浹,｡,Jふ｡z4ぐμ｡jを灸配ずる神経のぢ所(回4o,回)

を姓細艦数ぱお僧であっ穴(爵邨,回)｡　妙隙姥ば恥(が察畿節

の尾剥部かヽら寮Xxjv寮髄折の勣剖部までヽに兪砂し(|妬沁c)､泌-ふ49で

申突祁に数在してい代(函以ぷ;�肪,Aち)｡　　ニの佃体ぱ第xx目

享髄神経の比鮫的式い腹枝紅勝神経義の形成にな松てい代｡　　それ

飲{て変碓細吃の砂析屹函お‘頌方にすれている司徊っれる｡

　　　　分z,,　　　´12ぷz,晨ぶ4,u4(FTOを受配千哨乖経の堺所

(回助,図)　　灸屹細把机ぱ2タ謐平均するヒノ27個であ似回助,

圧D｡　　変握細肥ば挙xx川芽甑節の郷吋勁ヽら賂xxv痢随診のゆ央部まてヽ･

に存在し(図諮c)､ぶ.心4ヲてヽ呻闇厠削宍付謎してぃた(乱ぐ3お
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|苔認,FTn｡

　　　灸｡a芯4ag‥冊~､話い~£必いり何跨(函4o｡匹])

ニの排経は主に皮膚に分か｡てい抑マ､皮暇支配の可粍姓を尼る化めに功孵哭､曖

を行っ但｡ しかし､菱屹紐肥ぱ全く吃られなかっか(L回斗o,回).

先　　　″のび貯(1習4o｡回)

述べ゛る切跨部位回と腿の突､啼に細証分で･きるお

　　　　ニの祀験は次に

ニのイ列で'の受握禰廻漱Lは

加2/催であ汀こ(|菌4o,回)｡　　　勿厠釧包はJ･xx山亦髄鈴の頭側部

カ､ら斟XV有髄節刎キ邨ま計消吻し(鄙4e)､泌~ふ岬て1句悼沁

覗象してい代(函ぶ斗ぷ;郎忿恥記ヒG出)｡

　　　私　　　ツ　ふなJJり堺吟(lj　4o｡　圖)　　二の

渉経は汎｡　　″ぶふ認以OLj〉と%｡芦み-ふ&ふ-一声94&

(PIF)を支配し､も削則乞散は許伐早均ずるとぷ扮佃であ示(i4o,巨)｡

変舶尚包ぱ峯xx川同1恰の中央部汐ヽら多μV參髄節が映卦虻作疼在し(函

政c)､ぶ~這汚てツ淮｣邨に位1してい仁(函ぶ.5ぷ川丿級｡記)｡

　　　兄　　　″タ｡心ムの切断(凶4o,回)　　ニの

坤経は気｡　　　　l.　　　｡Jjムベ測)を支配し､糾t蜘吃教は勁･託

柚ずると好/イ猷哨咄(lj4o｡E)｡　変削卵ぱ察x刈㈲腿吟の
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時浹郎ヵ､ら疹xxv春髄昨の中安部か吋哨衣し(i砧はふ､心ヲ刻復陶り部

にイ盆夏していた(図μ幻唄祗剖)｡

　　　%バ'　　'おぷ44●4nFE)を支紀する神経の切丿昨(薗牡

圧)　彭生揃詑教ぱ7卵肘か代(ぽ4にE)｡　兪姓細撚は峯

XXV脊慨膏の中疵部カ､ら壊XXVJ亦髄鈴の廊肆ばてヽ`に砂昨し(函ぶ7c)､溢一心

7で最外擢･j部に既られた(必ぶ7ぷ;回訪バFE)｡

　　　気匹ら右U迄泌ふ4ム∩TL)ぱ牌詞聡載ヵヽら怒こる神好と

仏豺裡ほから路こるも･のの2狭によって奴ぴれぅ糾､これらのう伺溥神経蓑

めら怒ニ う神経の堺貯(ぼ41.圓) 変屹細肥数は2タルヂ吋

才るし扨?個であリ(1214し匪L)､頭剥の技を埓昨し代ビさに荏在する兪拡

細吃敢ぷ/備(lj4Q,回)の釣μ恬で`あフ斥.　あ池細撚は峯XXV寮軋

齢の延凛･j邨カヽら第xxv川痢既鈴の頭釧部れ゛に

背外剥部に局4=してい代(1刄訪ぷ;函荷,記&)｡

存在し(函μc)､ふ｡ふ4ヲぐ

旅甜函に示し刎1体

ぱ峯xxvl脊髄柿錯叔Z拭神絃になヴており､1司姉て察XXXI寮髄抑絵の腹放

か仏豺叫USLに加わってい穴化めに変楳却肥の忙斧屹囲牡犀方にずれている

ど兇ヽわれる｡　　二の助を受配ずる蹟制の叙と尾側刮支を同昨て恟貯するヒ

ヽ萱姓細祀め砂那貳囲ぽ領側部と悳制部に分蘇し､峯XXV察髄峰の傾制郊
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枝釘万所しμと二

回)｡

に灸柱細聴汪ほビんと浄まない舘煩お存在し代(回好乱ご)｡ なお､

勝神経貪か､ら起ニる袖禄(図孚ら囚)の吋断冽にフいては1でに言旋し尺(鮒7;

必舒バZ&).

沁｡必''　″(jFOを走配すうZ本の神経の堺昨(因41.匹と回)

二の神経の堺齢喪敬に3例所い払 /例で蒙劃の枝を､他の/例で`尾側の

ろ､変絃紺祗数ばそれそ゛れ/匹憚と3/剖肘ヽあ示(回卒ら圧と

前者の支柱細把は第xxvJ痢暖節剤碩咄り鵠仏ら第XX　VJ　I宴髄節の

剔則部までに存在し(函7oc)､芯･~沁汐で豪外側郵に位厦してい川l回7匹)｡

綾看の勿池細肥は築XXV湊髄鈴の尾渕部カヽら和《XJX寮髄昨め選渕部までに

他抒し(閣7/0､ぶz,zふ49でヽ最タHり部を占めてい7こ(図7j孔)｡

分疹飽滴ぱ第XXVH脊髄齢でヽ童複していた｡

両者の

雖`リの/例てヽ`頻1リと尾僕幼

菱住細把数はJぶ僧であ7六｡ m吃両方の教を同吽に切瞼し政｡

ば察XXV屏髄節の剔!･J部カヽら參X削x察髄妙の郷1部まてヽ゛尚た希し(回720､

.&~沁むヲで肴外釧部に/つの細肥淋を形成していた(図ワ2呑;圓肪川臼)｡

浹.ふ心戸｡s4為OsF)を支紀ず抑申経の堺跨(図4j,謡)

変柱細胞数ぱ//卒循で･拓尽(回判,Eλ　　変池斬肥{刎§･xxlv脊慨昨

の尾側部から集XXV滓髄鈴の頭倒部ま竹消崔し(函73幻､ふ-k夕でlメ禰部
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変注細肥ぱ圧)

に党られ刎函73ぷ;ぼ銘いsF)｡

%｡戸扁呂ク4仙｡a乙ムぼひ竹を支配する禅経の灯跨(函41,

変裡緬胞数は/ぴ僣でヽあった(■41,圧)｡

寥Xxv寮樋妙の頭針邨カヽら多xxyl痢随節剤則1リ部までに孫疹し(房ワ4り､

ふ心g汐でヽl詞り部に伎厦していた(師舛各;瀕湖リF消)｡

完-如尚,戸,~ム4Jぶ訥可昨(i4にE)

二の坤絵は糾{てや布している叔､皮睨91妃の可能忙を鼠る仙叫こ神経埓跨刹柘た｡

しカヽし､浚ブ栓鴫歌ま全<眠られなかっ化(回41,回レ

　　　　kj　　j　　　　　　　　　　　　　/(|白を支配影神経の堺昨(函4に回)

萱往輔だ数ぱ2/ぶ価であったO葡4し回)｡　恰脳折祀ぱ第Xxv田容虹

晦の申央部から築XXX有髄昨の中央部までヽに俘在し(回ワ5c)､ふぶ,4ヲでヽ背外

倒部をt5めていた(回75谷;函肘パF)｡

　　　　ど沁4-･,,a一或4部万貯(回判バ回)　　ニの粕隆副碑

神経襄の汲｡｡,z認y4心以1ヒ積部神経裁の凭｡滋ふぶなaz｡辿七を

結兪する｡　　変柱細胞数ば/24イ醒であ託:(ぽ41.巨引)｡　　膏柱細把

は禁XXIXとxxx痢剛ゆ内に存在し(図7虻)､泌z､ふ汐で贈側域に散在して

いた(回764;師8恥,ccλ
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穴.　　　JLに吋ほ祀する神経の堺跨(ぽ4j.EI)

変桂細吃数は/7個て‘あジた(14しぼヨ)｡

塙から挙XX別徊削巾の中史邦までに

た(匪7ワぶ;il88.cF)｡

赳哺卵芒ぱ築X刈X命髄資の彊創

散在しぐ図77と)､ぷ､心.9で准外制邨に甦られ

流yな｡｡ク尚･z長　　　'の逼4りzムム汀cLF)を支紀する神経

の埓郎jz41.誕])　　　奴£細肥漱ぱ2ク3個であ示(ぽ4/,函L)｡

萱柱細胞は弟XXV田痢匯昨の傾創嶋カヽら挙XXX參

恙~心｡9で背外制節に位厦していた(函7㈲≒ぼ銘.FCぱ)｡

　　　免｡声&乙心の僧断(師斗2,厨ロ)　　　ニの蝉粍は汐z.なuム

心z4ふぬぐTC)､池｡おンな4g　‥　　ぷり4dEpム)､　7z｡

≠乱&ぶ心k針dFL)､　流｡'　'衣お4ぐFβλ　次｡

ぁゐち｡t名巡ぶJ紬44汪紅)､沃｡泌必恣t4議ズ訂な訂λ

気｡おぷt｡｡2φs辰向以丿亙汪即1λ　　池｡お,畠z4.dし心

吟芯7(E即y迷支配する神緩幹tあり､旬昨{七注じた穀加卵き数ぱ

叙タ僧であった(ぼ42.E])｡　変袷回胞ぱ集xxv有劃帥中史邨カヽら挙

XXIX參髄鼎刈映部まで･に裕在し順7靫)､泌~心社れ廓に吃られた(

因背ぷ;犬ぽ祗≠ゑ)｡
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兄,びふ乱の樗昨(LZ　42.　回) ニの禅経は以下に哺次述べる

恬齢部位E一厖の坤経に分カヽれるお､近位てj刀吟し鳶庵剖こ{むむ豺織M虻は

/,ア､貼僧で`あった(回42,　Eλ　　変屹細胞ぱ寥xxv脊襲節の運刺部カヽら

審xxx察慨旅剖硬俐部まで仙分奇し(岡㈹吐ふ心4ヲてヽj匈･加

(L肘パ;　回認ハ嶋FCL礼　勾聊　FML,FP肌　F防　恥).

凭｡　　･　･の籾跨ぐぽ42.巨乱)　　二の対経ぱ迦

　　ヂ&u4･心友心迄浹44心(FHB)､　永4心4ン&t必知応瓦(Ad[)幻､

1　　池｡J心諮,･レ面μZW(A剔)f)を支配し､変批

　　(回42.[活]λ　　　萱裡細路ぱ第xxv出祢髄節の齢則部カヽら參xxx寮髄節

の中疵部までに荏征し(廓別c)､ぷ肖ふJヲで･背内側部ば住置していた(回別必

1
1

河舘･所).

%｡戸扁｡t　c4,a4ぷふぷ4のル4　　　　'　CFCぼ)を支配ずる

無経の切跨(函42.巨D　　　変姓細胞軟は/何釘ヽ･あ7たGZ42.[翌卜)｡

萱社細氾は第XXV測層節の字矢郎から第XXV即鯛蝕帥傾剣部まで'に散在し(回

8゛2　c　)､ぶ･9心刃で･背内剥部に見られ鳶(ぼ924　;　回R,孔訥)｡

　　　汎｡戸k4向μ沁｡｡必y｡ぽp口､

疹4.･x泌λ&a(GM`)､　混｡戸kムぶ.ぐ肛λ

浹･斤ぶ一肖“゛

索｡押心心(R)を
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支配する坤経姚刀片(図42.巨D　　　変柱細肥教はぷ2∂俑であった治

42月亘)｡　　似住細廊ま第涼V釧頼旅む1り部カ､ら疼xx絹寮髄昨の

　　　浹｡戸k｡い心ぶz｡4洛乃芦4げ出刀を受配ずる徊禄の堺吟(函

42.巨回)　　変柏ぽ胞数ぱ6ぶ嘱でヽあっ穴(ぽ42,巨§])｡　変裡

細肥ぱ巣XXVH寮髄節の頭倹丿端カヽら第xxlx痢随鳶の申央部まてヤ存在し(

旧84c)､　恙肖ふ49でヽ最腹備り部に飲征していた(回糾ぶ;ぼ館,FHL)｡

永ゾ心g　　　　J芦声迄丿釦ご瓦じ肛(7=PF吋を支配

才る坤経の抑孵o溺42.函)　萱栓細胞数ぱ2例を早灼するビ3/府匿で

あ4穴(副42,区])｡ 萱栓紺臨ぱ掛XXVμ寮慨節の刺総部汐ヽら第XXIX

寮髄峰の尾側塙までに存在し(図おc)､ふ､心汐で'卿邸准丿部に位1していた

(圓肪{;回認し秤印)｡

　　　%｡戸辿4.　　　‥妁ぷj互､亙ヒフ(Pp)を支紀する僻蛙の

麦姓細肥は集XXVご1痢隨茸の中史部カヽら峯XXIX寮髄鈴の郷哺ほでヤめ帛し(

因おへc)､づぶ｡ふぷ7でヽ腹内制郵を缶めてい代(ぼト貼ぶ;J9恥FPpλ



割

　　　気　　　　　　'の/這ふ辰話ふ(GL)牡配する痢壱の埓吟

(i42,巨])　を柱郷廻枚は､3例を平均するヒ/夕丿俑であ示(ほ142,

圓λ　　莞削仰彫4xx四吻ル従劃部から動ぐ耶湊刳帥心御

までヽ(て存狂し(函87c)､ふ､心り冲閉背剖部に位厦してい以邱?7ち回祗

GrL)｡

(d ーノ 遵鈴坤経紺眠許の位1ヒ蔽削

ニーワトリの後欧筋は遮位逮佐方向で27の甑L剔て分領ずるニとカぐでさる｡

近拉の映斜ぱ後欧帚と犬腿の括カヽら構成され､股聞節と膝関蛉{討勁く｡

違位の暇群ば下腿と瓦の峡カヽら成`リ､膝閲昨ヒ瓦の闇昨に作雨ずる｡　ニの

分類は棟瑕断を炎配ずる神鍔の砂枝様式わらも炎持され心｡　　ずなわち

迫イ血の筋は腰坤縁表により､ま抑ま蛍背孔のイ収tで`仙魯棹経叢がヽり直酋,分杖

する神経にpノ炎配され以函4牝副)｡ 速位の防を吏紀ずる梓縁ば排骨

神経弑むび蔭恥酔剛i.して膝剖sにtしてから籾釣て分杖す心(ぽ心)｡ 二の

分類に従7ズ個々め槙肢断を吏配ずる蓮靭瀞経細肥を探甘すると､近位の鳶

ば集X刈ドXXV寮髄蛉のばとんと゛'すぺての建敷神縁細肥と略XXVI-XXX

寮髄吟において諮z･4ぶ4ヲの背外劃部に存在する運齢呻紬陶肥絆によ,て支紀1
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(師S叙｡斜練の領斌)､遠位の暇は第XXV-XXX割随診に払ヽてぷ､心ヲ

の腹肉順･｣部に

二どか゛わかる｡

マベて剖眩妙{

飯節に

存探ずる運勧神経細肥群により受配方れる(図好ぇ｡軟地の鎖域)

掟7て追位の筋を支配する遜動却耗頼肥ぱ勝仏影友の

こ存在レ　遠位の勁を灸配するものは仏骨神経叢に雌栽を叙す

狙られる｡

　ニヴトリの降神縁畿において蓼XX川-XXV亦概湘時の護杖はそれぞれ

背眼に廿枝し､俐l･｣の3叛は俐iiヽ｣神経求に醵制の3枝は腹1･｣神経軋になる

(函40)｡　　　仏刳呻禄峯にお`いても､寮XXV-XXV日寮髄湘･珍の腹枝ヒ

峯xxv川-XXX寮瓶神経の腹枝卸峯おてZフの神蝕叢幹を街成し､それらが

背腹に廿枝し､俐鮒の2教ぱ背剥神軽束に､隆則の2程は腰jり神掃束に

なる(�副)｡　ッ帥･誹巾経東はふ●ぶ,?で`タト催･｣部に疼在する蓮斬坤禄

細祀(函官9c.)力ヽら葡ニリ､主ヒして大祗枠縁ヒ陶陣押縁に總き､後肢の

聊則刺浅配才る｡　　一才､膜催･｣神経東はぶ心心ヲて哨管｣部に存汪

すう蓮勧神錬畑肥(図が引カヽら起

後肢の系暇群を支齢する｡

リこ 主に閉傭神経と肝骨坤経に佻き､

悛威肪の近位進位郭紬砂截を徊1･｣及び膜債･湖肺釆による榊耗支配

ヒ組み今わぜると､後肢斯ぱ次の4･疼鎖に分職てヽ`さる｡ イなわち俐刺
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神経束はよリ支配々れる迫位の筋(DF)ヽ脊剥神緩宋に則支配される違位のjlち;(Dd)､

ぼljl』=神経東によリ支配される坦位の筋(冷)払にリU'｣神'り鮨乙n剋載汐れる進位

の妖(V沈j)て``ある｡ DPに蔦ずる紡{ま陽零あ飢`ぱ大腿骨カ`ら起こリヽ火腿骨

ま化は胚足根骨{て終わり､犬腿の頭妙狙り部を占める(回勁a,縦線の領禎)｡

D&の鰐ぱ下腿の毀外刺杉ヒ足の刑Ilj部にあり､大腿肯､下腿骨ま鳶ば既報中延骨

カヽら起ニリ､瓦根中瓦骨馳稽骨に終わる(ぽ籾谷とC,襖地の噸填)｡ 吟

の筋ば欠腿の厄l梢則部にあり､蛍骨あういは湊洲'に起ニリ､大祗ま化は限む艮骨

に奸わる(旧勁4.積線の傾絨)｡ V(ぴ)暇ぱ下腿ハ尼内剥部Uひ》

足底部にあり､大腿胤下腿骨ま化は延す艮申足管カヽら起ニリ､延根申足晋々ヽ捨tは

終わる(図卯4とC,蓼丿地の領斌)｡　　二の分鎖に従バ察観の糟所

切片上てヽ･の運勧神経細肥の位厦を区利すうヒ､蓮T敷神縁細把の4つの集回か゛

j‰心,149の|勾側力ヽら外々｣に向か八次の哺蚤に之ぶ`ニビかごわかる｡

すなわちヽ売.(函忿夕必,旬子'地の頻域)ヽV戸i沢4･槽嬢の礦城)ヽ

[)辻(回&?c･杷他の領嫉)お`よぴ`D戸区29c･絃嫁の噸鍼)の順て゛ある.
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　　　　　築4昨　　　考　蒙

　　　　髄蛉め境尽は備二章において記述した様に横昨埓片上で゛ある寮髄神経

牒根の最む尾刳の根布カ咄湊蛎さと次の腹報の最む鎗則の根糸お出るあさの中央

に恢茫し化｡　　腰仙管神練叢を構成する知が効の有髄神縁腹杖を切断した

のちに観庫されゐ受祉細把の分布貳測ば切昨し代護社に灯応する髄鈴1組て班られ

た｡　　上記の方沃で浹尾した親節の境苓と萱佐細把の分希死回とを跨細に

に較ず心と､萱姓細肥の分希｣叱痴ァ)方かごシし鎗劉にすれシ傾両加叱られる｡

横跨切片上で･表む頭側の扱糸折出心禽さよりむ肴わ尾剖の叔糸か必る酌ざのオお

jE確に決寛しやすい二とを考施するヒ､怜て峯Xxlv-XX肺齢髄鈴で･は'豪も息劃の

參糸加瓜る紅さを斂鈴哨の境界にし代方加よいれむしれない｡　　しカヽし今回は

蓼髄Lの他の部位にも遥眼でヽさる方沃ヒしてある塀髄聊掃膿叔の最切色恒･Jの根糸お

必る斯さど次の腹臓の最む漿側の祖糸が゛出ゐあさの中史を髄節の境外にした｡

　　　　ニワトリの跨ィム膨犬の腹剛こは外帝比|梢則の2つの細肥豪函糾銃､められ

　る｡　　分公応長(/詐幻の他鎖(て従うと外噴･Jの条彫む必~ふ｡ヲに､朗則の

　寡旧はふ｡ぶg.gに勿也する｡　　漿駅火測聯紅こ隣仏膨火で心ま忙ぷ｡ふ4

リの細胞た(すカマ痩斡呻綬細臨で･あり､泌､心｡汐)細祀は交濾細肥で゛あるビする
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細吃訂とぴこ遵軟柄陳細廻でヽあるとす弘与え刺y趾んt糾ya4ら｡/タお;

妬･ムぃ/タお;少&k,/%J;乙J･u心とふらz･,/タ灯加奏る(表/)｡

心ふ4糾戸4ら(/タ訂)と以&回/9幻はぷ~心.ヲを泌ふJと｡14.｡｡､

ぷz,､ふ才をタz心ふど9乙●,･･乙｡ヒ呼び`､それぞれぽ喋の断を受紀する遵剱坤緑晰把

ビィキ幹ヽの薪を支紀する蓮靫神経扨肥か哨衣すろど考えた｡

おいてを屹細岸ぱすべで剥杓催リの辿･~心汐に呑在した｡

冷回の切跨奥漱に

掟って悛欧晰を

支配する蓮靭湖嘔お肌ぱ腰仏影火のぶ､心ヲに存汪する二とお扉汐ヽめられ代｡

しが､し､ふ~ふ訓て疹狂する神経細胞の繊能にフいてはホ奥歌は'イ引坤lらカヽに

していない｡

勝仏骨緯経載左捧成す抑阿剛聊雖l枝のt刀断艶吹カ､り恥以劈律綬襄に

軸察を送っている運斡棹縁細肥の総ヽ教は帛則で･妁£如∂イ回であると雅虻した｡

刄辿t.&勺g､(/タガつはニワトリの茫で'細肥托の後ら,z.&糾Jゐ鯵卯/2白)に

珂靭ム眼火のぶ,ふ,ヲに存をずるt齢呻縁晰吃教お/2.J邸僧(ニ曹討教の

代めの楷正フを行うと/ふ3邸佃)であ/ノ､孵化後､ダ日ずてヽ･ぽは゛ニの値を維柊ずる

ニビを斤､し狸｡ 応ぶぴ｡(/タg2)ばニワトリの胚で掴影犬とI削制こ膚イ長

彰火にフいてむJ以λa夕に疼在ずるt教僻1経細肥赦を教そ､細胞死の後に

4&芦心(孵卵/ク日)力ヽら孵化後/逝屑まで杓/ぷ;邱汐イ囮でヽ一虻しているニとを
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示し代｡ 成体と胚のちおいおあ心と{Zいえ､李研弧で傅た数低ぴノも

で孤,んyぬ(/9μつの補正後の僅{£杓2o忿､乙ぶyぐ/タy気)のものぱ約だ火

大さい｡ オベての隨枝を旬孵して払&,心｡剥て遠行柱萱佐を恋ニさない神経

細肥お貳られること､マヴズ(&Jkと　　``　　,/9おと1可擲 てニワトリに

お`いても鱈化汝向和こな刻でに連郭神経紐肥放お滅ヤす妨ヽむしれない二と

でらに降仏管辣経叢を構成するすべての腹枝を切貯し7てとさの変池細吃数カぐ肪丿夕

梱て･あ7た

研乾で悍たものぱカヽなリ近イ以している｡ 心尚戸/9幻ぱ本研虻や

`と洸y屍む,y泌弘ば(7/タク幻､　　　(7/夕z幻の数値よ/地

喬彬火ビ腰仙膨丈の両方で南い瑳を示じμのてヽ≒神経細把の討教方汰加桔の研尻

者と貧な｡ているカヽもしれない｡

イ回々の後欧蛮を支配する坤経の切新後に彫ヽ出され化萱姓紙吃ぱ横孵祓片

上:で゛.&~,,49のある衿吏部位を占ダ)､顛尾方向に騨済《連なる細感棺を形威`し鳶｡

ニの唇見はイざの南等亦椎籾脚で見い出され穴締莱ヒー致するG‰｡｡g4.ノタよ/;

ぷ弘u以｡/りt;ふ,･●kら｡/タ7ク;　　　　｡/夕7j　;　必4~gyら｡

/タy∂｡ 挙1 烏･弓泌y,/夕邱;･ぷ　　とぶ4乙g,/9/　;瓜φ･4ら

/卯7;　&当｡ら,ゾ俘2　;　　　　｡､　゛とぶ4心,/9J　;
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ジ這認尋｡Jk-　　　　　とぶ&,/9j　;　メりふぇど之ふ伊,/9今;

系尋､誕ヒゐs,,e,/9ダ)｡　　変姓細肥の分布乾政バ他の個体と叱軟して

媛方ま仁ぱ尾方にすれている佃体カ哨在した｡ ニのず゛れぱ牌仙剔郷t襄を樽成

す心脊髄神給刎祖tから推吏するニとれ可能で為｡た｡

は一殷に集XX川-XXX參髄粋唖剖隻枝カ今檎成される｡

における並齢坤縁綿恕の命雁乾函を椋準にし払

ニワトリの腰仏僻軽嫌

　　この構成刹作例

しはヽ･しば嘩りぐ刈痢剛確経

の徊い暖枝カ州t抑縁農に加わう例か竟られ穴お､運靭坤経紺肥の砂疹屹回に

畷らカヽなすれぽ認められなれ次｡ しカヽし多X刈演髄刈哨Fのに較的匁い腹枝

欽膝棹縁叢に加わるイ虐体では蓮靫禅経細肥の分疹お顛方にすれていた｡

ま乱哭択祁禄ば一般に峯Xxv餉脆柿経で･あるかヽ､まれに峯XxvJ寮髄湘層rか゛

叉訳僻経にな,てい徊斟本や､-さらに挙なy/參髄湘噂:か叉机坤緑で･峯xxx滓軌

漸耗の腹我か私對糾1戴に卸ね徊凶伴おか牡a｡　　ニれらの併汗では逓新

柿経細路の砂疹お漣ぷてすれていた｡　　ネづGら~~z,,/夕J'/比ヴシか如レ

淀辰乙乙,/ヲフ4りで刎剛山冴梓蜂豪の構成ヽの叙tによリ遼對蝉防㈲抱の々赤貳圈に

すれ;ひヽご毬じるニとお報膏された｡　　しカヽし､河｡ag4(/灯/八:a,｡2.(

/詐ダ)紅迷:べヽているように､遼動神原価廻の分岑にすれか認必りれるイ斟釘ヽ･わ嘱々

の椴を受記する遵教坤蜂細肥群の相瓦のイ2江厘蘭係ぱ灸化しないと考之られる｡
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れ代｡

痕の尾制部を支配すると椎迄できる｡

吸,バ″-　ブ　ぷ差4.乙(1TL)は2岑の神経によって効どされている｡

/刺割軸附劃･ヽらもう/靴江碑坤経斟ヽら刄こる｡

切吟してが妙凶㈲は莱XXV刷蛸則聊沸を境に

ニの2本の佃緑を回晰て

して儒色方向に27の集団に分お

謄剥の集団の遵歓坤縁細吃はこの筋の頌創部を､庖劃の察函のそれは

挽って池｡'.ψ　　　f　';滋ぶa乙,

(|TL)はニの晦を支紀する榊姪かク考および遼齢帥経細肥の翔勁ヽら利孵するヒ､

接擢･｣郵と巡厚IJ邨の27の晦に分けるべさである｡ 必μ4必賢(/9幻もまた

二の喩の接價り部ど尾淮律阿ヽぐそれぞれ傾息方向に分細1し化別々の細肥柱によって支配

される二とを示した｡

ニれに反して穴｡　　'゛″~必晨(FT州)は3本の神禄によ,て

受祀されているか`､お`のお`のの神経をt刀練斤してわ兪柱細肥は襖孵切片上てヽ傭凭の

同じす11位を占め､互いに重洩漢兪し､単-の細吃牲を布成しれ｡ 従べ3本

の柳縁によ心気配でヽあって£ぽ祀申柾の后在柱はなく､二の吻ぱ竿-の痴tあると

則断々:れる｡

　　　　池･･･Jふ4昂Jはその腱お膝笥節をめぐって下眼に入り､沙

声,-　　　　　　尋必∬｡亙とT7(FPp)の平妙とな心｡そして

ビまリ木にとまる時に慮尊な屎割む噺じ･るのてヽ'､芦tメ火夕｡｡44ぶの利洽れ
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つけられている｡　　し力ヽしニれら2フの断を支紀ずる運斡神饅丿鮮廻はきいに進く

剱れているのて゛､ピまり本にとまる時にZフの蔚を支配ずる邁歓神経紺把加どのように

して恪力するかば明らかでない｡

宍.'''　　O凡)もま化2挙の榊鮭によ僕支配される｡

頭制の棹経ば二の肪の蔭劉部を延制の禅縁ぱ眼卿む則部を灸配ずる｡

膨刎雛り部を曼配ずる遭鈴晰暖細節ま刹け隊支｡紀す託のよりわ舞劉に感在

するとはいえ､両老の差動僻4釜細肥は參X》《VJj騨髄診てへ瓦いに浪忿ヽり兪,ていた｡

また､2ホの坤軽を同跨に切1昨するヒt碓細肥ぱ準-の細路菰を形成しズいた｡

従べ二の嵯は乖-の暇であると判臍やされる｡

a4ぬ｡ぬズcいの切耐後変雀餌胞は摯xxlxビXxy判t

妙のぶ､ふ汐で複イ則部に散在して和り､その戦卵包侈はイ£の痙勧神経細路よ/活

やや小さかっ代｡ |聯艮的に　　　　　a心遥i紅幻は波鉛4z｡

/4心4ムzJ)込.ぷ芯4乙｡a-なgど緋合する｡　　尚証した神鋒は

記辿乙,2j･ug,,4j引yり4吻りもか者へ吏るLぷk｡ふど｡汐ぢ)｡　　従7て

ニれらの比鮫的小さな教在しび咄建靫神緑細憩は排漕:疼付迩の賠左支紀するかも

しれない｡　　　十

　　　　疵神経{割9沁分傅しているお゛､皮昨ぱ紀ずるカヽむしれないのて¨坤経
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切跨を言Wみ代｡ その姑果､前賤の塙疹と岡楳に後欧に机ヽてむ兪挫細胞ば

j泌,ふ1.4ヲに仝《吃られなかっ珍｡

嚇経線椎た伴から成心ヒ惑われる｡

おそらく皮神緑ぱ知銃神掃繍緩と宿律

後欧筋ぱ後肢帯ヒ大腿の映からな私

並位の肺に分鵜する二とおでヽきる｡　　二の分鎖ぱ悛肢鮮を支配汀る神緑の

分枝無式か乃わ吏持される｡　　ニの孫傾に徒ってイ圈々の後肢助を支紀す心遼勧

排縁細胞を採分するヒ迫拉の晦は勝禅経裏に頗係する貌昨でツ)ほとんどすべての

夏齢呻経細班と仙骨柿縁叢に緋烋する髄姉･のふ~沁Jて啼妙副郵にある遵勅

僻綬細肥によ7ズ支配され､一才遠位の齢ぱ仙影映経載に関係すう髄節の

ぶ心4ヲで虜|刻則部にある遼籾坤練細肥によべ支齢される二とお'哨らヵヽに仏

仏 しカヽし､池｡戸k,･い3444ぶぷuム｡のん4　424.必ズFCLA

)を剋昿する遼勧嚇綬細肥ぱ二の規紗jに台てぱまらない｡ この齢ぱ普遼火胞の

蛎に砂類され､穴ヅふg4.4.心ふな認jの瓜札,J心JR:L戸址

癩仏し化慟さをする｡　　ルz4　gc44おふを女配する蓮如囃細㈲は挙XX　vj　l

辱観峰の中央部カヽら壊なV川禰L蜂の鎗則部tむ心弘ふJμ噌t9り部に存戌

しヽ達征の峡群を灸配する進斬神経細抱ヒ降堵ルてい心｡　　島･4(/り7)

の発生喀的研竟{てよるヒニの噛は下虻の扉賠群jヽら海莱し､その後追位の方ヘ
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以できる｡

料靫し､成体における火誕カ､らの起始を護得するビされている｡ それ改に

疹4　　　/ぱズ腿に起妨する嶼で･はあるカハ下限の餅に薦するビ溥えられる｡

疵神経叢と岡様に痢噴神経義も獅jj坤経剌!腰剥坤経東に刎物ニヒ

背剥僻経栗は丈腿神縁と緋肴坤姪に統き､λ以λJで外制

部に右在する護勧坤経紹距カヽら起ニろ｡ 一方､腹對坤経･米㈲端鎖埠緩ヒ

好肴神経に統さ､汲心･汗邸陣丿部の運籾痢卵好肥から超こる｡ 神経

剌ておける背職方向の位置と遼勅榊緑糾甦の{カタぱ同のイヒ江1との関係は前肢と優限

でヽ一致している｡

烏s4('/μ7ハJぷ汝S-1.(/沁幻は発生厚郎てニワ戸ノの恂統尚お愉則ヒ

陵剥の27の膨県tに

の齢和端政禅餓測

由来するニとを飢皆し尺｡ (/吋幻ぱ原P

ごりニ外リの胚にちヽいて僣吋)剌則n顛己する進齢晦鮪瑚包

の局在を明ちカヽにし､遅軟棹経徊肥の位厦カ破喪yする絣の泌刹1闇倅するニとを示した｡

寸なわち､背制晦頻基に脚来ずう嶼ぱその機熊や成伴におヽけ釧立1とぱ剛絹係に

ぶり･,z49でタ吻丿部に存疹する運籾体綬膨胞によリ支配され､一方腹剥応耀基｣に

由来する暇ぱ|与釘郎の遭靫榊極緬肥によリ支配ざれる｡ 泌喘ト叫バノ90も

またニワ戸ノの胚と籾生瓢lを所いてH尺Fの匍舶勾齢僅携識汰によリ佃々の後瓶断を支配

する運動神経細肥流澱作右哨らカヽにし､洋細な傭式凶を示した｡ ぞして､
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並軟坤経細胞の妙則とl陶仙位厦か喋原基火おヽける背剥と咳倒の信厦に閲怖するヒ

いう　　　　　(/ヲフ幻の粁珍を確かめた｡　　亦俯唆の締巣ぱ

(/町幻と4弓哨サ(/徐幻の梧巣に一政する｡　　すなわち､込､ふ｡?て哨嶮I｣部

に痢抑万t防坤緩細飽.はその勣弗を背則神蔭束に並り､弩剌粉乖基にま来する

鮮を支紀する｡ 一方､内制部にある運勧刺唯l細胞ばその報楽を慶鮒柳経釆

に遠リ､圈釧S楸基に　幽釆する暇を支紀する｡

　　　　賛則神経東(D比腹側神縁求汐)によう徊経支祀を後肢齢グ)近拡(戸

建佐(瓦)方向の砂頻と組み合わせるヒ後班膨ぱ印､p,£､吟､以の今槽鎖に

分頻できろ｡　　二れら尽裡頷の瞼を=乏紀する逓蛉辞縁潮萌引む&,-49の

朗則カヽら外剖に㈲釦,て以､吟､D瓦､叫の慟て配列するニとお判哨し代｡

仙鳥必y(/9∂)は心,a4パノ叙ケ几悩ぶ:z,｡(/夕吋)によッで迷べられ代靭･抱

隨劃の応蛾暮カヽらの後朕吻の分類様穴に従って蓮乖肺防隙哨誌分癩したお､本

珊覗では凍陸E藪におt肺背夜･比騰劉の神睡束を後辰にお4する瞼の巡位遠政郭卯)

位置ビ維み合わゼ:ろニとによって遣動禅経細肥が月擲し穴｡　　ニの刎剛1參捨

動物の叱鮫禅経解剖孚において逓勧神縁傾眠の細肥棲疹啓郎贈良､四肢の

喩の神経支配､暇の橋肯包的な曹辱柱を尋県す刮希に童尊な手カヽ゛か/比なるたろう.

玲に馬する齢のうろ素｡'″　　″OsF)と宍‥戸k｡zクz,,ぶ,
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~心乙｡汀C巾を支紀する遵教神縁絹だは主ピして察XXV寮髄峰の汲~4夕で向り

部に存在レその軸席ぱ刻丸神経の延制枝を適る｡ 裡求汰｡話¥｡｡4心

(汗)､(逝｡……………'(CF比渋｡≠なむタい4尚乙溢瓜aムの疸4

芦心&(FCLF)む師乙する逓斡捧経絨窓は叡XVI卜XXX察嶺漱のぷ心･J片゛背

ク}嶮丿邨を占め､その転剌おム剌糾哺弧延劃削痢差叢幹カ､ら雌制抑経剌て入る｡

伎1て峯xxvl痢随峰の刺1郊か示ねXVH脊髄節の尾剣部1て゛沙に幕す剖蒔を麦1齢

オる遼斡坤経細診州粕1しない｡　　　乖研む琳類し代4糧鏑の峡のうち寧に馬

寸抑M:支紀する遂鈴痢剥仰乞加すカり餌訪向に不逓統でめる擢脚ば哨ら仏でない｡

しカヽし､匹今(/タ籾)1ま次.介4心4,~ぶ烏ズ阿阿)､分z.芦&gt

心mふ･心μ公r　FCLF)及タ洸斤｡→.ふ四

(兄)L)折七佃邨H･J白MI､のうちの鼠戚原巻に直采ずるのて･､次.戸昂s｡
　　　j　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　`　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j

･4心ミ心乙づm)ビ洸声･一目一心&なJJふ9泌ぶ

汀CLP)を安配する還勅坤経細窓の閲を池｡ダ瓜9t弓ぷ沁4･タ,t.ぷ呼4(F政廸

支紀するもの:ウヽJ養浪しをず弛溥之た｡

　　　加饉切齢てヽ･さなか7代峰を受紀する痩勧泗経細悪の位置をね号弧の績果

から于忽する二と糾でさる｡　　　沃大｡-　　　‥'を支配する坤緑ぱ

大腿の|匈1涵で蚤ほ[位に存在ずるので･拗経への諸迎れむフカ､し《､体経堺昨左



糾

哲えなか次｡　　ニの筋ぱ貨剥咲厭基にま采し(厄｡2,･,｡.｡/タ2ク矢侑則神経

むヽら起ニる大腿淋経W伎に石て支蔀刎坊のでヽ､その遅歓坤絵細吃は峯X刈レ

XXV餐髄節の戈沁ふz4ヲて-外剖部に感在オ刎1推剥されうる｡　　宛隊に

妬弓μy(/9のはニワりノの雛で刊マPの軸県内=4wり:送樺権溥により訟4.

貧甑節の中央邨まて･ヽに廿布し､汲､心夕で斎卵喇邨を占めるニとを剛らカヽにした｡

また､気｡''　　ツふ症9u4ぱ隣坤饉載カヽらの細い爾耗枝によ･ノ受祀

される｡

で゛さなかった｡

この昶縁も犬隨の|勾制面で最む巡位に存在するので排経堺断お

次｡必勺叶乙~汲いんな44は軸俳原基に由来

すう(島･ふ2.｡/タ2ワj)のててその運靭祁経細胞は必s,這｡ヲて･'ダ陣丿祁に存在ず心と

漣虻方れる｡

の剋別て頻恨して､膠神繰象刎齢信加ら2祉ご方7て起こる｡

しカヽしなれら､解音噂釣にぱニの新を受配する棹経は開錐神経

もしこの辞縁

加腹謙･｣姉禄東に為するならば゛淡｡汲　　　'ふな｡44を受丿己す徊1斬

づ呻経細肥ぱ汲｡ふ4ヲでヽ朗則部に存在する二とになり｡土紀のあま咎的な喩の凶来を

t硬｡にした推県ど矛息ずる｡　　ニの点を考雅でさる根拠も丈献的成果む現在4で`

のところ俸られていない｡

　　　　眸乳瀕に試ヽて後肢筋U児する還蛉呻経細把の局在は今《の瀬春により
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報皆されてい列ハ&謎認辿と次a､&｡ノタ姑 参
夕 ノら~49･z,,ノ紅/;J心42戻｡

/タぷタ;瓜t心ら｡/タクフ　ト私-1.シtらバタ邱　;　汎謳a4gざと瓜z｡｡

/9/　;　/kツ｡ら｡/デぷ2　;　　　……゛とぶ4.4,､/タぶ,J;

j　シ　　　　　　　ー　.･..･.　　　･とぶ&z,/タお　j　戸?辿ど応や夕｡/卯4九

島｡-｡バ/紅/)によるとネコて･'後肢妨を走鮎すう遭籾神縁細胞ぱ1扨･j坤珍痰政齢家

1追る腹タ映jの修胡と絢則神鎌東に関与する背内制の集胡に刑するニヒ斡で･さ､･さ枇

Zフ即転日の1メ吊郎で遠位に祢征ずる物を支索乙する蓮斡眸経籾把はハ症公朗紡を吏艶する

ものより切色萱Jに､かフ俤剥{て拉置するヒいう｡　　　　次泌以4ぷど七&ふ4(/9/夕

はマヴスのタ汝漣籾柱で背則応眼墓にぽ系した瞼を支配すう運社坤乖印硝1かヽ妙剃部

にヽ陳制匹乗tに　出来し化匹を支紀す妙のれ内制邨に俘在するニとを庁､し六｡

‰ふ公4j沁-　　　　　　とぶ&a/抒幻はラ訃て刀吃丿娠4泌どヒぷ4c｡e

(/9/)の績緞を確認し払 戸ツJと心?が/94以釈誹對糾1に齢斟　ニ

追る遵軟緯経細肥お蔭腎柿細て軸寮を迭るむのよりむタト價化疼在ずるニどを呵らカヽに

し代｡ 慄7て鳥領ど1可哉に叫乱類に･j:ジいてもまた貨剌削1基に脚来する鰐

を支配する賛則琳縁乗の建敷坤禄細胞ぱ祚剥堤籾柱で脊剰部ま加割悛俐則邦に

俘在し､腹側睡原基に脚来寸る蝦を支配する腹則神緑東のそれぱ1符劃部ぜ化ぱ

背内側部を占める｡　　　しカヽし､哺乱鎖において逮泣の路を支紀する運討坤軽
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柘抱ば近位の朕を支紀オうものの俐則に淮在ずるのてヽ‘､1ずこ瞬文ビ同様に逓扮肺師i

細廻をなつに分頻するヒタほ'J運勧柱の|ぢ部で`吟は賤|匈'J部を､Wは背}榔り

舒を､印は腹タFゆj部を､p豺t矩吋々3事私知かシ㈲吽牡応がyKる｡

従って､嘴乳癩と島鍼て嘆廓聊好細然の紀列に基本岬なl祖む,ヽ一存在する｡

瓦袖4.4らぐ/92バリ弘φ4謎と瓜｡9e(/卯孔)は申/ぐラガyの後肢嵯

を支配する蓮齢禅縁斬祀の局在を研莞した｡　　ぞれによるヒ俵欧の頌脊則代

指在する峰(伸新群)左吏紀する蓮新神軽拶胞ば炭周てヽヽ腹外側部を占め､づ

瓦膜側にある助(咸映群-)ゑ支紀するむのは貸内剣邨を占める｡　　　従,,てぼ汝

鎖て゛'ば後肢跨を支配する遵勧姉経細胞は牒外刻部と背1騨侑吹歴かれる｡

また逮位の齢を麦配する運籾徊経細肥ぱ比較的延劃の囃鈴は疹在するお､近位の

筋を受配する遵勧押経部班ぱ縛仙膨犬の全づ本に吃い飲される｡

の折果と一玖する｡

二の唐､ぱ本研嘆,

G.,44e｡(/夕作タぱヴシガtノレの後販齢を吏配する運靫禅経妬把の助伍を研屯し､

'般に追位の齢を女紀すう慮鈴坤経輝窓ば追位の筋を受紀す5ものよ/ル鎖倒に疼感

すること､同じ゛関齢に作用する酔のうち澱昧左吏齢する進斡刹鍔絹酌む晰昨を吏紀ち

ものよりも傾劃に佐置することを明らカヽにし穴｡　　　　ま代､ヴシ約:Jレの遅歓榊経紐聴

哨腹僥｣､環賛制ヒ尾背蓼Jの3集1に細利で'さる紅､酸側の果■ぱ殴限昨の威助ビ
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験即除の伸蘇を､竣背制の集函肉陶yl晰の伸総､陳聞晰の威貳足漕の伸薪を､

鳶賃劉の集ぼは尾首と梧の艮齢と伸瞼を吏配する｡

かごネコいらxル心4./ヲJソ)で絶い虫づれたむのf

ど辿aズ/夕萍){淀ニの機俸

てイ玖ていると述べ`た｡ しかし

ニヴトリにおいて運靭坤経紺胞の唄尾ざ向のイ釦1ビ吏配する鮮の症位逮位郭りの位夏

や疹の機乾との閣辻相蚤醵係ぱな《､むしろ背|･J神経歳と腹劉柳耕剰てよリ遭斬

姉経碩だぱ妙制と|梢則{て利れる｡　　　£9,2jけ/タクぷ)はアプりかカ(カ“エル

ぐ受辿吟4這お心)にお`いて雁汐の昶察内輸t陳預沃ぱよリ度りヽら後欧への

設射様式の成立をを住営的化研覚し代｡　　　慎の函カヽら判畔するヒ萱怒ヽ槙の若い

カエルで･近池の晦を吏配する遵鈴蝉経糾胞は遣虚の暇を支配す剖)のよ/辿傾剥に

4在し､でらに後賤の蹟背劉の峡(伸齢椚りを支紀する運勧排経細肥は賎陶て･ヽ

夕峠り郊に､風腹側の粉(威助群)を支配するもの{戈|刑1り部に存征するレ

従フて蓮歓稗経細把の頌尾方向の位匿お後肢齢の迎位t泣方向の位豊に関休する

素ヽばロ財じ鎖にイ玖ており､　後既助を効己する遵籾神捺如丿把がヽ1町外方匈に二分

でれるニビばすべてのぽ足T靭吻に一飲す必｡

　　　　ニワトリの頚膨火と勝仏膨火に糾する遼斡痢鮪瑚芭の支紀拷精を比較

するヒ､.&~ん汐グ)内邨で゛遣籾神縁細肥の紀列に奮辱な都遭か嗅在する.

頚膨犬の込~ふ｡叙゛は蓮勁禅綬細兇め紀列は1榔りヽらタ4枇向いて吟



認

4､叫､以の噴てヽ`あるお､-jぎ勝仏影丈て1裳ぬ八　玲､以､叫の順

で歯う｡　　　従フて脅刻排縁東に鞍零を追る遵勅坤縁細甦カル&｡ムa｡ヲでヽ

外剖部に､腹剥坤縁吏に軸席を送るもの;c引メ推･j邨政存在すなニとlt両老てヽヽ一玖

しているおヽ諮94屍4ヲの27の部抄のiぢ仰にお{する近倅の暇を受湧乙する遵動禅軽

細感と奎位の晦を支配するものの拡盧肺伶詐頚膨火ヒ腰仏膨丈で迪に仏ている｡

哺すじ類の頚噺犬と勝仙膨丈における遵籾僻緑紺祀の參乙列はほほ1吼てあり､

鳥類のような翻違は認めり1ない｡ 鳥鎖の頚膨丈ヒ勝仏影丈の閤で崖動

神縁細把の配列釘実なる嫂ぽjは明らカぐ々い｡
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研侃した｡

　　拳5峰　　參約

ニワトリの複肢寮を支紀する遵歓神婦細肥の局在を差行栓莞柱浪によ/ノ

　　老姓細肥は弊仏膨犬て呼卿測の｡&,ム4.引て蕗任しTた｡　　斡

&甜副斑の蓮軟神縁細肥か順割ム肯伴経襄に郵索を送る｡ 晰4粋縁叢を

債旅すM回々の腹枇を切祚すると凌姓総懲の分布お刄跨じた咸扱に相ぬする髄節

|柏て限られた｡

|ぢ部てヽ'ある件白なづ立置を占め穴｡

備々の悛瓶断を支紀ずる運齢姉縁細7肥はし&~心汐の

疵禅経を僧片してもぷ心心.籾)遵靭神経

糾廻{て遠行栓変征ば全く延られなお,代｡　　　痴剛Fと丈腿の暇は!謄稗縁襄

に闇僚する髄峰において.&,心岬のほヒんヒ吋へヽての遵勧紳経妬把ヒ仏對串降

襄に盾係する観蛉てヽヽ.&~･,4ヲの背1玲則部にある運靭坤鋒細胞によって､f腿

ビ見の齢ぱ仏管棹縁最に卵糾師馥資乙ぶ~心ヲの膜凶釧邪に疹在す5蓮斡柳鏝

細肥によって支紀され心｡　　泌~心汐てヽ‘タ4･J部に存かする遵靭棹経細肥ぱ

その軸弗を貸催･j神鋒乗に追リ､榔1り筋傍基に〕玄采する蜘を支配する｡

'忿ヽ.&･心,4.ヲで切剥部に疹跨する進動神経細把ぱその康牒を腹制禅経象

に遠リ､咲制噛楸基に凶来する貸を受祀する｡
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いう｡

第ぽ奪　　私髄則交淳神軽糸に関する硝咲

　　　峯/蜂　　　顧　吉

神経細把の軸察l可1勿貧カヽご朽籾する琉象を軸素内輸進｡(勅席r流)ヒ

　ニの浹れには浹逮によ｡て差いものと速い伝ァ)かミ科され､流れの方向

によって畑肥伴から米梢ぱ向カヽう下行姓齢遠と逆に茉侑カ､ら細薦侈･に向カヽう上行

屹輸遠外春在ずろ｡

　　　　　　　　'　　　　(HRP)､面浄ワすヒ:功通鹸化醇素の軸弗内

粕追は豪勿7に　　　　　比況辿｡z.(/汐/)によって功tマヴズr示され代｡

そ鮒はると祚腹筋に浪入?れた月RPぱ神経終采がヽら取り込まれ､j岫秀内を細肥体に

お゛軸道され､2μ蒔降汝にぱ乎昨則の有籤腹内はか回万蓮鮮神繰細把に違し､

細吃賞内蔀粒として認められ尺｡

の吻蜜から守吋1ていゐ｡

一般に末柳神粧ぱ坤経周膜によリ外乖

し代お≒,てHRFなどを津柄神経の哨邱ぱ与えてむ

排糸哨繊に妨け゛られて転県に叙健しない･ しカヽし逓齢呻蝕ぱ釆訥て以

紳経彫莞を欠さ､鉾洙分教では僚潮兼親縛:維になるのて･･､鮮まjれ幻但Pぱ

な具は終扱私J7び゛その刈近の軸索に到違でさ心｡ ま化HRPは坤経終米ぱか

リて゛゛な《愕孵ばて神翁汐)断詞rカヽらむ求刀込まれるニと(　　　　　ビと‰4,9タz｡,

/タク4;　疵1/芯-ら｡/タ74り､遣軟測哨:穆維牝灯て¨な<知吃湖嘩H農絃に
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よべむ取り込まれ､その細岸伴と痢匯背両における神縁終冰を棟識するニヒ(

'じ父必記k｡/タクよ)お硝りカ氷ざれμ｡

HRPば通綬化水素の疼在丁てヽヽ色県傾を齢化し､発芭やiることに石て

可机的忙なる｡ HRPの存在を鎧昨す心方沃として豪籾ば色素凍にジアミノベヽンジ

ジン剖む1ける少a心｡t｡と　　　　　(/ヲμ)の方渚かごMrいられ代｡その悛

堰々の方汰釘哨茫jれ､9仙a諮｡ズ/タク幻ヒ次4.話｡ら(/9幻におて呉躍附に

改貧され‘斥｡ 筑在のところ色剌Rとしてテトラメテルベ`ンジツンを使附する

池4Jμz.(/ヲフ幻の方;夭れ最わ溥庚の島い月RP粳政沃とされている(9z｡4ム｡｡｡ヒ

島u･,z4　/9卯 偉
夕

兆sa71,ら｡/9幻｡

自律神輔糸にば交溥神禄糸ヒ副交祁神禄糸の2系粍おあ/ノ,　一毅に

/つの暮庖に埓してニ禽に神縁受紀し､それぞれ招拡附に作所する｡ 副交感

榊経{邨齢串経にj瓦って脳1出るむのと､仏和乖峰tキに令嘘れて屏慨,を虫るものカ､ヽ･

ある｡ ニれりのうち､仏甑副交扮;神耗吟釣細撚の均在にMする岬屍ぱ

主として噛乳餌で`怜1っれ化｡

&z叔ム(/夕､舛知味哨,構療啓朗阿灸カヽらネコの仏髄1悛惑紳経瞭痢細斑か:

第2仏髄妙カヽら峯ノ悳髄節までの中閃貧外射邨に存在するヒ迷べヽニの卿りK,団を
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ら(/タ7ね,)は;ョ1:こ1の直勝ビ時肌に刹刎

‰議,,4jふ･,e心一諮ふ認ムga認こと秘すけた｡ →よら

ぐ/%お及び゛政砂｡必ヒ弓ゆ忿(/タぶ幻ぱ建戟吃感学的研乾により求コの仏髄劃交が

神経妙白剛眠れ摩/-3仏髄昨､またぱ略zヒ3仏髄蛉の中剃l外剰部に右疹する

ニどを哨吋ヽにし代｡ ,妬ふ･2.ら(/貼幻はネコて傭佩神経の匈昨後に起こる

逆行姓曼屹によ｡て仏髄劃交趙神経峰前紺把かdにと3私枕斤ご･乞ビして卵嘩糸劉

牲に､-タlsは中闇肯内側柱Fて存在するニとを示した｡　　また虎,短潜僻を忽二した

知覚坤経細窓か･参Zと3仙肯坤経削紗腱洲咆兼に　一部の例てで£さらに蓼/仏骨

僻経の榊経砕沁も存在した｡　　xな44.｡･Jこ危心糾'/9幻ぱ鄭丿複灸迩法に

よリイズの仙髄劃如哨呻経峰ぬ映肥お參/-3仙髄峰の帥1浅外剥柱と剖索に､

一邨はり欄賓l騨･J柱に疼在すゐニとを示した｡

HRPの軸斟り郵漣ム樗袱活れ提示されて以釆ニれを嚇縁鮮剖李的研凭に隋い

媒軸漣疹を訓へ衣研免ばおダ穴代゛しい教にのぽっている｡ ニれりの考ごヽ･仏髄｡

副友跨神緑節前細懇の局柾を綱ぺ･気粗膏として次のむのおあげられる｡ 這呑ら

(/釘幻ぱHRPを傘コの縛耽(て注入俊峯2ヒ3仙魏蛉のゆ闇債ダH･j核にj　直隣1て注入

後蓼2仙髄瞼郷け印中閲賃ク哨･J核に楳緻細だ1貳い必し代｡ 抑･-゛

計但Pを泣入し､課熾細肥の分剃肘洽し代｡

膀鴎にHRPを遠入し代例て･特に今《の孫繊細吃かご集3仏髄必の液狗タト劃嫁tぐ鴇て



?3

存在し代｡ ら(/タ浮刮はでらばネコてヽヽ蒙/-3仏對叫紬嘆根を

tが孵し､その跨塙をHR附蔡液に浸漬した｡ 申閑貧外劃核の柿経細胞ぱ

そめ軸粛を主｡どして秦Zヒ3仏肯神緑の膜裁政迄るニとカヽ測らカ氷なっ穴｡

疹次4ヒふ-ぶヂパ/ヲ汐雁政i慮繊のイズで･H尺Pを跨沈に住入後卵嗜妙刺部に

系進に恣入後申関貧外唯･j部と分在輝に椋徴細胞をlい猷し代｡ 吋心

ら(/灯抑､気叩戸?ら(/タフりおJ;び`　　　　　ら(/夕邱払け沢Fの軸船り顛延

携識湊にょりネ:コの仏甑副如啓榊鋒昨釘細脈の痴在に蘭する一遮の研斐を行い

次のニとを哨らか､にした｡ すなわちネコの仏髄則如感神経蛉前細肥は禁/-3

仏髄昨の申閑貧外價･j部に妁ノの-J)表句てわ穴って疼在し､2部位吋なわち介作部

の方に広おる背則輝G44認必,�)ど膜即ァ)ダ4･j縁にシあて礎剥に広カヽ‘るタ陣･滞

し&&4ど心･以)に姻すりれること､二れりの棒縁細悲ぱ平均かフね土おお回右在し

哨吻･溥に､作刄､妙參丿疹に抑匁､鼎角の呼浹は2X絶い出･されるニヒ､･および

宝として背價･溥の蛉前細撚{tT部邨騰と慮腸を外佃･滞のわのは跨批玄支紀,すうニとを

明ら刎ズした｡　　Z&z｡c｡d｡ヒ刄｡e呑ぐ/タ7夕必は,ラ､斗の骨盤神経の齢塙をHRP

寿刺(浸漬し､峯ぶ勝慨節と峯ノイム甑吟の中閉賛外倒部に

た｡

穆繊畑y肥を貳い裁し　y

心政4が｡ら(/卯2以イヌの昨鵬頚と肴慎測嘔に月即'を住入して麟

/-3仏髄節ま加ま峯/ヒ割ム髄希の申閑賓ダ}哨･J社ぱ椋識細肥か･ヽ存在するニとを　〕

一
一
1
4
r
j
f
j
ー
f

　
『
r
5
ー
j
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示した｡ ら(/9幻ぱ了炉たnレぐ9Uaa｡｡友Uな)でヽ､

と島μ差(/タ糾)は孔トで業馨棹経を切昨し､遮位の齢孫をHRP溶液

に汝漬し代｡　　アガゲやレでぱ平灯ぶ2∂僧の携撒紐把れ察/-3仏腿吟の

ギ問賛タ溥･』邦に杓旅ぷ｡｡の表でにわたっで函笙し代｡　｡ぢに'ぱ早均､ぐ邱個の

裸識細把加主として拳ぶ勝髄齢と第-/仏髄肴の申関曾外制部に杓3.ぶ｡｡の長剖て

わたって但置した｡

　　　　鮒享神縁糸ば栗蔡には遼勧柱の神締細肥によっで無良されゐ以､お律坤経

練練とと折て1勾徽知覚神経補潮tがヽご走釦ニされている｡ 成外sぷらぐ/タ皆訟

迦汽芦タレら(/夕y/j)はネコてヽヽ､　　　　　　　　　ら(/93)ぱアガゲずルt　%�話ち声

と&ぷ回/行妁は孔に溥偕僻絡を切跨し､遮位の吟鵠を肪F洛衣に浸漬した｡

その錯築仏髄劃交溥神締抑前紺肥ば･かりてヽ'なく杯髄瀞桜昨にある如覚排様の紐聴伴

ヒ有髄背陶におけるそれらの杯釆郎も棟識でれ穴｡　　賛輦僻禄にイ半う凶繊卯t

僻縁細肥ぱネコで･は秦/-3仏膏梓峰ジ)參髄神蝕吟に早伺してJ,ぶ7ぶ佃叙､アガゲ　=

ずルでは乖/-3仏有柿経の春随榊経蛉に坏炊して2.卯2佃知､ラ､よごヽ偉主として略

6勝呻経と峯/仏刳申経の=屏貌神絲紗に早均しでゐぷ37価お疼伍するどした｡

察髄背角に右けるそれらの終未咳はニれら3葎類の如婢の問で゛種によ心相違副訪れでヽ

亙吋こよ《接吠してい珍｡　　凶臍知t紳綬は仮無から寮蛙に入リ､鵜尾方向に
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執走し､間捧を試で背陶に入り､辱《ば背陶外劉珠に沙,て終禾を作リなおり申閑愉

　タ㈲邨い訥底に達しヽ特り{刻梢の|榔り縁に淮･て刻ヽ賃灰糾漣1可に犬きな終末域

{形成し仏

　　　晴乱顧ビ比鮫して鳥頻竹ま仏甑則如察神縁節釣細肥の廊汪に関する研奘ぱ

ぼとんど行われていない｡　　わずかに仙淡4(/9､俘)ば/呼で細胞,槙壊聊竹に

弟XXVI-XXX參髄節の中心ヽ喰賃祚劃邦に細把痕ぽ1を吃い畝し､9乙,4.Xと糾すけた｡

そして二れらの細胆お仏髄副如昏神紐肴愉細把でヽあると示暁し代｡　　骨隻四績

に分抑する刹財叫fのお引ま謳a必,-dニぶな謡ふぐ/貼おおよ糾崖退ぐ/卯之址

よ/ノニワ戸片ヽ研良され尽｡　　ニれらの研弧によか≦副交終柳経節前嫁維を兪むヒ

'されている陳郎抑経ぱ疹xxx-XXX出痢匯神経剃1は築XXX-xx刈剣む帯練の腹栽

カヽら起ニリ､尿膀に帝｡て尾才に瓦リ､排津厚の貸剥にあ抑

そして誹借眼およ坏遠fiΣの精壕､卵喰､尿営､腸麿を吏配ずる｡

　　　づム髄副砥終神緑糸は島靉で'ぽ交葱･放卵なと切缶殖機能や奥･系の排婢機粍

と濯い蘭怖れあ豺池かカヽわらす1イ詞咆こおげる支配必

ていない｡　　そこで吽隼でぱH尺印軸寒|勾輸遠楳識俵によリニワトリの仙髄

副友跨坤鏝珍前細緻の局在およ沁仙髄副欠鳶榊軽に併う四臍如t辞峰の屏徊L

貨両における終末禎を明らかヽ(くずることを回的にし穴｡



/
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察Z蛉　　杯料弑tびヽ方汰

HRPの昶素内輸雀裸潅浹に使朔した材料は成鵠J2羽(臼色レフ“ホン雑鐘･

雄/2羽り堆ぷ羽､　梅色レフ'ホン種･錨L/羽･雌:/4刹)である｡ ニれら

のうち//判ぱ報部神掻叢を構成する罫髄湘'軽の贋杖を､稗リの2/羽は陰郎神経を

切孵し､その断燐にH尽Pを所いた｡

いて{首まとめて示した(表ざ｡7)｡

凌用したニワトリとHj即を用いた柿緑につ

陳部神経叢へのH即の逢琲は次のように行yた｡ ニワトリに侈重Jk9

当/沁ク悍のゾムノヘ゜ンチルを1ふta.4ム“j芦φ-‘z心.カ`ら注射して淋酔しヽ腹位

に係tする｡ 仏裡の背護･Jで正申練に汐｡て統剰ぱフ7間し､その下にある汰

j沁記ka｡ムgの廊削部を怖敷する｡ 第XXX-》くXX川判紗糾をの漸で

で雀刺浦ド゛リルを隋いて背則カヽら楕か叫骨の横奘起に欠をあける｡拳XXX-XXX川

參髄紳経剖夏枝釦シ構政される陳祁;j呻緑叢をまとめで切跨す拓　　長で/∂-/ふ｡

のホ'リZチレン紐喰(四怯zぷ,一廸タ牌Tし代押緑の宜《の粗繊`{

し､その申に切齢'し刎呻錬の迩位の孵鏑左吸い返む｡

ホ゛リエ子レン細喰の遮拙｡の□をシリコンヴ刀ズて･゛ふさぐ｡

こ瞬閑諸昔射て咽更

嚇締を吸ぃ込んだ

遠づ釧則の□から檜の

肺て生蓮附食堵冰に溶かした2ぷ刄HRF漆決(　　　'　牡,知心1)を

散声ぞ注入し､注入した口もシリコンケ･刀ズでふ方ぐ｡ 邸P瀋液か咄れて
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~

l
j
j
j
j
j
j

いないニビを確認､して齢h遊兪ずう｡

蹄邨押経へのHRP剤t用1むzのように行｡代｡ ニヴりノに体重/辱当リ

2∂ヲのゾムノヘ゜ンチルを%心4義a･礼sづ弘必2･が`ら建射して琳粁しヽ囃位に保毘する.

肛門の貸剥にあ仏為Q.な,･　　　　　4孟の雌琉で波奢を水利て埓席し､排逮厚の

背方で腹障に違する穴をあげる｡

圈凶の組繊カヽら注息深<分離ずる｡

にして追位の跨燐をやリエヂレン細喰に吸い込む｡

注入し､シリゴンゲリズで噺のμをJ､てぎぐ｡

夜膚を緩舎jる｡

手斡後2日閣の呟存期聞ののちニワ糾ノぱずへヽて潅洗圓斐し化｡

尿蓼(μ糾て走刺喰邪神緑を確鎔レニの坤綬を

　　攻すμ乖縁を切断し､上て認yたか表と同楳

看に2ぷ一豺沢阿糾畝をち4j

珂即岑液加われていないこヒを疎銃ヽして

庫流園虻

ぱ心9､と沃-&J'/卯約り吟以ふ勺糾ぶり･9,=･eぷ,瓦に征･･て;か

ように行｡代｡

その降に怠液の凝L匿刹防ぐために

藻邨の蹟剥端てヽ'凶頚籾脈ど頴静脈を露血する｡

ニワトリを手僻降と同楓にゾムノギン引レで麻酔し､俐瓦に係史する｡

祥甕/弓がノ約仰ク準位のヘパリンを兪鮮浪に加えた.

左の1可頚勧脈力ヽら心ヽ斬に

向馳ってガニ==,.-レを入れ､呟理的會遠水(必貧忠嫌化す伺邨､夕參衰)を/拶-2卯

゛4吻の鳶がでy浪入レ左の錆静脈かりねこ叙する.

爾梵額て切リカヽえる｡

啼眺の侍止悛速やカヽに

圓気栄､には必/M峯/一疹2煥酸すトリヴÅ緩曹i浹(



祁

戸N)で繊新した/･2パ岬`ルリレアルテ゛ヒドとA%ノぴホノレムアルデ七ドの混浪を彫`る.

/莉参り汀∂,jの卵t液を邸一勿､､吟ぶ主入斥カで･約3∂分間漕流し代のち､でらに

a/M燐酸嬢對液(戸μzJ)で綾計し代邨ク-ざの/ク忿系嚇岑液(ダ幻を/ク∂-/之汐

,x吟の注入斥カてヽ゛滝弐する｡　　遵大後彰斤部位を問け､僻経の跨端かかノ

ヱチレン縮廓て入っていろニと､またHRF帝液のもれおない二とを確カ､める｡

障部神禄襄の構成を確認してから遠やカヽに裡肴の背價･j邨をぱすし､菓x刈x-なXハ/

容髄漸を駐り武t　　　察頻よまそれカヽら一晩ク,/1ヽづ矯喊破衡一液で緩衡したJクぶ

貳糠潜浹沁々批人れる｡

　　　漕汰凶況のため|て乖ニビ三車で使われ衿潭気装隻を改良して使困し代｡

イなわち娑夥ぷ)昏董を犬さくし､尋番ビ三方コ､｡ヴを/つずり憎やして生擢的食堰氷､凶茫

浹知j:び煮糖漆波を順次凍浪ででるようにした｡

にしrこ｡

審蛙はそれカヽらワライオズタ｡H使｡て､尽,,の模跨ま加お侈吟の凍絲灯片

　　　切片lま/ク∂｡必のと`t-が-は入れ､な･乙(て冷卯したク/削煥酸緩偉ヤ波

(/消7.幻で'数旧洸浄しヽ醇素反応を行うまで゛二の瀋浹中t貯鳶し代.

切片はどり7一四で･落遊｡し代まま取り槌い､溶;夜のみを喉次支埃し代｡

の酵泰反跨は偽｡4.&｡d/デフおの方沃に従,で暗頻坏びな)約1づ示,代

旬削す琳嘔永でヽJ回洙浄レ､前反必決にノター23゛ごで゛2∂刎rl優漬すう

'
I
　
　
　
　
O

以後

HRP

參
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前反必液ぱA浹にトロブ゜/しシ作゛ナトリウム/ク゛リヽク.2t面乍鹸すりノヴムー塩酸

俵衡浚/フパJ3ぷJヽ蕉留辰夕2ぷ九ム叱&波(3ヽ3こダざ-テけメチルベ゛ンジ

ジン　､j≒夕､　/次フぶrテyレアルゴづレ2ぷ,j)から玖･ノハ使隋直前にAB両浹を流兪

吋る｡ なお`必2列齢齢ガリウ4'珠酸緩憚7波ゆ払1おは/削酢験ずドノウ4

2みJ､　//V痕峻　/タ4ど､薦劉くざ/｡別り糾酎り9ヽする｡

に/?-2､3゛Cで≒Z∂分問優漕し､雌弗反応ヽを行う｡

g､3九通無予りK船に6J4ど卸之たもので為る｡

次/て反応浹

　瓦応ヽ浚ば上紀の釣屁応･浹に

豪後にニ印フ･/しシ､示゛外リヴÅ

タF　ク･2M酢嵯すPノ匁い堪峻績衝議刀岬孔1)j泳乙　/即刄エテ'しアルコづレ

おλ｡乙　　蕉貿氷恂気ぞから成る津浹にクー4∠‘とでZ∂必伺涜漬し､を走化豺于う｡

右む七jののら切片ぱ　ク.ク/吋酢酸すHノウムー堆酸鐘街咳ゆ/yぶ3)で'刊刺回光浄しヽ

ゼ゛ラ子ン塗仔スライドカ゛ラズぐ烏?z4./タフ/j〉に助付して一晩裔だ乾焼ずる｡

句片はそれカ､ら/S泗生赤岸浹に3分闇浹漬して紺と染乞し､遮やカヽに叱水･達徹し､

エンラーラふで封入する｡ 哨生奉;容一液ばゆ往胤/yを原留zj《/郊･奥jに潜かしヽ

ク'/M酢酸‘酢鍼すトリウム綾衡'浹ゆだ4.幻44jを加えヽ息£して襖階すう.

ぷ例のニ外リで'ぱ察観のほ汐ヽに矯XXX-が耶丿寮散神経絆もぷ､リ出し､加フ

ぷ宍の齢t齢皆片拉し､察髄之同襟に氷/ノ衆,た｡

顕微鏡下で1べての悋削てフいてHRF携浹細肥教含数受た｡ 忙
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永平孵切片を万‘lt投影蓼けリ沁むK,　UPお¬ク)でjとフ怯に拡火し､トL一シン7ヤーノぐ-に

屏甑の輪郭とすギでの禅識部噫を琴し取リ､ニれを/敢めぱ一シン7y-パーの上に重ね

合わぜた｡　　棟識jれ代峰前細肥の軸県と貨角に糾する一沢妙t琳経細胞の

終末は陶馬偏光装置を雨いて観蒙し代｡

ニれらの杯糾と1討I汰成鵬//羽(昏ポ賎檀･雄2羽,政色し7冰ン雑傭･

雄7羽,抽色レグホン橡･雌Z莉)を用いて逆行佐妾尨沃による脈峻刎示,た,

//羽のうちワ羽は殯邨神経叢£､4抑刻喰邨神経を片倒で･切孵し代｡ /∂-27

7-yx汀必マリン溶･衰でづ曹烹凶吏し､峯がDド玖削V亦leりj糾μ馴｡､弗汰日繊に

に従って脱水･/抒刄ン私信後Xシ･の槽吟ま穴ぱ水平吟の漣統埓片を作穀し､

ノ4j&ふ｡.叱&｡｡uパ/7よおの方汰に征､って疹色して観煮し;氏｡

の蜀所解剖啓的観県の代めj(て

し背｡

々らに坤締分脅

建般ののら清ぱさ`゛し､ホ/レマリン回支しμニワトリも使旧
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　　蓼3蛉　　緑果

　　　I.命石沃

険部榊錆姜に閲倅する神経の喀慕は呉｡~沁.必uふ｡心｡ゐ心｡の末刻

紳緑糸(刄代岫&とく卜z4a｡心｡/タフタ)(て彼った｡

有槌はサ節構砥を示し､喩ニと三奪と岡桃こ切吐であ徊粍綱咆賎杖の最右

£劉の扱糸お政る南でと次即

闇の境界にした｡ れ永平釘切片に払ヽて‰｡心,　　　″'の位勧働節

聞の境尽を決更する原に奉考にした｡

　　　　互｡　舞郵神軽叢(函夕/)

ニワトリの締部坤経叢は一毅に希xxx-XXXIV寮髄柳絵の吸放カヽら構喩され､

兄ぷ溢4瓜a心&d�･7/｡差)､　凭.゛　　゛｡zJ4(�9んふバ,ヽよび゛

撞修

は峯寫X　-　XXX11　岑皺湘層:隈叙カヽら､?Z｡'　　'｡z4ag.は和(xx川乞xxxlV

穿髄神径康扱カヽら影成方れ､悳部の秀祭府を受配す1.　　猿邨坤緑ば麟

XXX-XX刈寮髄柿錬陳枝カヽり構成されか呻緑怜カヽらと寮xxx111屏親梓降腹社カヽらの

2扱はおて形成され､尾方へ尿t{回糾て吏り､徘津障の背剥にある少ツ乱
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諸44心.に垂る｡ 二の体経ぱ副交跨拗経吟前線雌を兪み､ず恥乞擦並びに

締唐･貳菅･精営･師港の追泣邨を支配すうヒ客われている｡ 抄升戸i

｡ムむc認λは外字ら,いa諮差を分して島顧に怖肖な9z.'　　　‘とっな糾て

いる｡

m 細把構痰啓

　　　βぶ必-｡と?旭4ぶJ/タ刀)は撲膨犬ご､汐zaぷ1パ/タ79)ぱ嘩仏膨丈で､

ニヴトリの有統灰白賓を/卵ぶs這ぷ分{すた｡　　　ニのような廊q衝皮ば寮躯愈体に

わたって屹い虫でれるのでヽ､灰臼賢の灸邨をぶ~心.の蚤号で'吟払ビ啓系の不杷-を孵涛

し､便列て･'ある｡　　従って衆郎体経叢の構成に間与する集XXX-xxxiV亦髄昨でむ

膨丈部に知する溢｡λz｡の分頻に征,て灰白賓の器部を溢､心｡の泰号で･呼,3ぐニとにした｡

　　　　耳　奘雁祁果

神経恟孵豺予ぶ井糾(嵯夕24片し咸陶に俘徊EIする姉運斡坤経細肥ぱ

進行住変佐を惑ニしたお(レi夕24)､申心喰め背タ匈j･｣域に荊缶す5ど言われている仙軋

副如馴車経玲釣部廻ば哨ら糾7兪岐渫を示さなかったQ1920.

逓弥叫SE尨沃では仙銃副交疹酔随蛉前搦窓の1司吏か禰雖で･ある｡

従7て

二こて''は
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卵Pの鞍索囚軸道掠織汰による観幇績巣について述べる｡

(必)運勧糸

HRP標斌細肥ば轜恵賓と近仙:亦削冰浚起お脈い頚粒択の反ぬヽ生成牌てヽ･

滴たされており､弘堪に繊則する二とおてヽ゛さ代｡ 嫁く捕淑された場兪は細把賓

全体かヽ蕪く采まり､少今,J汰で護報され代よ:うな細隠洙を示し代｡　　椋繊細屹

ぱすへで郵削剛頌り,ヽ出でれ枇｡

除邨獅経襄を檎成する脊髄柳縁の腹救をH即潜液に浸づtずると､楳熾細肥は

tとしてZフの邨位にtられμ(誕1祁a)｡ /フぱ腹狗の庫外側塙を占約る

ぶ｡ふぶ7に祢在し､比軟附火さな玲極柱の排糸IE細肥であったぐぽ夕Jぶ).

拘/フぱ中･uヽ管の背外則域､すなわち申閣曾1仔則邨ぱあり､比軟脚,j､ざな緯鰻細庫で

あ｡た(ぽタ3c)｡　　永平町切片でニれら2群の携斌絃肥をずへて/杖のは-シンフ‘

ギづ?-の上に淳しj靫るど椋識紺肥ば顛尾方卯討囚長<神びる2フの畑肥柱を形成して

い瓦(回9μ)｡　　　殯郵柿経にHRPを用いると(回彷4)27の細肥襄回のうち

中心喰の背外則侑にある神締糊廻群鳶1す釘椋楸されぐ面彷乙)､泌-ふヲに存在

す幹軽禰印恕は合≪係虜されなか,代(�μぷ)｡　　従ってぶ-心｡タで`棟堆

“され代比軟妁犬さな玲権柱の神縁細肥お尾部の晋将薪1炎紀する伴産籾坤緑糾恋
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で知ノ､キ･リ齢)背ダHIり域に厚征する比;軟的小さな棟潅搦把お仏鮑則如昏神経節釘

細肥であると則跨した.

仙髄劃如啓神乖釜肴前細把は樺孵t殷昨ぷ以ぃり抑り皆の賃妙副域で匍撚

劃jを形成し､阿影がヽ聊り形の細悪体をしていた(ぽ幻c｡肪c)｡　　zl《乎片

切剛てお゛いて蛉前細胆ば參xxx察髄診にお`いて｡J沁4……………,'_'………'汐､･ヽ終わる座前

カヽら娘がノ､築xx耶㈲緻抑まてヽ約/クベ?｡｡の長で吋冷って正相tにあて妙参する

細胞翁を形成した(詞タム)｡　　ぞれらは峡尾方向に細長-《伸び低ヌフ桜細肥れ

またば利秘回肥で必り､その主屡な捌冰浚起はしは七ぱ瀕尾郭引こ伸ぴていた(i

j
/ ぶぶ)･｡

ニのほカヽに教個カヽら最島3/佃まで必疹匯細迦糾中開貧の分怠邦ヒ妙則部､

背角の外側株に点在して1い必された(詞タリゴ)｡

降邨痢掻｡に岡いても､陳邨坤蜂に所いても全く岡様{

ニれりの細賂ぱHRPを

て椋識1され化｡ その

細胞体は主{て双極栽:であ/J､呻闇愉背征邨て゛゛ぱ吋外方向に､背角外釧縁でぱ

白肯と灰臼貧の境早に;糾て賛匯方同に剱す状寞怒を肺はごしてい代｡

椋繊お貞裕な価伴にフいて中叱ヽ喰の背タ柵･J嫉に宿在する携織細肥の散を

敷戈た(表i)｡ 雌てヽ'棟識細肥教lt左創ろμ心!お個rぷ剖)､

右釧タ認戈心ィ爾(ぷ倒)になり､方右の欽低に脊t羞お存在し代｡ これ
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に反して雄でぱだ剥Z･2μ3土g∠ム頒(4例)､右制z,2享/俑ぐ/例)になり､右倒の

例欽かのj/`ない釘か右びむ訟1゛薯いヽ使になった｡　水早昨ぼ片で比較すると､

糾切僧体差加あるとぱい之進(力加刹ビ右制ヽ鎧の左劃と右劃で肴前細把ぱ弗に

聳XXX-XXX　H　I稀酸｣削て咎狂し珍ぐぽ9a-d)｡　　蹟尾方向にあ`{する蛉抑ぽ窓

のノか参範囲に閲して雌崖及ぴ友右の閣に叫らかな相遭]玄存心｡なお公｡

しかし､進の石剥(函94)ぱ他の刺て函9ら乙｡必)よりむ楳鍬佃把の疆炭お

侍に頌制部てヽヽ倍いように恩われゐ｡

　　　佃肥体ビj可時に縮業わまたHRPに裸緻ざれた｡　　4本意附抑経紺胞の

和常は諮､心汐の腹刺部で灰白賓右ヽら酵鄭こ入/ノ､臼噴中を腹外側に走｡て蔵報として

參髄1随れた(函ヲ叙,ぷ)｡　　水平昨切片て1観L憚す刳!宍鄭杓丿沙§咄察は

髄斥の噴則郵ど庖則邨て¨その乏行に相達お宛られた｡　　尋遵勧神輔細廻の

軸弗ぱ髄節の鵜剥邨では白賓中を息タ碓Jに斜めに走るお､鳶則邨ではタ汝Jにほほヽ゛

糞検は走った｡

　　　分教でばあるお1･淡亦仲緑昨前紺感の軸常ど恋われる線維む棟ボされた｡

二の繊嫁ぱ肺込ヽ吸の背哨l･4侑カヽら膜躊の牒妙餌邦昔で゛灰臼饗中を糾釣に走/ノ､郊進軟

榊経細肥の鞍索ととむに政貧を楕切リ､漱根に入訂こ(函/ク心｡ しカヽし､裡繊

緯龍ヒ副如9糾補7前輝慨の細t体どの直猪妁々迪捧ぱ釦測ヤさなかぶ｡
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(幻　如覚糸

　　　會律禅経糸ぱ軟膳にぱ蓮勧逼の神蜂細悲によ7て構政され心お､凶紙知覚

僻経線蛙もまた森律神経線維とともに之るヒされていゐ｡　　姜豚に除邨辨駈を

H卯庫波に溥潰す心と､剔如き梓経赤前細吃と同時氷障邨柳剱に會まれ心知t

榊疹線碓の起妨細撚カ月哺すJの脊髄刈駈斤ごヽ禅策-された(図/ク/ら4)｡

ニれらの稼徴細撚お|々臍知暁神経飾肥て･･あるビ惑われる｡　　椋繊雌1把ぱ脊軋

徊緑峰の内部に散在しており､剛らカヽな局在,注ぱ総められなかった｡　　細胞体の

犬きさは丈,j､さまさヽtぐある釘､rヒ瀬:附,j､･ざな神経細恋およリ今《様甫‘された｡

犬部分の細胞は追位t泣方向にイゆび'加紡錬形カヽ長た゛円形をしてお`/ノ､zz掻裡の

泗経細吃と吃なされる(函/ク2ぶl-c)｡　　一部の細肥は丸い形をしており､

4馮竿極姓の軸経細肥と考之られる(函/心滉-ヂ)｡　　　知礎吻秘f楓m引なひペノ

する奘起も|司時に楳粛されたお､索涛剥の奘起お冲粧1･幼ものよ/ルよく栂誰-さTれた｡

　　　知t神緑鵜把によって秘り込まれたHRPはその斬肥絆を越えて有髄内に瀬底

'されヽ背陶における卸覚坤徐線維の終宋郊を俤康し珍,　　陳邨神経襄に

HRPを適｣唄ずるビ子俯劃てヽ'背両の｡&｡ふ4Zと3に今《の職粒状`の反成住成物お

祥経編胞の問に隨吋巾(図/クJ　4,　ぷJ｡ 二れりの反にヽ岳成聊ぱ隼拡で

存在する二ともあるかヽ､今<のむのは峯団を形成していた｡μ‰ぶg.2と3で
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妬られた斥応i液脚よ/ノ抄さらに細カヽい鸚粒伏のものカぐ手街喉りの背両外劉橡カヽら背画

忌､賀灰白交痩を通｡て付劃の背角ダほリ縁にまてヽ連暁して疼狂していた011/ク､り｡,4)｡

;欠に隙邦神捨にHRPを彫ヽると細安ヽい額紘訳`の灰心ヽ物劃回吟¥則の背両外劇練

に仙て観煮された｡　　二のJこうな棟潅物喚は貨鍔底を妙則から内制に襖情7て

背灰叙女連に統さ､両制の蛉前細吃の固邱に玲赦隨られ､一郎ぱが汰到制の

背痢クHWIJ縁に分布した(医/峠a,ぷ)｡　　　珍邨神経叢にH阿ンを吊いた例で

浄くの反応ヽむ或`絢かr存柾した恙~心｡2ど3には反応脚憤は全<吃られなか｡化｡

障部神経叢は祚知tヒ四臓知覚の両方の知t坤綬線蛙を殯部押糎ば1々繊

如覚神経繍湘tを兪む二と､そしてそれらにHRFを所いたヒきの聚応脚貧の砂疹城から

杓吟して､伴知覚神経練継の終禾浹ぱ記-j-｡Zと3に存洙し､朗

丿昧維の終来吹ぱ背絢外劃縁カヽら賃β泡､茸灰白交迪か冊りす釧の背両外側縁

に右在するヒ専之られる｡
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　　　略4吟　　溥蒙

殯考呻糾垂藪を切貯しμところ腹角の体遭籾神経搦胞は遥斤屹変佐を尨ニじ良以ヽ､

仏髄糾妙9察経抑前細肥すなわち内臓遭蛉脚独回肥には明らカヽな萱柱像おtられ

なかっ･化｡ 群今､防跨邨位と中枢ビの距離､生咎榔萬なとヽの条イ剌割吼グてヽ･

あるので八二の二とば伴t防棹経細胞と内儀遵靭神緑細胞との閉て湖呵恂孵社片

才る反跨柱お巽な心二どを示す｡ ニの相息の乖因は明らカヽでない｡

汐乙｡｡ら(/%幻はネコでl　泌｡z4,,a｡と&ゐヅぐ/9幻はイヌてヽヽ逆行佐変柱汰に

より仏蛙副な惑畔経蛉前細肥の萬洋を明らなヽにした｡　　猿らぱともに賛盤神絵

を偕昨して紺/差闇後にでらに迩位て咄う/度抑縁憎跨剖右た｡　　ニワ戸ノにあ`ぃて

も障部榊経を2度･陶昨すれぽづ瑠R運軟禅経細路も･･f本運籾柿経細肥のように義型的

な逆行住変裾}像を示ずかもしれない｡

　　　　HRPの軸索I坏輸差裸楸泌は最初に　　　　　ビ汐&4.z.ぐ/タク/批

よ,て示され､その後92,4,ム,･z心97わと9泌｡&,｡らぐ/夕拶)によフて嘉躍的に改曳

でれた｡　　　二の方汰ぽ袖緑　ヽ　研託のために祚弗に有妙で･あるので;

ニれを神奪垂倅陸唄1:終砺･灸に所則'て枢刺tド沁fてた`しい叡にのぽりている｡

キ研奘でばHRPの軸察内W随丿系消沃き襖う二とによ7て遠行詞:支柱沃で以明らかに

できなか決ニワトリの仙髄jl攻:廼`神綬蛉釣頼肥の局右と､これ昔て唾く知られていな
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匹た仙髄鈴応齢神経に樋件する|メフ繊知t神経の脊髄背角に㈹‘る終宋滅を明らカヽ

にし代｡

　　　ニ昨リて゛除邨神栓蔽にH即を用いると名､心｡叙㈲Jぎ背外剥域に､障部

柳縁にHRPを肌ヽると中心喰背タ汝JおなMすに棟識細細りヾ痢知ゴ辻｡　　j沁ぶ4ヲ

の僻経紺廻は骨格映を灸配する体遼靭枠経梱把であるので1　tず'心ヽ喰の貨外剥域､

ずyわち中M貧内劃部に存在す5比較昨Jヽ型の禅経細肥カ泳漣腫戌差柳禄蜂前

細肥であると列所し代｡　　ごの細肥巣欧t位厦から判跨し乙砿以｡(/貼幻お

ハに`゛仏髄剔交尽神絃節前細肥であるビ示暁し代｡乙｡､×に鴻台羊1と惑われる｡

これに反して㈲に衆の仏髄劃如察神経距妁扉7祗は籾特稽によって存在する亦虻の

あ勃ヽご馴肩M違ず1,と1むヽえ申問噴ダH則部に階をするニとか今《の研%盾により確かめられて

いる(　　'　.μ.ら･/タぶJ･ネコ　;　ゐ升s芯ヒノ‘恥ぷ･/%ぶ･ネコ;　∂必ぬら･

/%タ{コ;　&な4と必｡｡咄が｡/タ愕バズ　;　政み以,ら｡/ヲ7孔ネコ　;

ゐ扁･4:と瘤9¬6ふ｡/97り｡ラ冲　;　9≒芦･｡ら｡/97夕,わ　j兄心ぶyどら,

/9ら才ゴ;　j以4-.ヒ危瓦ヤ,/卯2.イヌ1　　　　　　ら｡/9J｡アカゲやレj

　　　　七瓜･認,/卯享,ラヽ訃)｡　　　従｡て島鎖と牌乳顧てホ哺頑細肥の

脊在する部位かご奪なっている｡

哺lし類の仏髄劃交惑呻姪鈴前細歌翔哨貧外剥孝に背制摩ど妙如帚の
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z粁泣に他するニと旅でき､繊弧吋如t拍釦凱丿回吻らリ之J｡汗抒;兄a必ら昨

ら｡ノタ拶). すなわち主として貸剥帯の晰釘細肥は丁部締腸と直腸を､外剥布

ぱ碑眺を走紀している｡　　ニ吽リで以申le喰の背外催IJ婉に存在する昨前細胞は

乖-の細胞巣回を供成しているのもニれを位1的に細瓦分するニとは不好能で灸,た｡

また賦蓼則のHRP注入をf

明らかでヽない｡

　　　ニワトリで呻筒資1匈･j邨に存在すシ棹縁績訟剖討ヽにニ叉ケ数の祖繊紺胞お

申鳩賃の付有部と妙摸･J部さりは背角のダ汝丿縁に,郎Eして妬い以吹た｡　　ニれらの

神経細胞はH即き改部神練疵に用いて列喰部禅緑に痢いてか全≪同楳にず寮識され尺

ので゛紗前彰胞の一部て･･あると既われる｡　　拉麗的にぱ牌乱類俐則學に存症する

神縁佃聴に顧イ吠した分希を尽す｡　　従って仙魅釦如感柳経吟白ぼ肥の桝p斑

は卵讃の|柳削卵､らt4=惘賞が依部と外剖部を遭り､背狗のタ汝丿縁にれ参艮《

逓すらてお`リ､島核て吋絢て|メ推･J邨お発tし右と溥受りれる｡　　哨札韻で'

膀胱,を灸祀している外劃摩の

膀胱叔存在しないことと関佛おあ心かわしれない｡

敷えた｡

祗繊カヽ噴好な

　　　その績畿､雄では左右の佃1吃家ごカ司晋ほ月可じ催になったお､雌でぱ



HI

で{刻哨差分疹仁も左右でヽ相遂か菟られる｡

在剖の数値カ哺劃のものよ/ノ抑騰氷文さ匹た｡ 個体亮生に知いて雌め生殖牒

回噂の康墓は責籾/対す咄左乖に現われるお､お劃のわのは祀違お止まり､左剣の

創嗅ビ紆皆化廿釘徊七溌進する｡　　従,て成体て刄在劃の秦客匂すお微能むて

おヽリ､心劃ばれf仏に卯営の叔㈲吟礎られるたTけ･ある｡ そのために雌のニ吽リ

ビJ以孟1(/%3汰

よると蒼劃の険邨神経は厚ど達位のチぎを支配ずるカヽこ右劉のものぱ生殖夥糸を支紀

しない｡ 従,て雌におげ1瞭釘佃胞參この左おの不相称ぱ左嶺り栓殖券糸の杷疸｡と

閲秀かヽあ刮こ惑われる｡

　　　　捨部坤経ぱ昭管遠位邨のぽカヽに涛叱唐と尿客の違位鄙及び･推渫腔を支配

しているのて九　左制の/,仰ぶ佃の昨前紐肥ば消化喰･尿喰･紺喰･非淮腔:を支配し､

右劃の7討個ば岸と饗･尿奮･徘津腔玄支配して囚叱考えられる｡　従｡で左僧･jの

消化管･貳喰･排娘瞭を支瓢する昨前細把の数釘右制と伺じく幻別奮rあるとするど

残リのダ認個がヤ喰玄支配ずる吟前舶撚の数てめると催tされる｡　　ニワ}-リの匪

て゛運勧棹経紺肥と晦ヒの凋の速裕か'成1:する玖鮮に奥,瞼岬に欧芽を切珍しでおくと

刑柊制の遭動神経細側か･消失するニどお知られている(乙心一偏辱｡ヒ今9心1ふ｡｡

/デ仔;記ぶ7,/μ2夕｡　　従プで岐において右創の脚前細肥散カヽ;雀衷効

ものよ刀もヤないのぱお`そらく亮生翔に右劃の卵摩回F看れ遊化消扶ごするために二れらを
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竟配する昨釣細路も漓をする二とに起Sすると恩われる｡

細抱俸と同時に軸索も樺潅･され代｡ f水=礎L勧坤経斬廻の紺軒剖附p

の謄頂り部で以白貧り=･を延外剥に斜めに走るお､延剥部で･ははほヽ漢す剰て乏っ化｡

乙£&這い蛤必心なぐ/7好片む択印)細肥内注入楳識沃仁よリネコでヽ全骨神経の

起娘班胞を観県し､その軸常おヽ細吃体よ/冶約ク.7づぷ,｡､尾万てヽ'寮斂を継れるニビ

を筧い血し代｡ このよ'うに蓮勅梓経細胞の細胞体れ存在する高さビその軸業叙

腹祖線維として葵髄戈離れる島さ{ま必す゛しも一牧していない｡　　弟三隼において

裁糸の南ヤなヽら渚吏し代髄節の範部と膜根を切孵した照に差行複萱屹を赳ニした

遵jlが榊経細肥の分疹乾測との筒にすれな唯じ衣のは牌イム膨丈におヽいても細案カヽ官嗅i々を

尾外制に走るためカヽもしれない｡　　裡恥M節髄Lから叔る断さでヽ髄昨の境尽を鋭走

するビきには命噴|司における軸察の走行を考慮､すう如1抑ある｡

か軟てヽ゛はあゐれ&･淡き梓経昨前卸哺1の軸乖と隨ヽわれる線維お棟撒づれた｡

ニの僻経嬢維ぱ中叱ヽ客の背外催･｣域ヵヽら隨内の隨外劃邨tご¨灰白貧中を斜めに吏リ

体進勧神経細悳の軸家とともに叙賛を襖切リ､匯す哀に入,化｡ 喰軋瀬における

昨前細吃の軸弗は腹需のタ紬･j縁にジlj`,て月雙剥に乏り､白曾を捗埓,て牒報に入る(

或呉sから｡/タ7yぶ　　　　　ら｡汐拶｡/9J　;　･　　　と島｡叔｡

/卯40. 灰白憤|胡てお`ける細布の乏行お烏鎖と噛乳鎖て債なるのは細胞体の
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イ鉱1の違いによると甦ヽわれる｡

削ず柿経糸は威蛮にぱ運如佐の禅経縮肥によって構匹･されるお､自律神綬線維

とと右に1ぢ畝知覚榊騨絲尨れ尭7ていろ｡ ニワトリの階夥神経の昨埃をHRF瀋浹

に優漬すると副交拾粋陵蛉前頼祀ビ河時に?蛉財申締に舎討ほ内繊細銃神経綴催の

起始佃肥お脊髄洲嵯酎ておいて棟診された｡

,Jをの搦把で湘賠峰1年こ散在していた｡

これみの知覚神軽細祀ぱ比較吋

‥‥‥‥　ら(/タ恥幻は矢トとネコの

牌耽にHRP瀋浹を注入し､蛉前癩把れ存在する高での寮髄棹経玲で北教杓小てぎな

知覚神緑細恵釦椋識される二とを示した｡ 迦や芦･｡らぐ/9/)ぱネコで､

ら(/9おはアガJyすルでl　　　　　　と&｡芯び/斧軋)は久トで

骨盤神経の耐噺にHRPを旧いて同極な紐祭を悍た｡

　　　H即で'椋識された内績知覚抑輯佃l肥のうちづM細胞ぱ丸い褐をしている

ので゛佛牟極桂の神経細肥ど既,われるが'､犬部分の細抵は紡鎧形か長だ四形をしてあ゛り

ヌズ極栓と考えられる｡　　一岐払察槌梓蜂節忙降4する知建押経細胞ば彿申極裡

て¨あると言われている糾ヽ､ニワトリて1ま双極嵯のわのむ存痰ずるようで･ある｡

知変神縁練緩によ7て皐り這まれたH即はその紐逝伴を越えて痢蛸｣析こ斬恙

され(　　　　　　　/.　1　　応9.｡J)､背跨にお･ける知t辞剛籾M終料燧棟敵

した｡ 陳邨併経疲と磯劃哨啼に別々に邱Fを隋いたとこ引発鄭)酢て･･痢随背拘



1ほ

における邨覚禅経穣縁の終末或に呪らおな相違お莞られた｡　　険郎神経襄は伴知t

k内畝知覚の丙旅)神経穣維を､険郎神経は|巧臓知覚神剱鎖嬢たす1含むことから

判孵して､伴知t絆拝旅呟の終求汝ぱぷ｡λaと別渚注し､1刎肪μt抑鋒緩絃

の将ヽ求域ぱ背陶外剥縁､背愕底､背灰白交走､･さら沁対劃の背両外噛･J橡はあるとだ､

われる｡　　伴知t柳縁繍雌｡の終東誠ぱ諮｡ぶ9.zと3の2カヽ吟に剛朗刎iL分

されるド､両巻の哨てヽヽ礁゛飽的な差輿か為るかヒヽうカヽぱ剛らカヽrない｡　　凶脈知覚

柳経線椎は背灰剖むtてヽ'両1･Jの仙髄j･汝遼神経吟前細胞の両溥に吟くの終屎を影成`

してい代｡　　　二れは囚繊知覚神経線維と節前細把との閲の律維速柊を示唆し､

反射弓を形成していると既､われる｡

哨乳鎖はおヽいて仙髄副交き神経に併う|右咳知t坤経は痢ML背伺で゛Zつの

軽躇ヽを形成したC穴り4.t｡ら｡/9/　;　汎心友≒昨ら｡/9J　;　%心ぷ≒芦ヒ

&応C,/94)｡ 巾功乃背痔に入示知絶坤経媒枕のうち怜くは背奔哨則珠に

沿,て終末封判なが゛゛引朽哨賛外劉部と背匈右に入り､糾ヽリのむのは貨殉の1加り縁に

沿って走リ､背灰白必直朗7犬さな終栄城を形玖し代｡ 背助rりり縁に?沁て乏る

軽路ぱニワトりと繍乳鎖て･互いに鎖似しているカヽ゛､昨前細把のイi厦に一飲してニワHノ

て゛ぱ冲間債1槨艮IJ･邨に､ロ射し類で'{j:印問賛タト佃･J部に犬きな終求域`か亦在した｡

嘴1し類で菟い出された背狗|々剰縁に淮って走リ､背灰臼交遼に終求嫉を影成する経婦-は
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ニヴトリにば存在しなかった｡ ニワトリの背灰白交連に序在する終ま鍼ヽは貨削弔則縁

回貧バ定る線蛙によって峰前絨り昿の両囲に形政･され代むので･あ心のてヽヽ､哨乳鎖の背灰白

必蓮に存在する終宋城とは一玖しない｡ ニワ㈹で狸交差した緯緩の一部紅･さら/て

対側の背彫悼り縁にも)入るお､噛乳顧でぱニのような繍維の交差ぱ序在しないようてヽ･

ある｡
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禁5昨　　蓼約

ニフHノにおける仏髄j'没惑神経蛉前綴肥の荷在を廓叫申経の迎信の町塙に

HRFを所いるニとによリ明らヵヽにした｡ 蜂前瞬包は眸紀類と呉なって中糾齢背外liリ

映すなわち中筒曽内劃郊に存在し　嫁原x一双xm蔡軌蛉で傾尾翁リに連なる揃胞柱

を如戌し払

のタ諦丿縁に

ニのばカヽにか欽の禅淑佃把か冲筒賛の分在邨と妙劉部､背埓

点在して眠い出され珍｡ 雌の蛉応細胞ぱ乎肖して左1･Jにろ4心債､

右剃に夕計個疼在し､左右の数値に有t差か=あ彷:｡ ニれはy雌のニワ糾ノの生殖

秦糸釦左側だけ毛進する二とに閲係おあると惑われる｡　　昨前細肥の軸乖ぱ

中Iじ喩の背ダト剃埼なヽら酸両の護外gl･J邦まてヽヽ反白管申を斜めに吏/ノ､体蓬斬抑経

細肥の軸業ととむに台健を禎叶万り､腹根に入った｡

　　　陳部坤縁に件う|勾漬知建排抒線悛も蛉前細祀の軸索と1司扱にHRFを

取り込み､その細抱体に-さらば春鮑背狗にお`1ずる終宋部に輸送した｡

參髄游経吟において内繊知t伴剛伺訟ぱに較的小奮てヽヽ阿僣または紡鐘おをして

い代.　　伴知覚神縁繍維の終求域ぱ溢､沁｡Zビ割て疼在したおヽ､向徽

知t伸匯蝶維の終采カ

背角外制嫁政拡置し代｡　　l巧繊知覚嚇経嬢維は背灰白交tで卵脚jの節前

細胞の周圓に今《の終求を形成したお､ニれは内蹟知覚神経線暖と吟前細肥ビの
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糾{て縁椎鐘格加ある二とを示竣オる｡
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　乖奴章　　飲冶蕩察

ニワトリの頚膨火と腰仙膨火の腹即以ま大さく分けうビ内外27の細貳集出か

右在する､　　　　'　　ビ沃如‰(/作以£剽彰犬で､次心;以/タ7幻

は腱仏膨丈でヽ|り訪集1をふぶaレ剔ダ海滸紹池諮心｡叙粉紺た｡

発洛荼を受配する遵斡神縁扉頂包は腹伺に感感すると吉われているれ､その局4膏斟立

{てついて島頷ではZフの沸え方れある｡　　必丿沁｡妁やお4らぐ/タお迂λ心以｡

(/夕､俘j〉はハトて九ぷ,ふ4yを｡�aど｡｡乙､､､ぷ肖ぶ4ヲをJふ4j｡&｡4ど

呼び､それぞす吹倅幹の齢を受記する運靭神緑細把と凶良の辰を支配するわの叔ヽ征置

すぅヒ考えた｡ 同楳に少拓肩/μおはニワ戸ノで゛､乙｡44瓦回測a方夕灯)

ぱハトでヽこれら27の峯ぼをともに遵勃神昶郭抱として砂類し代｡　　　一方､ぷ尨6瓜

《/勿幻はグ吊,ヴてヽヽ､　　　　″ぐ/%幻はニワ戸ノで`鍍叙津による研爽からλ1.zぶ4

タのみお差斡呻修細胞を含み､ぶ,λdりおと連細屹を柘むと寿えた｡　　　ホ岬苑

{ておける前肢勁ヒ悛疏齢を支配津る神経の情町により逆行佐変柱を起ニした細把は韻

降犬ビ匿仏膨丈のぶ･･ふ4ヲにのみ存痰し代｡　　　従って膨丈部におけるぷ~心

夕の坤経細撚はp欧の筋･を支乾すること奴確カヽめられたお､｡ふ~一d'の押禄細肥

の機能についてはイ可も剛らカ､にするニとぱでさなか｡た｡　　　しカ､し､予備哭験として

え例のニ叫リを用いレ頚影欠のあでで'次｡-2.心,z.心44おu=a･,atたぱ灸.
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ぷり｡｡g叔≒4心U乙にH即溶液を注入し刎釧し棟識細肥は汲､J別て

疹征した｡ 従｡てぶ､心れば漣細胆右會むであううお､体幹の筋き支祀する

蓮籾神緑顔把わ含むと短ヽれれる｡　　玖上のニとカヽら鳥類の賛格菊を受配する運勧

神軽細既ぱ脊髄膜拘で頭劃カヽら尾|･ボ連なる紬胞尨刎1滅し､頚膨火剥繋仏

膨丸tぱ凶限の瞼を支配する遵蛉坤経細把おイ4呻抑)玲か支派吋がむののタト制に付加

Lたたぬに差軟禅経細屹の霧瓜紅ぶ｡λz&と引て分カヽれ刎ご溥えられる｡　　ニの

推尾をよリ成哭な11)のにするrてめ肘か体軒の浩を効己する遵斡坤錯｡細胞の斯在を寮貌

のいういろな酌さてヽ'哨らカ六すう必委お為る｡

屏乾ばす来刎巾講造を持化ないお､価々の痢唾姉饉叔出入/ノしている亦艶

の鮑廊て廿咋を仮定し､これを髄診とらイ寸けた｡ 昧神繰蔵ヒ勝μ非呻綬藪を

構成するおのおy)の嘔髄泗経腹扱を切跨し代のちに観噺され斥変佐籾祀の分抒乾回ぱ

切断した腰枝に相/芯･ずる親鈴1胡て隈られた｡　　しカヽし評細に検灯す刎り縛イ長

膨火では灸裡細胞の姑徊包,師の方お根糸のあでヵヽら浹吏した麺節の牝凶よ/ノもヤし

頭制にすれ糾卸恥7ぐ吃りれた｡　　一方､陳邨抑縁叢に阿即を用い加拠舷て

伴運勲神縁細把の細把体と同時にその軸索む椋鍬され､それらぱ髄葬の1蝕り邨

て寸ま白賓申を尾外剥に軒めに吏な糾ヽ､尾膏丿部でヽぱほほ湊積に乏る二とお'れ如った｡

従･て績夥排緩薮の部位で以膜裡の棄も鳶則の祖糸お出る画でを髄昨の境界に
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し化方かごよいカヽ心しれない｡ 牌仏膨犬におヽいておヽのおのの雌痰を旬孵したのちに

観,蒙され代麦柱紬肥の分栢範護Jと核糸の島さカヽら決め代甑蔀の範禰に相t折存た

し化のぱ運紡神経紬廻の位簾するあ･さとその和繍れ核糸として察髄を継れるあさ紅必す

しむ一致していないためカヽむしれない｡　　ニのように根糸批察魏から斑る島さでヽ髄妙の

吏割と設茫｡する原にぱ白賢1柏てお付る軸帥定行を考慮､しないビ髄妙の境界を正纏に

活めるニとかて゛きないと惑ねれる｡

　　　　旅棹経濃り剛ム背神緩疲を捧成する挙蛙榊緩腹放の訪孵笑験から脈僻経

叢にjl卿常を送っている遂鈴坤経紐肥ぱ片刺で杵ダ｡μ∂備で･め/ノ､腰仏剌哨萱叢に齢察

を追っているものぱ杵&抒ク個でヽあるニとおわかった｡　　細胞死に聞する銀告(

妬這以分ら/タ竹;勿9J以Jづ死yk4-yJ侃£/タ抒;乙咄夕｡,

/92)代お`いで勢毬のいろいろな段揖でニ外リの覆漸丸H恥ム聘欠の滋,λ=汐に

俘在する蓮紡柳緑細窓の数かご教えられた｡ その績蔵､剱1吃菟カ4りっったあと

孵化直前の鉦4た{刻が七疸後の親で必数値ぱ乖研矢てV)むのよ/ノも丈さい｡

心と　　/　　.ダ　　　　　(/卯幻ぱ豚印勣斟哨瞼磋椋蛾汰はよリマヴズの登肋p経

｡4`゛

に軸寒を迭る遼勅坤禄細胞の散おぬ塗俵2-3刺Uでの阿に3/%漬ヤする二とを

示した｡

今加対跨号すゐカヽもしれない｡

促ヅてニワ戸ノにあヽいても孵化後成体になるまてヽ沁蓮歓樺経紺慰赦お

しカヽし､ニのような細把,数の相違｡fまあ'そら《
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本研吸でぱ変柱細胞だけれヽ細肥死にフいでの報告て゛は.&~以タにイ立蓬するすベズの

押緑細把かヽ教之られたためて･あると匙われる｡

　　　ニワトリの晩蝉経叢ぱ乖X川-X匹痢随神縁の隨枝カヽら､腰仏骨林経農ぱ乖耽///-

原X桐匯神経の護枝から形旋されている｡ &-J'(/タク幻ぱ洗神経襄を構咸ヽ

すう37の坤経襄幹如ヽそれぞれ背喧に分カ､れ､背則の枝お集まって背剥坤経東に

腹劃のものド疹まって腹對紳経米になると記辿した｡　　　しカヽし披は哨ム骨林隆載

でヽ{お呻経求にフいで述べていない｡　　&eりぶ&ヒ釦4心イ/汐幻む膨瞬萱

叢でヽぱ次心ふ乙･9.乙ぐ背針神縁豪)と必｡公ム,｡議,認丿賎新榊軽東)

とい傾1鎗を手け七ヽるお､臍仙刳車縁叢て･ヽはこれ硝疼副丿泄ていない｡

711湖咲で･の観蔓に£うヒ脆神粒叢でむ腰仏剽嘸蛋裏で･むとむに排蜂良左債成する右切

お`のの榊軽襄幹は背膜に分カヽれ､背剥の技お峯おて獅削乖経豪を､牌jljのもの

か専おて膜傭lj僻経求を影成した｡　そして統搾経載でヽ背剥枠降求ぱ挑劈聊緑は

腹飢稗縁東は正中尺肯神鮭に總で､一方勝仙剰叫1義て･ヽ努則禅賤粟の延長は

大随神経と緋骨抑禄に　賤剥僻緑衷は削鎖僻縁と緑骨神絃になった｡

従って脆稗鋒廉と同被{て謄1ム樗神禄叢で右また排縁爽を犬さ<背腹にすなわち

背刻神糧衆ど牒剃禅縁剌て砂することがべヽ'さる｡

　　　回欧の個々の断を支配する坤紐を坊所すると萱握細肥は禎孵皆片上でヽ
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ぶ,ふ,9のあ徊舶ll邨位を占め､彊尾万郎て紐喪く漣なる紬把枝を形成した｡

ぷ｡心ヲにお`ける遅蛉呻経徊肥の位置と倅経襄にあヽける背腹の神柾東との筒には饗な

関係おある｡　　すな-わち､ぶ一心βで･より外剥に疼狂する逆勅坤縁輔影肩暗j

,榊経東に､より|騨･｣に位置する秘りぱ膜側神緑東に軸布を送や｡　　二の還齢呻縁

細吃ビ僻捨辰との哨の位置廓怖すなわち､ぷ､心9で･の祚昨吋神鋒求で但背腹に

なる卵糸ぱ前肢と積肢てヽヽ氏通:している｡

ニヴトリに関して島taぐ/タ2ク川t大統の断にフいて､?4ぶ以｡r/9約は下腿

とむ憚池フいて､ぷ議仙｡J/町幻ぱ前肢の廊てフいて亮生学岬研促を行い､凶辰

の齢おヽすべて背腹2フの齢原基に広采するニヒを吼い必した｡

(/竹幻はHRPの軸弗内齢送拷謳汰によりニワトリの胚でヽ禰々の悛欧助を支配する

遡斬榊経細肥の局汪を叫らカヽにレ背剰跨碓基に脚采する齢ぱその拷能や威伴に

紬する位1とは鰍関係{てぷ｡ふ4タてヽヽ外則に疼在する還齢蝉経細肥によべ支配･され､

吻喋剥晴釆基{て脚14とする齢ば1メ浄jの遭動蝉経細肥によ,て走蓼乙･されるニとを承陵し払

器弓布戸/9幻は岡祇にニヴ抑ノの胚と舛毬旗で豚印輪粉哺継煮波まにより

個々の仮欧筋を走鐸乙する遼斡紳輔爺胞のよリ坪細な旭詔豺乍り､,乙肖ふg-,ぬ

ぐノタフ幻の紡諭･を疎かめた｡

輸遠携熾汰{

'比与ぐ/9J)ぱHR印鞍察内

はりニワトリの難て噌1ぐの荊賤助を支艶する運軟棹械滋遡lの鳶在を剛り
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力ヽにし､,ど長必z4心以/9汐)の示峻した蘭孫お前収て治成り立フニとを牙､した｡

価jl･濠根基と陳剥断原基に出来する蝦ぱ本研吸によるヒそれそ`れ剌N禅経歳と腰剥神軽

東によ/ほ乾される瞼に一飲すゐめて･≒運敷神経細把の位厦ど背贋の神耗表との聞係

を哨らカヽにした乖奥験の頼果は遵勃坤経耀肥済泣叢れ背腹の筋原基に闇伶するニとを

示Lた　　　ぐ/ヲ7幻､4タ抑ヤベ/9めお`よび　　　ど汽戸/9おの

秘莱鼓怖する｡ 捉ってニワドノの前映ビ悛賦で'ぱぷ心4卯)外測邨の神棟細肥

一貨則神経東―背制賠蔡

賤倒僻経乗一　腹制齢原基ま来の節ビいうi弐か成り立フ(函/クぷ)｡

ニのような筒係ば哺丸鎖の悛収て哨成り立フ｡ 島,a44ぐ/9､夕/jはネコの

後肢で哺劉禅経痕に軸布を送刻0力神降嫡肥は腹周てヽ吽則に､賤頂･｣神経求に軸索

を送るものは|匈引て疼か紐二とを承した｡ 汎高､Jどと瓜ふ6ぐ/卯/以

マヴズの後肢でヽ､吸しら｡｡&-Jね尚｡z44い認&(/卯幻はラ斗の後齢ごヽ郊IJ

蔭原tは脚疹す刮吸を支紀する差籾神緑細薦ぱ河u'J物豪基に脚来する断を支配する心の

の外側に位厦ネ5ニビを剛旬ヽにー`
}

た｡ 哺乱鎖の前賤齢を支配ね遵斡痢き細肥

の局在にフいての叛都j:教ケないお､今までに租参されたものにニの関係を呑てぱめてみる

とヽぶら肖,cヒ知C&-ぐ/%ク批よる常コの締果でヽは背刻禅経東に麟案を送る差鈴帥縁

細吃加儀妙剥に､贋側榊緑豪に軸弗を進るむの叔背1刃劃に､迄Jlzらぐノタ即)の
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孔トの禄漿でヽ゛ぱそれそ卸外劉と内剥に位厦す討うてヽ･ある｡しおし､瓜心&ビ

､‰J回/タ妨加才すガヽずyレビイズ､右よびヽ少aら戸/タ2わ,刀ラ訃剖刺Fm£むいい除j

榊終東ぱ腹側の遼斡神経鶴限から､雌制神鋒れむ劉則のもの4･ヽらなこるように尼える｡

　　　忍辱｡4ど瓜s･e(/9妁はキ/○がヽメで後脚)前背剥にある暇(徊･湊県差EIEJ表

の断)を支配するt如坤禄細吃れ胤跨の雌外膏池疼在し､後腹剣にある鯖(腹倒齢原

基ば7来の絣池支紀す心ものか凍角剖孝内制に拉置するこヒを示した｡　　　どλ,4d/タ悼

)ぱヴシガtルで腰イム衡丸ァ)蓮蛉呻経細肥のうち践制の泰匯か慨闇昨の威暇と騰廓昨

のイ申晦を､頭賃剥の痢回紅殴聞昨と足首の仲妖弑はヽヽ陵関蛉の皿蔽を､尾丿細リの

奏団牡Urと携の威紛ど伸筋を受紀すうことを免い浪した｡　　乙｡ぷ(/町ぶ)はマプ

リガヅXが`i･レの検賤てヽ弟タト膏jの噛を支配すう蓮i防神採細だかこ1夏荊の祚刳部に､後内

側の筋を走面乙するむのかごjメ接丿邨に疼在するニとを哨徊ヽぱした｡　　　征,てすべての

即足斡宍てヽ'回甑の節を受紀する遭勃琳経軸絶ぱその軸察き背恥晰祠吠遠るか腹剣

柳経束に選るカヽによ｡て､すなわち背剥齢乖基に必紅た断左受紀するか腹剥玲県基

カヽらのわのを吏配す糾ヽによって外債11と内劃に､あるいは膜外劃と背囚剥に祀慮されて

いる(叫/クぶぷ-f)｡

ぶ吟｡ヒ芯-4(/夕匹収アガェイ細)/種G叫がぶ｡以J=め牌鮮

弑配する遼動神縁紺肥の角在1示し孔｡ ぶ吻4ぷぽ)胸粁ぱ背劉にあゐ
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挙£筋と隈制にある下刺節カヽら成･泣ち､争上暇を受範朽遼如蝉陳=細貯刹誕衝の妙則

部に､下制助を吏配す4･わのは賃囚劃部に疼在した(函/貼洗).　支紀晦に

基ブく是籾禅縁細廻の内祚方同への分離ば叫茫動何と阿様に軟骨剌黎のみザ4為

て方兇られることカヽら､おぞら《叫足軟卿の27の爺乗基ぱ然鎖の鰭に右{す刻捗比咳側

の㈹て､Zフの埠峰東ば躇の27の筋を受銘ずうためは背腹に分技し加呻繕に忽潭を

もフ回1ヽわれる｡

　　　　症位の鰐を吏範する蓮勃神縁紺胞ぱ扉髄影大郊の接頂引て､遠位の勅を

受紀するものぱ尾剃に存夜するニとれネコの後欧(名｡｡z｡,･｡2.｡/タ､ク/λネコの前脱(

jな乙yビ剋9が44./貼幻､ァホロ作ルの前欧泌ド乙今とら以に/タぶ7)

ヴシカ゛おレの後欧Gλa4./町心､ラ斗朗削吏(&Jkら｡/タ抑)､ニ好リの釘胱

ら　　　'　と窃少,/卯心でヽ報告された｡　　しかしこの位厦閲偉に侭足昨な

考えもある｡ と茨お4ぐ/タ江μ,`よび'仙司必yぐ/佇匈ぱニワ

μノの後肢てt伸郎て吃れば'段劃の運勧禅経紺胞か遮位の齢を､尾剥のわのお

遠位の蛎を支釘する傾向カ哺るおヽ､大腿の断を麦配する還敵棹縁細把は腰仏膨犬

の最恋尾制にまで衆か与ている二どき示した｡　　吸以ム~,4認'りS乙g(/行/j

はマ々ズの悛殷てヽヽ運靭瀞祗呵惣の頭厄游可の位1とそれ針史配する裔の迩位逮位

オ向の位1との降には苑判治徊闇節りヽ涛在するとは班らないと這べた｡
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瓜會,｡謎いλ4･バ/9μ川丈奇ノけカヅの僕趾n逡政の匹を支配ずる還軟神経報氾

は一般に延制の髄蔀てヽヽ隨い蔵される加､迫位の筋を走配す5むのは腰仏膨丈の全伴に

疹在するニとを哨らヵヽにした｡　　ネ研菟でヽぱ討輝節と峻閉吟を境はしてニワドノの前胱

晰ビ接欧齢を迫位と逮位に証分した.　　前朕ご゛頚膨犬岬槃側燐ぱ追位の峡だけ

を､尾刻鴻ぱ遠位の浙だけを支配している紅､犬郎分(寥X川寮髄昨の厄副郎カヽら

拳X祚餉鮑蜂のキ則㈲てつは迩位の疹ヒ追泣の緞が彷を受配している｡

後朕で4Z遠位の筋を支齢ずる崖軟体経糾肥は仏曾神縁痕に腹捷を凪す髄昨に隈られ

ている仏ヽ､迫位の助を走紀するものは腰仏膨丈の才べヽぴ)髄昨に疼在する｡

従ってニワトリにおヽいて{ま蓮剱紳粍斬肥の玖む辨7の絃鷹とそれお覚妃する咲の迎位

並位オ阿の位置ヒの閉に都関関怖れ存在するとは言い難い｡

　　　乖研乳で凶胱の酌の迩位違政万阿の2砂を背制お`よy牒倒の神紐米によ心

神経支祀ヒ粗み合わぜるニとにより､降原の暇を次の卒裸類に分銭した｡

jなわち､賛須･漁糾1東はよリ吏溥己･される迎位の筋ぺ印)､背斡呻縁求はよリ走紀される

速位の筋(以)､隣憚･J琳経表により受紀1れる迩位の鰐(吟)ヽ　賎參丿榊経乗に

より支紀される遠位の鰐(以)で`ある｡　　二の分畿に仇7てニワ戸ノの四肢の鰐を

責紀1る週勅榊締細把を区利判叱ぷ~晨49に遵勅神経細把のぐフの熹田れ宿在

すること糾わかる.　　それ叫割聊り力ヽら外制に同カ`クて蹟膨大て¨ぱ冷ヽWヽpFヽ
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D&の哺に(ぽ/クり)､隣仏膨丈て゛はWヽ沙､pd､印の嘴に(|回/好/)紀列する.

このや鎖を哨乱償の後脚K支配する運昶神峰細肥(&7九,-lj4,/9ぷ/,ネコ 曹
夕

迦｡辿,4.必ヒ瓜k･･e｡,/9んマヴ疋　;　　　'j　　　　　-　　　　　　　　とぶ&｡｡

/9J,ラ訃批きてぱめて吃るビ､腹炳でヽ吟は賤|邨･j邦を､Wは背l巧劃邨を､師ば

腹ダ㈱郎を､pdぱ背州則部を占める傾阿加あるぐ回湊d)｡ 従,で運無坤鋒

細肥の紀列ぱ鳥慨ヒ哺孔鏝で湊な,ているはヽか/ノでヽなく､島芦の預膨丈と痢ム膨火でヽ

･さえ違,ている｡

れ便零な氷峻{

二の相遭｡の成江を考える照に借汝鎖における運斡神齢瞬包の配列

てなる｡

£今4Jヒ瓜｡｡eぐ/9りは李/汐ヴyの検欧折1吏配する運勤神蜂郷把

の局在を研凭し､個々の俵欧断を支配する運軟蝉綬細怒は腹需に杞ヽで嘆乳錐や鳥耀と

比戟してあ則呵白な所･11£はかか以ぃ叔､犬叔27の泉廓､すなわち後欧の釘背制にある

猫を支祀する膠外則部(砂ヒp4:p群)と剌9価節を支gl乙する背内制邨(吟とw:

v群μ(区う7`でさる二とを示した｡　　それぞれの臭婿(p料とV群)の四郊で遮位の

紡牡齢するもの(印と摩j〉は贋劃に､逮位の齢を受配す叔)の(pdとwj〉は仰'沁

祢4する嫡向加ある(爾かた)｡　　'虻なくども足の筋を吏範する運教神縁斬肥は

p料ビy群の肉部でヽそれぞれ最も背參･｣に洵缶した｡　　仙和ぐラガゾの嫌肢節を吏祀

すそ･運斬神緑絹叱の紀列か湊鋏凄生学咋り肘し頻と島類の肥列の祖光型でヽあると
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孤吏すると､哺教模と鳥頬の配列ぱ次のようにして成立したと怒像され仏

噂乱薇の繊欧薪を支爵乙する運粉禅縁銀逝の紅列(ぽ/認j)ぱ午/仔ガツの兪汐J(謁

がぶc)カヽらp群とV群の丙郊て愉印とpdおよy吟ビWの筒の位蔓関俸はその封で･

p群州既牌の外剣郊を､V群おで哨酎夥を占めるように舒籾やせると成立する｡

島鎖の前肢折を支範する運斡坤経頻祀の齢列ぐ�/雌七)ばキノ行ガツの範列(ぽ

/路ご冰らぴ終糾腹牌の外剣にV粁加|騨･Jに/さ削仔=群ビy粁の丙部でそれ

ぞれ迎泣の齢を支羨けるむの(砂と冷Jれ内剥に達位の蘇を吏艶する&の(即ヒ

W)カづ匈引託l痩す奴うに衿教して威立したはちおいない｡　　　鳥禎の後映折

を支記する遵靫神緑帳把の記列o回/訂リは柄¨ラガゾの餌刹(ぽ/心幻糾ぷ畔

お纒伺の外針邨を､y群お朗則邦を､?らにp群い/群の1紺片'それそれ遮仙の

愉を支妃するもの(卯と吟)カ雨倒郊き､　遠位の蛎を走配するもの(沁ピ叫)か‥ヽ

内剥郎を占めるように汐籾して成立したと賂りれな｡　　還斬神縁細1肥の配冽れ鳥傾

と.牌乳韻でヽ､ま枇島癩の撲膨丈と膠仙衡火てヽヽ相追する擢浙ま明らカヽでヽないお'､

勢勧運勧の違いか考えられ心｡　　哨丸顧にぱいろいろな型の衿籾運教釘尼ら

れるれ､最も基本灼なものは咄虫裁と同様に左右の肢を交亙に對カヽすr加瓦糾于

で`ある｡　　一方島癩の斧斡遂勁は哺乳類に比べて特辣化されている｡

すなわち鳥禰の前欧は痛斤のための貿にな/ノ､方お同時に同む･遼籾をする｡
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他上では後欧によリ紺を交互に勧がヽずニ足参行刎氷ている｡　　従ヴて鳥韻と

哺乳舞ぱ､また鳥毅の前賤と後辰は賓仏た様穴の衿討運靫を行っているのでl

二の衿籾運靫を支配している運勧嚇経縮肥の配到に相遭か池じたのか杭れない｡

　　　台律蝉経糸には交參蝉経糸ビ副=交か坤繰索の2糸親ぶあり､一殺に/っの

莽唇に対してニt討㈱1支配し､それそすt捗坑的に作用するヒされている｡　　副記惑

榊経糸のうち仏鮑副交惑峠饉肴前細肥の局在に闇jる研をt主ノヒして哺乳韻で行わ

れ､鳥鎖てヽ･ばほとん七ずhりれていない｡　　　わすかに私jkぐ/9幻はハμで布肥

構築字昨り§xxyl-xxx察髄昨副ゴ心昔貧外側部に細把集ぽ1をtヽ出し二れを

9乙4心ぐと糾寸けた｡ そしてニれ匈山髄釘叱感神経妙貳瓶肥でヽあると考え

た､　　水研凭によリニワトリの仏髄劃交削申縁節前細把ゆ向r貯に尨ゐ回

/仙0おソヽトでヽ乙以-z4Xと恥他すた細肥泉i(て一致レ申闇緯凶制邨に存在

゛ir゛るニとカ哨叫吋こなった｡　　　一才､哺乳頻の仏慨劃交感蝉経節前紺肥ぱ

今<の研凭者によ/ノ郷りr外則邨に疼在するニとカヽ席･されている(　〆　　　　　か　　ら

/%J｡ネコ　;心外｡記ヒ与Jど｡/貼孔才コ;　詞む以ら,/9嶋ネコ;

みなJ火以,辱4,/タ7ゐイズ;政みsぷら,/夕7孔,ネコ;私九-Jと

/以な,/97り,ラ訃　;　索｡尹4らパ97タ,ネコ　;　　　　　ら,/タ拡

ネコ;　λ44.託烏必争｡/92.イヌ　;　　　　　ら｡/行ふ押ゲやレ;
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ジ必｡滉≠どとふ｡双｡/9卒｡孔ト)｡　　従｡て鳥類り豺し鎖竹ま捗跨1上で私綻

副友:唇神栓詐前領肥の感在する位蔓か溥なiている｡

尨みd/9リはハトで測祀構隻李鮪マ挙x川またぱXIV參嶺LW抑シ第XXはたぱ

XXII寮髄詐の中1じ曹背外制坑に存在する細胞集頌をj　　………'゛c｡&｡｡ぐ

次-J比輩,仲す､これ訂交惑神軽昨前細肥で必うど考えた｡　　　　9仙必｡｡,z友

とどふらd/タ即紺遵行柱変差沃によ刀ハトて咬赤粋降妙前細肥加字心喰の背タH則球

すなわち私Ad/9幻の芦努や戸ふ心｡貳｡,べ″ぷk心ボ府探す心ニとを示した｡

従,て鳥鎖の旋溥神緑蛉妁細肥ヒ仏髄副次涛神経昨前細隠は､それらお祢さする寮銃

の齢さは賓なるお柵鴫1上で伺じ部位に位慮すゐよう?ある｡　　　ニれに吋して叫乳

類の交疼榊経昨ぬ附把は広く中閑摩に､すなわち中昨緯外倶･J核主邨､申問賛外制

細則對ls､分4帯､t=P,ヒヽ客付迎にわたって存衣し､特に申哨質ダ碓｣核に貪まれる

こと加知られていゐ｡　　　二こで゛1封恨Fの軸布内齢進丿系識汰による主専な租令

た゛けを引用する(どんツら,/97あ/ヲ7ち掌コ;ぷ政,-z･･訪,/7双ラ斗J

甜辰ヒ必,ぶヂ｡/町孔イヌ　;　ぷU4Jどヒぶ必ぽ｡/ヲフ孔/腎/,才コ;

尽な4G匁�肖｡｡/タグ孔イz　;　　　　　ヒ&芦4,/ヲ7デ,/9z,モルモ訃

;メ1しら｡/卯ク｡ネコ: 画公芦ふなど　　　　　　　　　　｡/タぷり,/タy/,ネコ　;

私漏4ヒ八｡t｡4./タJク,ぞ/しモ斗l,ハムズダー｡才コ　;　心｡J,･ら./9/,ラ訃;
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勉aジ&ら｡/行乙ラ斗;　　　　　　ら｡/9烏モ･Lモ､斗;畠y芦eら｡

/タ打｡ヴサヤつ｡

細肥はそれら妁咎洙する察観の島句ま勢なる馳ともに申酵賛外制輔

節前細胞は‘さらに分柾帚ビ申･じ喰付迎にも分祁するど惑われる.

従｡て哨乱類の交酢坤経蜂前細窓と仏艶針匈9嚇を瞰前

之存在レ交感呻綬

　たた抑以4.｡ぞ

とふ･｡なぐ/タク報)ば灸トのア腰神綬(必感神綬糸)は糾尺Fを所い刳ご楳識細吃の

火邨妁吋朗賛外則部にで･はな〈背反白刎レ〉内邨に涛在する

細把寒摺を心4認c｡-ふ44.認4ぷLd:抑寸げた｡

ニとを吃い必し､ニの

　　むがヽレ哺乱泰の

仏艶副如蝕細溥㈲㈲肥は中心寥刊遮には存在しないと･されている｡

ニヴ㈹て哺聊rl雅丿部に俘征効琳蜂細胞のは糾吋tタ)携淑細肥カ呻周

瞥の分経郊と外剃部､背両の弗副縁に卸笙して尼い此された｡ 二れらの禅経

細肥は豚Fを捨部稗縁叢に用いても険邨柿縁に哨いても全く同裸に棟繊･され穴

ので`鮒墳禰IJ肥の一邨でヽあると剔っれな｡　　孫布祀回だけに帑って吃れぽ'ニヴ円の

仏髄副交惑押廓i肴前細肥{お碑乳顧の交惑呻緑鈴前細廻と稗貯肺上て伴まぱ澗じヽ

牝囲に存雀ずゐ｡　　従べ馬類と喩払頻で･ともに廊律神経朗吟前細肥の砂辱

屹廓お1=測賛のF9･津肋ヽら分在部とタ険丿邨を速引肺外削稼あるい副則索にまてヽ･

広れる細長い領嫉に祢なし､島佃てヽヽは1匈消心‘､哺乳鱗で･は妙針珍か硬違｡した

と考えられる｡
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雌のニワ同で呻心巷の貨タト佃･｣域に存在する豚P裡緻鎖肥の散は左釧か

疸制よ/ル有尭､に大さ釦フ代｡ 殯郵神緑は柑津酸右よび速位の精唸､卵喰

貳看,湯tを吏鉱している｡　　しカヽし雌では左剃の毬磋夥布だげ加剱iすびヒめに

ぷ辿ふ一,とj乙JU｡ぐ/タぶ3址よるヒ左釧の殯非神緑は雑ヒ進位の子各を走爵己

するカり向･Mものぱむ避黍糸玄支祀しない｡　従って雌の仏髄剣交ノ溥禅陳蛉前

租把数における左右の不相祢は唯劃毬磋器糸の発皇と蘭係加ヽあるビ考えられる｡

ニワトリの阪で･蓮枇榊緑細肥と助とのMの漣降か旅立する以前に賓破的ぱ収芽を

籾除しておくと制蛸則の遵籾榊経籾肥かリ外知tる二とれ如られている(なレM叫比

今?肖λλ,/夕7y　j乙ぷy｡,/μ2)｡　　それゆえ雌におす心昨前細肥教の

左右の迦違は本来はだ右に/対存在する胞磋莽糸のうちを住期に右倒のもの加還化

浙矢するビニれを吏配する昨前細肥む消抜する代めに呟すると惑われる｡　　　申枢

榊経糾りの坤鋒鎖肥集凶のうちその細胞教に雌超てヽ`相遭かあるニとぱすて''に知られて

いる｡ 岑髄て1釦･瓜u4Jご泌,ツぐ/タク/拓`よタ尨九yと乙認zu4-(/タzz)

(ゴリネコの相殯外剌社の細肥赦カヽ゛雌よりも錯て哺tに馳ヽニビ､ふ4認･,･･eと

応4必r(/9幻によリ雌ラ斗の膠髄に存か紐貳海締伴昧ど肛門考菊を支配する

榊経核お雌では梯,jヽしているカヽ知ナているニビ叙報背されている｡¨ヽ　しカヽしキ枢

獅絵糸tぢの神縁細肥赦に左右て噴免tカ哺るという報惨は児在まで'のとニろ妬台たら



133

ない｡

自律榊経糸は厳優にぱ蓮齢姓の神絃細胞によって構皮されるかヽ､1§呻師陶嫡維

ととむ{て凶繊知覚柳緑練練クヽ凌っている｡ 如t棹経蝶維によって取'ノ込まれた豚F

ぱその･s絹き体を越えて脊如聖以け痍隋むS汽､細痢哨yりjぶその終末邨をも椋俵した｡

ニワトりでH即を殯邨神緑義に削いたとさど隋幹神蜂に閉いたとさて･･容髄背卸ておヽける

知む㈱鴎妹の終袁域{て相違カヽ僥られ､ぷ｡｡ふ42と3には体知む4･経稼緩

の終末嫉おヽ､背両外俵･｣縁カヽら背隋底､背灰糾漣さらに対劃の背内外剥縁には内繊

知t神縁媒妓刎亭求域卸存在すると翔昨された｡

哺家瀬におヽいでィム甕L副砥惑押経に件引ぢ臓知t神緬殲維の怜《は背岡ダト傍j

縁に仙て終末を作リなおヽら冲胡む4j邦と背周底に達し残リば賃画の内劃縁に洽

ってtリ､背灰肺池む駄火さな終求域を硲成`すると柾皆･されてい剔'灸り芦｡ら

/タy/　;　　　　　　　　　　　飢/夕yJ蓼
夕 とβ｡ざ,/タ糾ジ｡

一方叫乱鋳の交巻榊経に伴う内漱匁凌神経殲岐は背涛の辺緯帯と内剥繰に終末

寸豺回沁Jしゐ4.｡/鮨む､あるいは今《ぱ背陶外債り縁に妬て走り中岬|外制

我の刈tど背角底に終4t､一部は背即聊･J嫁に;分,て吏り背灰白次漣に違すると

でれている(洸4ら,/卯J｡/タ糾　j　ふ｡~-kふ,泌?,/卯μ;　私J･と

或外s札/タおつ｡　　ニのように嘴軋饌の交赤伸練U伎が軸1に件仰漱
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知覚紳経槻維は背狗の外剣練に

綬鉦かご右症するようてヽ泌る｡

淮って吏うものヒ1寿則縁に;柘て乏るわのの2つの

しかし､ニワ戸ノの仏髄刻如き棹緑に件対;り廣

知覚神隆綴椎は賃岡外則縁に夕6て吏る程諮-た¨け州き:在し､j機り蜂に心て

之るものぱ妃い出jぎれなか｡化｡ それゆえ､､島癩で･ぱ啼記鎖の27の経路･のうら

背肉の内制株に沁て走仙のカ僕けてい励ヽ､もしあったビしでも剌謎であるヒ感わ

れる, 従って叫乳類と比軟して島粛でぱ|町緻瓦射弓の形成あ心いば円議

知tの上行栓伝導夥七脳への殺肘惨域に報違か･あ心汐､心しれない｡

慨印勅布即酌送無熾汰によリ ､ニワ㈱の仏髄に払ヽて副交疹吋締笥フ前

柵吃の分亦域およ'yニれまでヽほとんヒヽ･知られていな釦ッた件知t神縁腺珠と則交惑

俳経に併う内眠知覚粋降線絃の終末埼お哨ら糾7なった｡ 従ッてニワドノの

仏髄に{お時匝の聞連によって無丸吋に実仏た与7の善本部位お存在する｡

ずなわち泌~晨ヲに存在する骨栢蓄を走配する俘運斡坤経斜把の分赤城､字問資

の榊'J秤か邨牌邦ど外剌邦を急って背陶外側線にまてヽ広おる仏髄丿佼惑神緑

吟前細胞(凶繊逓新排経細肥)の分牽破､認k心｡zヒ3に存在する伴如絶

神経線嫉の終米城および``賛削キ則縁から背陶底を逓7て背灰紹ご連に統く内緻

知覚禅軽蝶維の終味嫉て哨る(i/ク7)｡　　右そら《ニのがフの基す部佐

ヵ哺瀕｡の鎖剰から尾側まて漣なり､申拒神蝕:糸の基キ的な構成辱素に仏ている
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と児われる｡　　二の康ヽを哨らおにするためにぱ客親のいういがr漸さでヽ､怖て

支氷畔経糸だけを含み､&･炭港排経糸卸ないとされている･晰腿に払ヽて内臓`

排紐と肪問排緑の起惨細肥の釣在おjぶヽ'それらに希まれる知胞林陳緯粧の

終未賊を追よし､47の基本郎位の在り才を碓認するぬ1釘あうたヽ･ろう｡
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參
j･-
/X 奪 総参略約

ニワトリの前肢蛎ヒ僑肢勁を支配する運剱神拝籾肥の局在を迩作注麦姓汰に

より研哭し鳶｡ 変栓細肥は捜膨犬と降仙膨火で弗にjモラヅ隋1鴻溢｡｡心ジ紅こ

存在し穴ので≒　ここお匹1肢の峡を走配する運勒神経細胞の局在祁信芒･ある｡

晩棹縁表に軸參を送る遅勒排経細把は玲剥で約心ぶ卯頷､腰仏刳坤糖叢に迭る

心のぱ約孔ぶクク個で･あ｡た｡ 個々の妖を乏配する遼斡神緑奴祀ば孟一沁し

仰)内郊でヽある特是の位重を占め､頭尾方阿に漣なる細胞尨を焉成ヽLた｡ 前款

後政ビむに諮､心汐刳向1り部に右在する遼郵神耗絢肥はその輪寄を背制神締栄に

遠リ､背衆･｣咲楸基にi来する蛎を支紀する｡　　　一方､jにふ｡9で何催･J部に痢gE=する

運籾徊條細吃ばその軸宗を飴則神緑束に送り､膠側勁栗基に脚未する妖左支祀する｡

背備'j(p)あ`よy腹創(V)の神緑表に軸索を逆る運軟蝉経細肥1それそy近化の晦

(糾を走祀す飢,のヒ遠位の嶼(j)を走紀す制ンのに瓦分すると遼斡神経班祀はなフの

喪ぽに分げるニと加でさる｡　　　ニのなフの集1は記以ふ4.9の吽

ク海沁向か｡て頚膨火で･ぱ沙､W､印､D4の哺に　腰仏衝大でぱW,寮

政､印の債に紀則し､両肴の肺乙ヽ溥籾神帰細把の銘列に祁達か游右する｡

　　　　ニ外リの碑邨韓経叢□喰部枠隆の近拉の齢'鴻にH尺Fを用いるニとによ/J､

併運勤神経細だと仙髄刹孔惑禅蛭峰府細肥の釣在､玄ダ{対紐ロ覧神緑嫁旅ど
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内繊邨覚抑植線麻の終末嫉を研賀:した.　(り徊刹政走紀ネるィヰ避歓神経

柾雛ね弘ぶJ沁疼在した.　　㈹仏髄劃交惑昧経向恂既､申功ち円繊

蓮斡休削揖胞は中政溥の賃外劉邨は位厦しこヽ≪ヤ教はゆ問嘆の牛財紅妙則郎､

背印)クトj･J嫁にも吃い出された｡

終宋嫉をむつことカ姉か示｡

　　(3)鉢知t神経韓袱ぱ滋ぶ,4zヒ3に

(4)仙馥則交參呻縁に伴う{司蹟知t神鋒練絞

ぱ背爾の妙刎嫁加ら背鴇底､背灰刎腱｡を遠り対劉の背陽タ油丿稼{哨でμ釦る

吾徊釦て終末を形成した｡

4部但を£利てヽ･さる｡

左剥か4;イ則よ/珀有免{

伏ってニワトリの仏鮑です挑との関遮によ,て上紀の

雌でヽ㈲j寥の背妙偉･j城に鳶在する袴識細吃の就ぱ

て穴さか7た｡

の亮違ど闇怖おあるビ恋われる｡

二の徊進は絃に右け心左制/t殖嘉糸
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表1 烏類における膨大部の腹角に存在する神経細胞の分類

Streeter(1904)

ダチョウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!atera2L　group

entro-1ateral

ells　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lateral　ceuお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ldorso-1ater紅　eeu皐
hTber(!936)

ハト

medial　column 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1atera1　coよu瓜ね

edial　part　of　lateral　colu瓜n　　　　　　　　　lよ副;er£Lp収rt　of　lateral　eolumn
Goller(1963)

ニワトリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nucleus　motorius　ventr収11s

edialis　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　later41,↓s
Matsushita(1968)

ニワトリ

Nucleus

ornu-commissuralis

anterior

　　　　　　　　　Nucleus　motorius　cornu　征nterioris

ucleus　　　　　　　　　　　　Nucleus　　　　　　　　　　　　Nucleus

entromedialis　　　　　dorso瓜,edialis　　　　　　ventro1ateraユ1s

Nue!eus

orsolateralis

BrinkmanとMartin

　　(1973)
artin(19了9)
ニワトリ

1amina　8

¬¬dldillm

la瓜1na　9

LeonardとCohen

　　　(1975)
　ハト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Layer　工X

edial　group　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lateral　group
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表2 詫神経叢を構成する脊髄禅座腹枝の愕断に尼いたぢ料

|･-9 品種 性別 　体重　|生存期間

890(菖)　　15(日)
　830　　　1　　15

　930　　　　15

,05o　　l　15
860　　　　　　10

　900　　　　H

,090　　　拓,40　　1　拓910　　　　12

　880　　　　18

　74{}　1　13

切断部位､ 薄辺方向

左XII卜XVH

　左XIH

　　左XIH

　　左XIV

　　左XIV

　　左XV　｡

　　左XV

　　左XVI

　　左XVI

　　右XVH

　　左XVI　I

水平断

横断

平断

横断

平断

横断

平断

横断

平断

断

平断

I　　　　I

　　2

　　　3

　　　4

　2
1　7

　1
　　9

　エ｡

111

チヤポ

ヤボ

チヤポ

チヤボ

ヤポ

ヤポ

ヤポ

ヤポ

ヤポ

腹

ヤポ

吉

名

き

S

152



表3 個々の前肢筋を支配する神経の切断に用いた材料

個体番号 品種 性別 体重 生存期間
切断部位● 薄切方向

12

3

4

5

6

7

8

9･

0

21

22

3

4

5,

6

27

8

9

0

31

32

3

34

5

6

7

8

チヤボ

ヤボ

ヤポ

ヤボ

ヤボ

チヤボ

ヤボ

ヤポ

ヤボ

ヤボ

チヤボ　ボ

ヤボ

ヤボ

チヤボ

ヤボ

ヤポ

ヤボ

ヤボ

チヤポ

ヤボ

ヤボ

ヤボ

ヤポ

ヤボ

チヤボ

ヤボ

チヤポ

古

吉

古

古

S

S

古

古

1,05o(g)

　880

,180

,360

　890

　　770

　　910

　　680

　　660

,040

　630

　　900

　　960

,130

,140

　630

,400

,270

,000

　900

　　950

,010

1,040

1,130

,170

　820

　　980

16(日)
6

16

16

6

6

17

17

6

6

6

6

7

6

6

6

6

7

17

7

7

7

7

17

16

8

8

　　　右　1

　　　右22

　2

　　右25

14右22

　　石16

　3　ぢ　3

5右23

　右6と7

　3石　1

　2

20右22

21ぢ20

11ぢ9

　3　右　4

8ぢ12

左Iぢ10

25右24

　　ぢ26

3右16

15右16

　　ぢ17

　　　酉21

　6　ぢ　7

左13右13

28右27

19ち18

横断

断

横断

断

横断

横断

断

横断

横断

断

断

断

横断

断

断

横断

断

断

横断

断

横断

断

断

断

断

断

断

●切断部位の番号は図3 5の[E]から[互E]に一致する｡
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表4 腰仙骨神経叢を構成する脊髄神経腹枝の切断に用いた材料

154

個体番号
l=t　●

a種 性別 体重 生存窮聞
切断部位●●

　1

　2

　3

　4

5

6

7

　8

9

0

1

　　WL

　　WL

　チヤポ

　　WL

　WL

　WL

　WL

　　WL

ヤポ

ヤポ

チヤボ

古

古

S

1,79o(g)
,340

,600

1,08,0

,370

,460

,240

,700

,490

,200

　960

　8(日)
　9

6

9

9

0

9

　8

6

1

1

右XXIII-XXX

XXHI-　XXVCr

XXVCa-　XXX

XXIII

XXIII

XXIV

ぢXXIX

XXV,XXVII,XXIX

XXIV,XXVI,XXVIII,XXX

XXVCr

XXVCa

XXVCr

左XXVCa

XXVI,XXVHI,XXX

XXVI　I

　●品種の中でWLは白色レグホン雑種を示す｡

●●切断部位の中でXXVCrは腰神経叢の形成に加わる第XXV脊髄神経の

　　腹枝を､XXVCaは仙骨神経叢の形成に加わる第XXV脊髄神経の腹枝

　　を示す｡



表5 値々の後肢筋を支配する神経の諮断に用いた材料

個体番号
|=l　,●
a種 性別 体重 生存期間 切断部♂゛

12

3

4

5

6

17

18

19

0

21

2

3

24

25

6

7

28

9

0

1

2

33

34

35

6

7

8

39

　チヤボ

　チヤボ

　チヤボ

　チヤポ

　チヤポ

　チヤポ

　チヤボ

　チヤポ

　チヤボ

　BL

　BL

　BL

　BL

　WL

　WL

　WL

　WL

　BL

　WL

　BL

　BL

　BL

　BL

　BL

　WL

　BL

　BL

　WL

古

古

古

古

♀

吉

♀

古

1,49o(g)

,250

1,080

,010

1,110

,090

730

,320

930

,450

,360

,240

,210

,780

,710

1,730

,900

1,920

,6　90

1,380

,950

,250

1,520

1,610

,730

,580

,410

,920

16(日)

6

7

6

6.

6

6

6

6

7

6

6

16

6

6

16

6

6

5

6

16

17

7

6

17

17　'

16

16

左11

左　2

　　右10

　6

　4　む　3

　1　右　5

　g右　8

　　右　7

　9

20右14

　　右17

16右25

26

左33

　　右31

31ち32

13右12

　　ぢ12

13

　　右24

23右22

29右30

27右28

　　右15

21む18

33右33

19

16と17

　3と15
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●品種の中でBLは褐色レグホン種を､WLは白色レグホン雑腫を示す｡

●●切断部位の番号は図39　-　41　の[E]から[召]に一致する｡



表6 陰部神経叢にHRPを尼いた材料

個体番号
ロ　●

a種 性別 体重 手術側 薄切方向

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

0

1

WL

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

吉

♀

♀

1,23o(g)

,700

,610

,430

1,600

1,410

,580

1,660

,730

,500

,430

右

右

左

水平断

横断

平断

横断

平断

断

平断

断

断

断

断
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●品種でBLは褐色レグホン穏を､WLは白色レグホン雑馥を表わす｡



表7 陰部神経にHRPを用いた材料

個体番号
　　　●

種 性別 体重 手術側 薄切方向 観察訃♂゛

12

3

14

5

6

7

18

19

0

1

2

23

4

5

6

7

28

9

0

1

32

BL

L

L

WL

L

L

L

L

L

L

L

L

WL

L

BL

L

L

L

BL

L

L

♀

吉

♀

1,390(g)

,390

,310

,910

,130

,570

1,410

,340

,420

1,380

,100

,270

,550

,610

,200

,880

,550

,370

,550

1,180

,490

左

左

白

水平断

横断

平断

水平断

平断

平断

横断

平断

平断

平断

平断

平断

平断

平断

平断

平断

水平断

平断

平断

平断

平断

神経節

経節

経節

経節

経節
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●品種でBLは褐色レグホン種を､WLは白色レグホン雑穏を表わす｡

●●観察部位で神経節とあるのは脊髄のほかに第XXX-XXXIII脊髄

　　神経節も観察したことを示す｡



表8

1ぢg

中心管の背外側域に存在する仙髄副交感神経節前細胞の数

手術部位

雌 推

左 右 左 右

陰部神経叢

部神経

1,291

,411

,455

,391

,481

1,085

　960

　854

　　939

　　853

1,323゛

　999

,379

,273

1,241

平均値と標準誤差 1,406土33 938土43 1,243土84 1,241
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図l　a,4　　潅汰破置の写真(,λ)とその摸穴回(別

この裴1を附いるこビによって浄液の恙X､μ力を自脚に変之るニビ馳ヽて･きるし､生蓮貯

食泉氷と園呪浹の何りカヽえわ蓼恥吋ヤ之る｡　　乖回皐の仏魅劃交き神経布に

Mする衿純で`ぱ啄夥叱三万コぶを/っすつ増やして､生蓮附食焦氷､凶呪液拭

タ蒸稀漆波を･･涜次潅旅で･さるようにした｡

　　　A:　氷鏃瓜カ付

　　　5:　吃気抜き
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諾4

回2　1-c　右制の9z｡　　　　　　(i3,[□)を旬貯して/紐悛に凶定した

　　　　　　ニワ戸ノの寮教にお`{す心遵齢峠緑細胞

　　淀　:　　　集xjV寮髄昨の中吏邨き適る検町切片の全侈イ象

ぷ

C

腹角には内外27の細肥莱�､ぶ｡ふJり汐おあり､変柱租7把は弗に

晋俯剥の忌､λ,夕に吃い良された｡　　　　CC､中心菅｡　　　X　20.

　1司-t�Fで右制の晩荊を拡犬した戴慟丿免界真

萱性細肥(SFC)はぶ心-汐のある跨吏那位を占釣た.

　|司一切片てヽヽ右側のぶ､沁tタを拡丈した顕激漑l琴真

X8官｡

益作欧変桂を起こした差蛉呻経斬胞(C)はニッズル弗賓の扮択化､酋の偏

伍､細胞の廓潤によって£弗な細絶(Λ/)カヽらi利でさる｡ X350.
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小文啄の峰考は押経石を示し､それぞれ

図3-5 前睦晦を支紀する神軽の埓跨哨瓦と灸柱細胞欽

個々の前欧吻を走紀する神経の切跨郎位には□]から[云]造で狗整獲番号をフけ､

その神経加支紀している防の玲号(火文字)ととむに切跨したヒさの萱他細吃飲を回示

した｡

図3　　左劃の絶柿緑蔵(背制淘)

ローマ数啓ぱ參髄痢徊隻枝の香号を､右婢の数剃徊同紗賠隨扱を加貯ロこ

ときの勿吐細肥就を表わす｡

図μま化ぱ回ぢの岡じ記号を付けた榊経に暁く｡

　左刻の前欧(背管』廓)

背則神緑凍参ら分枝ネる粋瞳の分亦をホす｡

　左制の前欧(陵副関)

陵狙･』排経乗から起こる坤経の分弗を表わす｡

医斗

旧5
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図6-10a-c晩神経叢を樽成オる個々の飼匯梓絵賤枝の切跨郎位と変姓細把の分祁

　　　久　:　　　脊眺神縁膜扱の切町郵位

　　　　　　閲申に喫線でヽ護扱の司跨部位をホす｡

刄

C

　水和町切片てヽ覚られた刎生細吃を/枚のトレシンフ‘々-パーに重ね兪わせたi

ち制のローマ叡客ぱ察髄洲1縁の蚕号を承す｡

　摸孵切片で見られた麦住肺7把｡の鋤尾｡方向における分疹

絃軸は連梗す5檎跨切片2∂放ぐヽ抑シ-)に令まれる妬匪部胞軋をヽ襖細

のローマ散僻刻腿L咋の誉そを表わす｡

ある｡

図ぶa-c第x削

右上の4ぱ支佐細把の絡教で

変姓畑把ぱ察X削寮敞吟閃に散在し､蹟劃部邨切陣に釦む万り沁か

尾方に進むにつれて考カロした｡　　その絢ま2政個ヒ2∂2個で゛あった｡
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圓7　a-c　僑xlv寄髄神経腹核の切跨

支屹細把は疹×IV杯髄資内に疼在し､尾方に進むほど増加した｡

就ぱ心なお舵甜μ/個てヽ`あ示｡

その
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%

因2a-c　俸XV寮髄嚇経腹枝の切跨

支柱細禽は峯XV脊馥吟内に分布しヽ検昨切片2°枚N∂卯-)に含まれる

その就は頌側制吋最犬になり､尾方に進むほと･･しにいに滅ヤした｡

変姓細吃散ば2.4∠卯ぎと2ぶμ/個でヽあ｡た｡
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げ5

圓ね-c　嫌XVI痢瞼枠瞭腹談の切孵

萱佐絃吃ぱ眼XV侑散節附こ位麗し､罵方に進4L`ほどし忙いに儀ヤした｡

その欽ぱぷクJ恨と釦2個で゛あった｡
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図/叙-c第X卯杯髄神経厦狭の切跨

変性紺隠{丈集xvl捌晩断の延1･j部ビ峯xvll脊髄吟の頌制部副陣にまは･ら

に散泡:し､その就はJ2個と以偶であ7た｡
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図//-3り-c　個々の前肢助を受配する神粍の切孵部位七むb紐祀の局在

α　　:　　紳錯の切釘到池

　　　医中てヽ゛切跨部位の雙倒阿に丁線を引いて堺跨抄ぼを示す｡

ぷ　:　変往細肥折各幾鈴の中発の痢･さヒ痩界の廓ぐの裡跨切片上で･占め姉l置

　　　ロ一マ散啓ぱ斂吟の蚤今を示す｡

c　　:　　　も注紺把の弦もy向におヽける分㈲

威輸燧綬する襖孵埓片2諦ム弛邸々｡)に舎まれゐ萱毬細吃飲を､横

軸のローマ散豺剖瞼鈴の香号を表わす｡

であな｡

右上の九は茨尨細肥の総教

閣/り-ご　凭｡　　　　長乙,4の切跨([□｡)

　　　この神経ぱ池,,　　　　ふ,4ぐ昂Dを支配すう｡　　変柱細だ

　　　は乖X111察髄鈴の申央那カヽら単XV寮敬節の頭剥部まてヽ吻在し､ぶ､4夕

　　　てy膜朗糾t燧&昨むりt｡　　その叡ば3例を平均すゐヒ4ぷJ個でヽあっ化｡
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1別

sl/2　a-c　宍　　　　'ぼむc瓦支記する袖饉の防孵(圧D

　　変柱絃把は乖翔釧晰の鎖制部匹席ハ/寮嶺蔀の頌制部まで仁敷在

し､ぷ｡ふ-｡9で萱t胡則城{

ぷ2イ医で゛あ7た｡

こ吃られた｡ その欽ぱ2例を平均すると
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回3

ぽ心-c　　灸.　　　　　9認-1の旬孵(巨D

この神任は次.　　　　　　ぐ討C)を支紀する｡　　変避細吃は鳴

X川同騏滴中央邨カ､ら茅Xハ/峯娶L岬の尾劃塙までに分かし､滋~心汐でヽ

背ク阿則部に隨られた｡　　ぞの綻は5例を平均するヒ//2価で･あっ代｡
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函/4ひ-c　　凭｡　　　　　'の切跨(区])

　　　ニの坤経(ssj〉ぱ次.4怖｡JS　　　　″a4心む瓜イSHCr)､気｡

　　　4乙4芦認　　　'a･dJふぐぷHa)ヽ茨.　　　　　″(ぷ別

を支記する｡ 麦兆紺吃は乖x川察髄蛉の中央部カヽら賂XV察髄鈴の

顛制部ま別て散在レ必｡ふJ紅唯ダH則郵に絶られた,

ぱぶ/佃であった｡

その就
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回心-c　え｡芦話Jいり四昨([回｣

　　この神絵にフいては僧跨部位□]一圧]の爽岐に細糾外でさる｡　廷

　　紬胞は峯X副殤節の陶11滴カヽら準XV洋鮑吟の中央郵針ヽに蝕Eし､

　　ふぷJでや劃部に信厦していた｡　　その飲は&/總㈲私敦｡
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回16FC 凭9J｡ム｡心乙の吋跨(圧])

二の蝉経は九芦ジ屍泌ふ乙心d以lビヒむに池.芦ぷ｡s乙(恣池

支配する｡ 変姓細胞ぱ察xlv察髄晰邸陛郵カヽら集XV滓髄蛉の

申央邨にまか分砂し､ぷ,心jで價1匈り部を占めていた｡

/,/ぷ刻

その数は
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1引

回/7a-c 灸ヅJ心乙-むムの堺跨(回)

二の神禄ぱ万芦必uぶ,ンーふ心どと批汰芦必●ぶ,(R)を

支配する｡ 麦姓紺肥は挙XV判淮昨の郷哺sカヽら第XVI略観瞼の

ゆ央都に針分亦し　諮､沁｡殆同剥部に位厦していた｡

ば/ぶ別'Sであホ｡

その数
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埓3

訟h-c　　万匹ふ｡ム｡u4£ムヒ兄匹ふ泌ぶa｡1ムの堺跨

　　　　　([Eヒ回タ

この神軽は託に 灸｡芦諮,uぶバ応)を吏祀する｡　　変祉細吃は

參X出察髄鳶の危制邨糾ら弟XV溥髄昨の顛制部出げ分奇し､

認~以ヲ剖筧剖哨部を占めていた｡ その赦以卯丿価1であった｡

二の偕雨丿凌屹紐窓の分肴範匠旅頭働Jにすれているど感われる｡
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詣尚-c　　汲｡｡｡cおむJUc乙Jに3g心汲j｡のな吋(巨])

　　　二の禅経は次｡　　　　'″z,必認訂CBCJを支紀する｡

　　　兪姓細屹は乖xjv寮髄乖ア〉穀剰塙カヽら峯XV寮娩疹のゆ吏邨まて宍淳在し､

　　　ぷ､Jヲで購内制賊に免られた｡　　その散ば/戻刎討ヽあ示｡
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埓7

図2沁-c 沢｡｡ぶ必ぶ.の陶昨(圧])

二の神経は索.辰,芦ヂ峡紳ムぐ?λ　流.-心ふ一分｡

(pMa)､沁｡必ぶ這必4.･心JpMJを走配する｡　　萱佐細把は

疹X11j桐瞼節の向t部カヽら察XV脊馥妙の頌價lj部までに分疹し､一乙●ふ4.ヲ

です吏邨に敢在していた｡　　その就はぶ∠ぶ匍であった｡
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耐la-c　　兄,乙｡　''　必､,ブ部刀跨(巨])

二の徊経ぱ急｡ぷムぶ-44･心(LDj)を支祀する,　　咳と:蛙細肥は第

xlv杯廸妙の中吏部かう峯xv岑甑蛉の尾劃部れ宍存在し､泌一込ヲで

最外債･｣部を占めていた｡ そ印
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採122a-c　　穴｡｡｡.心-｡乙司Jな所7･跨([回)

　　　二の柿禄は次｡　　　　(Hnを支配する｡　　萱祉緬肥は跡

XJV寮髄昨の延則部カヽら築XV寮柩妙の尾命'j部までに存在し､ぷ-4ヲ

です吏部に位.1していた｡ その赦:は忿μ催1であ7た｡
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2びJ

匿23a-c　兄ク,｡　　　　‥'″の切跨([互])

この禅経ぱ汰｡　　　'(ST逆走配する｡　剣左蛎胞,は肇XV

亦髄妙の琲榎･j埼から惨xy/痢鎚L峰の頌剥部までに分疹し､諮z｡ふg｡タ

で呻央邨に歎疸していた｡　　その欽は/タタ僧で歯｡た｡
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2肪

ぽ24a-c　凭｡4心J‰の切孵(【互])

　　　ニの排経にフいては切跨邨位[回-[圧]の奥､験に彬訟吋･きる｡

　　　受姓鎖吃は路刈V察髄昨の顛牒･J部カヽり峯xvj雇髄｡抒の申史邨れヽ･に分布し､

　　　泌一込汐が痢則邨を占めでいた｡　その散はお2膏むヽ柘た｡

憂複細吃は蹟尾方郎て27の集卸こ分かヽれる傾向を示し､蹟制の集函ぱ

Z/J僧の兪,淮細吃を､尾制の集1は3/タ個の麦姓細肥を含んでヽいた｡
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因25むc　叙.太な一-,&り乙,心乙(E四片U己する神帰の恂吟

　　　　　([a])

　　　灸姓細把は茅xjV亦髄節の吻則部から策XV參髄節のg賠｣部までに喀在し､

ぶ-ふJ7で隨タ凶･J郵に貳りれた｡

であ7た｡

その飲は詐jを手均ずると/好僧
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ぽ2沁-c　　況一9ム以k(S汗洽紐吋る坤経の埓跨([回)

　　　奴む蜘把ぱ席xjv痢匯妙即て存在し､込一心子ごヽヽ豪ダり･津昧占めていた｡

　　　その赦はフ湘にあった｡
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因27a-c 免｡44心£&の瓦.　　″'‘の切跨([圧ユ)

ニの爾縁は池｡あぶ｡4,｡4弓ぶ&s｡｡,,c｡,~｡必(即り､淡｡.a芯~2.

｡乙｡｡り｡ム汲-i(EMし･)､　淡｡4禎μ,今&-J,乙(EcU)

を走紀オる, 莞柱細肥は察xv察髄蛉の中央邨カヽら第,XVI脊饉節の

申央邪れヽに廿亦し､込､晨ヲでヽ痢則械に昿られた｡

個でヽあ｡た｡

その赦は/4砧
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函2h-c 免,一瓦心心の£.芦≠｡ふげ印7跨([圧D

二の坤経ぱ気太ふ-･t.ふ1吟い記｡&(ELAλ　浹‥aふ4,,･1.

ふ呼｡い辱必､戸J(1ば)rl)､洸　　　　　認;ぶ｡応

(しノMp)､洗,'　　　必44乙Op)､次｡ぶとぶ､z.｡｡

長6.ぶ｡a乙&z(9A)､沁｡｡心ム｡瓜認孟パんA)U支ずる｡

萱裡細把ぱ肇xv寮髄吟の郷哺叫ら乖xvl寮'1随｡峰の郷t邨までヽに俘在し

孟~心.9でヽク41禎は佐1していた｡　　その枇ぱ/2/借ぐあ｡た｡
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箇2ね-c 先,｡｡　　　　　″″a4,ふ£の切孵(回])

二の獅経は渋｡　　　　'″｡a,.乙£i(CBCぐ)を支配する｡

変柱細把は乖XV參競鈴の前手分に散在し､ぷ､4.ヲで･最も漿頂･jに胞られ

た｡　　　その数ぱ割列ヒも/j¬僧であ｡た｡
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回3叙-c 穴石≠ない吻跨(巨])

二の坤経は次,心管t衣4必ご(昌β)を支配している｡　　兪岐細祀

ぱ參XJV痢酸芳の吻1り燐から多xy寮蛙妙の肉そ部までヽに分疹し､滋､心｡

9で･背朗則部を占めていた｡ その数は3例を芋μ7･ずるビ/ぶ∂僕n柘た｡
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回3ほ-c 穴｡　　　　　″の切跨(巨j])

ニの神経μフいては旬孵部位E亘JとE]の軸釦て細証分ご･きる｡

莞娃細把ぱ集×即齢隨吟の厄則部から乖XVI寮髄昨の避J･j鵠にまてヽ･

育在し､ぷぶ｡釘や飢威に位置していた｡

あ｡た｡

ぞの赦ぱ､びJ備で

莞姓細肥は第XV亦髄節の呼脊

の隻血て分カヽれ､頭剌の集匝ばぶヲ個の兪姓細吃を､尾剥の集回は

4∠.･?尽価の変柱細眠を令んでヽいた｡
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凶32a-c 免｡~乙記iがが孵([召])

ニの紳経は次｡孔zμu£i(ar)､次.芦｡uふz.4ヤ勺必ふ乙

(PS)､洸｡戸2.｡4石y舛が｡.心4(PP)､次,

1やぶ4瓜(し則V)､池.ふ&必必4浸2.&g(/はA)､洗｡芦&｡･z.

JI｡.&g(FA)､　次｡｡4心にぷk弓μレ｡ツふ晨(/X剃冲Dを支配する｡

萱姓糾肥は乖xl日察髄呑の尾劃押カヽら峯xvl亦髄節のり=啖邨d刑て散在し､

ぷ-心ヲでj聯･j織に隨られた｡ その数ば//J佃で泌ポ｡

変佐細肥は峯XV扉髄カの蹟側部を境にして輦尾さ阿に分ヵヽれ､頬創の

豪ほI{す釦価の麦娃細把を､尾劃の載ガはぷJ個の鄭毬:細吃をきんて巾た｡
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図33a-c　λJ‰,昌の切齢ぐ[jΞ])

　　　ニの紳経についてぱ切1療T･郎位[淫]-[亘Jの拠喩Lこ邨瓦分で'きる｡

　　　変姓細胞ぱ參xv寮髄節の抑t部カヽら第xvl寮髄節の尾制鎮まで仙な在し

　　　.瓜･zふ4ヲが恟1･j部を占めていた｡　　その数ぱ2例を平均草ると2砂

　　　佃であ,た｡
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函屏a-c　　次.≠必94.｡¥ごaA4心.(Fひノ址走紀する神経の吋跨

　　　　　　(圧])

麦往細把ぱ剌ぐV寮銃蜂の中央部カヽら第XVI痢匯吟の申央邨れヽに分飢､

汲~ふ夕てヽ‘和･瀞に位厦していた｡　その数ばなダ領でヽあ爪｡
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図3沁-c　兄J‰ぶ4の友.a｡心ぶ,の切跨([亘])

　　　ニの神経は沁｡.'　　　w,tぶ4.瓜(い/j叱胱｡/&9･l.｡叫同乙

｡ふ,｡ぶ.(FpM)を支配ずる｡ 繁XV寮髄妙の尾劃郷カヽら集XVJI

氷髄節の頭側邨までヽに呑在し､ぷ｡ム4.タ刳メ徊･』邨を占めていた｡

その散ぱ/クえ価て･ヽあ,た｡
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函36 各髄昨の申央の画さビ境略の痢さの拷跨郎ヤ上における涸々の窮欧嶮を

　　　　支配する崖剪柳経細肥の冶だ

個妙)前肢断を支配する遭勁棹経佃胞は滋､這卯瀕賊内であう怜茫の梱ilz

を占め､領床方向に細を<逓なる細把枝を形成していた｡　　お`のおのの切跨

例にお討る績莱を総合し､個々の前欧躊喧尭配する運齢呻経細胞汐ららぷJ

の内部て湊妁心領滅を回中に跨糾火文ざ)またぱ神緑弑小文乳)の路号によ,て

示した｡　　μづ散客ば髄鈴の垂号を表わす｡
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2訓

図J7a-c　　前肢府を支配,する遵都僻紆紐聴群の位度と尚の橿能ヒの闇係

　　久　　:　　遂勅神縁細胞群の位置と晦の迩位逮位卸司の位蓋ビの筒旅

全匯岬に見れ{t近位の映を走紀する遣紡神経徊把(糾線の碩域)ぱ頭剥の

敬昨に､達位の助を支配するものぐ極地の碩城)は尾剥の髄斡に祢在す心傾向

おある｡ し力ヽレ詳細に梗吋すると運較神経佃胞の傾尾郭卵)イ江置と

吻の追位違佐方向の位1ヒのMに相関聞旅紅存在するとぱ賞い難い｡

次｡　　　　'ぐStC址フいては者干の鎚胡牡めるのてヽ`ニの筋を

吏配する還勅神緑細吃(燕い領織)ぱ考県カヽら酔外した｡

は甑蛸7朗を号を表わす｡

ぶ:　四坤経紅斡斟送冷遵紡神締却胞

ローぞ教察

i卸･㈲経東に輸象を差う運齢晰姉1既ば込｡ぶaタでヽ1騨･j㈲て后猷お｡

ニれをでらに遮信の齢を受紀するも附横練の碩嫉汪遠位朗必を受祀劾諮

(脊各延の領嫉批瓦伊紐と彩西ぱ後着よリ扮邨化位厦している｡

C　:　　靭伸陶乗に軸楽を差る遂釣休粍細把

背帥丿榊鋒東に軸參を差4･運斬神練細把{む&一ふ｡?で･ダMI･J嫉に茄托する.

二れをさら{て近位の瞼を支紀す仙の(樅偉の礦域几逮政の筋を受配するむの

(他地の領絨){て1分するヒ前者は衝6よ/泌丙制に位置している｡
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図認a-c　上統り)､前睨ぽ)おヽむヽ゛子ぐc)はおける前統の摸跨面

前欧咲の¥っの集回､すなわち剌侈陸陣によリ支紀されう遊位の膀(叫:

祓脈の領嫉)と遠位の瞼(囚:琳沈の領域)およ哨復創排栓東によ/涜紀

される血位の晦(昨:價璋の領賊)と遠位の応(W:喩}地の頒滅)を

示す｡　　　応の卒フの廉摺ぱそれぞれ函3ワ孔Cの岡じ襖楳の怖焼に宿在

すう還對坤緑細胞によって支紀される｡　　雄線(-一一一一)ぱ背剥神経東

によってま配･され研咄変抑車紆東によ｡て剋紀対xゐものビ(が肺境屏を表わす｡

細かい冷､刳巾すた鎖織ぱ肢偉を､小さな|和か呻経を示す｡
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回3ね一必　た制の池｡話記丿仙乙･uぶ記d支紀する神瞼(図4oて已)1籾眺て

/6日後にS吏したニヮトリの寮艶に粕する運勅神緑細肥

とλ　:　　峯xxlv刷t妙の中央部を逓る撲跨切片剖縦像

腹肉にぱ|々外2フの細肥集1､｡4､沁J‘ピヲお,あ/ノ､変屹部胞ぱ布に晋僻

夕Jの溢｡j,49に噫い出された｡　‘　CC､申･じ音｡　　　x23.

4　:　　1司一切片てヽヽ左制の良陶を拡丈した業漱7捷萍奏

受佐細胞(1TC)は必､ふ汐のある跨む予位を占めた｡　x銘｡

C�:　同一切片で'左佃汐)ぶ･ぶ,4デを拡丈し代顛繁鏡琴奥

=盛蔀を妬耗吐起ニした遼抑串降細聴(C知丈ニッズル稗賓の粉状化､核の滴在

細把の影澗によって£県な柘肥(/V)カヽら区利できる｡ X　350.
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回40-42　　後液籾を受紀する蝉経の切昨祁位と変屹柵肥軟

佃々の悛朕勁を支祀する神経の坊細す邨位にぱ□]カヽら[j]まで･のを葱FMy宍す､

その坤経を切跨したとさの変柱細吃数を受記している映の略号(犬丈9りとどもに図示した｡

|茸斗0　　左制の勝蝉経農ぐ背劃廓)

�乖|

ローマ数啓は有髄神経腹狭の番そを､右塙の散ぎは寮髄神蜂腹疾を旬跨じた

どきの憂柱紺吃欽を表わす｡

　た斑･｣の･仏郵顧啖(徊1捕)

ローマ数祭は穿慨柿粍腹枝の舎号を､お瀬の教啓は寮髄神経腹校を切釘した

どさの吏吃斬肥蚊を表わす｡ 緋剌紐子幻と脛骨神彫Jμ

それぞれ函42剤司じ記号を付けた神緑に總く｡

図42　左劃の下tヒ足(ク4･涵)

緋肴獅蜂早ぶ)u紺休蜂ぐ心旅鯛･を示す｡
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凶43必-c　賭仙有神絃藪を構成するすでぴ)痢匯神緑腹枝のt聊T部位と変栓紺胞の

　　　　屏仔

沢と孔　勝坤経麟Lヒ仙賛蝉縁藁にお`ける參廸神経腹校の切孵郭位

　　　ぼ1ゆに貧線で･腹枝の埓跨邨位を示す｡

C　　:　　変:姓細肥の頭亙訪郎ておする分祁

　　　樅線は漣統する襖跨切庁2∂枚(Jク恥屍)に舎まれや妙む閲惣飲を､襖軸

　　　のローマ数各は甑峰の療号を表わ寸｡　　変柱ぼ鮑は參XX田寮執節から

　　　第xxx察髄鈴まて･ヽに分奈し､その数はZ､□911てj)ツた｡
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回∠μμ､4　腰律経叢を構成するすべての寮髄神経腹狭の埓跨郎位と吏姓紺吃の

　　　　分抒

淀　:　　膠榊経棄におけ糾吻冽噸膜枝の堺跨部位

函ゆに突線刎竣狭の匂跨郎位を示す｡

4;　麦怯紐把の總む防1におする分疹

祓佃巾t暁する楕貯切片2∂枚(お邸-ぬ含昔れる麦住細肥欽を､槽軸

のローマ教客ぱ髄節の番号を表わす. 変往籾胞は略XX川同む助ヽら第

xxy察匯吟まてヽ穴存在L､その数ぱJ;J2タ個て･あ｡た｡
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圓妬a,4　　仙刳乖峰叢を債成するすべヽての寮髄神経腹叔の切跨郎位と変屹細把の

　　　　　分布

&　　:　　仏骨僻経疲に右け列4り痢陳腹抗の切孵郎位

　　　　因中に喫:繍てヽ凛枝の切跨郎位を示す｡

4　:　変屹細廻の蹟尾方卸ておヽける分疹

縦軸は漣暁ずる襖跨すフ琲2∂枚(ヽ==?∂卯-氷令まれる変裡拶胞蚊を､す肴勅の

ローマ軟侈ぱ勅芳の番号を表わす｡　　莞佐紺だぱ摯XXV參髄蜂カヽら曝

xxx櫛艶鈴tご･･に位置レぞの数ぱ必釘す浙で価った｡
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i4ぶ-5ね一乙　勝仙肯神禄叢を棟或ずる偶々の寮髄神経腰技の切町邨位と斟鎖万胞

　　　　　　の分斧

　　･え:　雇蛙押経腹狭の切跨部位

S字沁契繍で腹挟の切所郎位を示す｡

4とC:　受姓細肥の傾尼方矧ておする分疹

牌仙賛徊経叢を捧成ヽする佃々の亦髄榊経唯枝の切跨ぱそれそヽれ2例で･福た｡

蛸L軸は連続する検昨切片2ク枚(jク邸-)に會昔れる変泄細把散を､検輸

のローマ衰客ぱ雁葬の番号を表わt

ある｡

面4仙-c　築な川寮軋神経腹旋の籾丿昨

右五の9咄t変絃細吃の絡赦で

憂他顛把ば筝妁く田略蛙紗1雄湊在し､尾淮･jに速むにフれご増加した｡

その粕まぷ汐2側こな芹頷てヽ為た｡
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24容

図47久-c　　夥XXIV察甑神経暖掟の切跨

灸住細肥は俸mv亦髄妙内に助任し､その就は/,7浮圓と浮呼個て･あ爪｡
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図斗h-c　　第xxV脊髄柳経腹扱のうち謄坤経叢の影成にカロ幻るわのの切跨

麦准細吃ぱ弟XXV岑鮑妙内に位1し､尾方に進むビ匙栽に滅ヤした｡

散は仔2タ個ヒろ∂Jy個て゛めった｡

その
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図斗知-c　　參XXV銅匯柿経腹狭のうち仙乖肺経藪の形成に加わるものの切町

剤生銀把ぱ參Xxv穿髄節内に疼在し､尼方に差むにフれて槽加した｡

その数はダ23佃ど4∠､3刈Sで･あ冶｡
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図5貼-c　　略XXvj參蛤排経肢校の応跨

莞屹細屹は斟XVJ飼随丿吟内に后をし､そ削
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図ぎla-c　筝XX　VI　I　寮髄冲陵度枝の樗跨

曼挫細把は峯XXV測吻L吟内に分斧し､その数は肺,効圈ヒZ討冷Iてヽあた｡
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凶52a-c　　疹XXV田判蝕痢渡技の如昨

似生細肥ぱ漆XXV川察髄茸悶てめ洙し､ぞの軟ばμ･び佃ヒZ2之/個て池潰｡
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凶ぢ3a-c　　瀋XXIX脊髄抑経腹叔の切孵

変裡細把は集XXIX寮髄節内に位置し､その数ぱぶ2ぷぎどμμ僧であ｡た｡
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回誹a-c　峯XXX寮髄徊経腹枝の帥跨

麦姓細想は略XXX參髄肴内に存在しその飲ぱ/祚個と/郷貧ご･和た｡



0
　
　
　
0

4

図54召

厖}L　134

池
　
池
ー
　
t

eEz3　9　31

a〕R　11

回〕L　12

回}R　203
FCLp　CF

図5斗a

-~･゛

XXV

XXVI

XXVII

XXV則

XXIX

XXX

{t

{a

{k

{g

{k

ta

　423

　43S

IO2a

1220

1460

1SO7

1004

1221

　62S

　734

167

197

XXV･XXX

　　　　　　　L　4955

-〔ΣDL2¶s　　xxsl卜xx.x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R　9S29

0
　
　
　
0

4

図54C

263



4/○ワ
`

�55a-c　県Xxy察髄神経浚梗の堺跨

次ヒぷ:勝神経藪と仙髄神経叢における參髄刈肺僕痰のt刀跨邨位

略xxV參髄榊経の腹枝は降榊縁襄U山骨辞経叢の河方の影洵て加わる.

ニの榊経の27の渡我を同晰吻7町した｡ ぽゆに奥婢で傭枝の旬跨

　各剤立を示す｡

;　変栓細把の蹟尾方向における分布

　組細は迪暁する撲孵'岬片Z∂我(､汐邸･肖次含まれる莞裡細抱散を､

糖軸のロ一マ欽字は粧昨の費号を表幻す｡

齢内に痴在しその散ぱムr行嘱でヽあ7た｡

麦姓細吃は疹Xxy寮髄

C
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岡ぢ6-釘a-c　個々の検欧齢を走配オる排経の切跨邨位と変姓紬吃の酌在

淀　　:　　榊経の切齢邨位

　　　ぽ中芒.･t77ぽr郎イ盆のをJ

ぶ　:　変姓細肥カ侈樋距加峡の南さと虔寮の雨jの横吟切片上で占める位厦

　　　口-マ教序は髄節の番号を示す｡

C　:　封絢院1の眺亀方向におけゐ分孝

核軸ば連枇する検跨堺片2∂拓へj∂卯-)に舎まれる剋り細肥数をヽ楕軸

のローマ教孚ぱ親吟の番号を表わす｡

ある｡

右との笥ぱ刺財糾如総数で･

函砧次-ご　　次｡''･　　･　　　豪　｡-ふ乙(汀c)顧配する神極の岬町(回)

　　　萱姓紺胞ぱ曝XX削抑匯捗の申寿邦なヽら鰭XXV皐髄妙の顛剥郵まで竹分那し

　　　ぷz･~這汐でヽ腹ダト1･j部を占めていた｡　　その軟ぱ､抒が個であクた｡

　　　ニの僣添は変屹細吃の分希吏囲紅尾方にすれてt,吻と胎りれる｡
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回57a-c　　九ヱぶ心乙ぷ辰認ふ(1TL)を支紀する辱極のゥり肺碓載

カ洵起こ 心わのの切めて[ヱ])

t姓細窓{U靫か/皐範吟の嫂制部カヽら眼xxv亦髄吟の尾制部まで･に

存在し､汲~心｡靫啼妙割部tて位置していた｡ ぞの軟はZ例を早均

ここに示した個伴ば変述瞎吃の砂奇範匿馳するヒ沢僕で為｡た｡

尾才にすれてい々ヒ胎われる｡
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回5g訊-c　　筑.　　　　　″''おぷz-4(FTE址走紀する棹隆の切跨

　　　(　区])

変挫細肥は挙XXIV寮斂昨の尾制邨カ､ら恥くXV岸髄｡距の中黛:郎まて宍

分飢､諮~ふ升吻卵喇邨に訓Lしていた｡　　　靭数ば

ぷ2ぷ個て゛あぷ｡

ていゐビ昨われる｡

二の価体は受性細吃の分布叱圓飢む汁こすれ
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図5徊-c　九｡戸｡｡9UUム､｡JこバFT出を支記する禅経のうち玲則の

拙の埓跨(匠D

気柱細恕ま第XXIV寮甑昨の9卸･淘

存在し､名｡ふ汐で申絹㈲り部肘左厦していた｡

柘た｡

その数ぱク2価で`
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ぶ沁-c　　浹･戸ヽり乙ぬ乙･Jj.バFア巾を支配す坤紐の何徊

　　　　　のわのの訂7孵([iコ)

変栓㈲獣£祭xm奏匯峰の蔵飢晦カ､ら第xxv寮髄乖乃四t部抒に

分布し､｡&~厄万で卿剤勁り邦に局在していた｡

Z好個であ渋｡

その数ぱ
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ぶh-c　　　灸｡声-z｡びしム｡~必乙(FT㈹を走配する禅経のうち尾剰

　　　のもの刎刀跨づ巨])

萱姓却胞は峯xx/V辱髄齢聊則則部カヽら峯Xxv寮髄吟の中剣呼ま批

右在し､ふ心Jて沖間背劃部に貳られた｡　　　その散対別回て゛゛あぶ｡
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図ぶ2a-c　　穴｡｡,Jλバかn)を支紀する禅耗の邨釘(臼])

　　　受姓細把ぱ集X刈杯髄節の尾剣部から拳XXIV寮髄節の蹟側部1てヽ官分岑

し､諮,λz汐て吽吏部に散洋していた｡

こ剖卵叫壹屹絹だの砂所乾丿所錯か

その欽ぱ忿ぶイ匿であッ鳶｡

てすれているヒぽ､われる｡
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2容0

函諮a-c 次｡　　　'″八んな,-げTOを走祀する神探の晴吟

(巨])

変佐細吃は茅X刈H皐髄節亦決部汐ヽら察XXV寮髄吟の申央郵まで仁存在

し‥.&~ふ刃て呻間封抄丿部に位置していた｡

すると/2ワ借ごヽ孔た｡

その数はZタリを平炊
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図ぶね-c　万　　　　'の樗孵(巨])

　　ニの休陛にフいては埓昨郎拉巨]と□回の刻則て紺£伶で`さる｡

　　似生紺胞ぱ噺m//亦親妙の剛吋肋ヽら第奴ゾ寮骸節のゆ史邦まびて

砂亦し､.乙,ふ.汐てヅ冷･J郊に釧1していた｡

価で払た｡

その数ぱZ次Z/
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28∠ト

図訪a-c　£μ乙u芯乙,ぷ&泌lの切貯江回)

二の禅経ぱ洸　　　　'λ乙･ぷい刈Jと気

声ふ.-ふG勺仙｡心レ叩匹)を走配する｡　　　兪姓細甦ば茅

x川寮髄吟の郷吋μヽら洛幻《y柘髄節の向叫まて･に淳在し､泌~ふ｡

ヲてヽ俯他｣部にイ釦ぎしていた｡

柘た｡

その教7ぱ2伺を乎均す挺ゴ?別屏で
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�砧,スーc　£　　　　'･XJふ乙のぴ跨([亘〕1)

二の袖好ぱ沃｡　　　'-.�ふ乙｡(∂M)を受配すぅ｡　　変遅

細把は築が川荼髄診の中安邨カヽら賂XXV察髄岬の中吏郎までに疼在し､

.&~.心,ヲて`複凶剃郎に位厦していた.　　その就ば2怖を郵竹すると

ダぷ/佃であ7た｡
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ぼ6‰-c　　気｡記y以｡t認.レaぶ9-JIFE)を支配する神経切堺跨

　　　　　(巨])

萱柱細肥ぱ集XXV寮髄節の申央部カヽら第XXVJ雇髄筋の尾創部昔で･|吻奇

し､｡谷､晨9でヽ散外釧部に見られた｡ その数は7則捌てヽ゛あ｡た｡
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回6h-c　yズ諾涙認レ乙ふ4乙,を走紀する神錯介シち仙劈僻趣勧､ら

　　　　　起丿妁のの位跨(圖)

　　萱屹緬肥は奪XXV參髄節の尾價り部カヽら第XX削絢随節刎雛倍1まて我

　　存在し､滋Jg｡ヲで背向け沁局在していた｡　　その教ば2例を

筝片するとJなタ佃であった｡　　　二二に

庇囲如尾方にすれているビ恩われる｡

示しM舶こぽ変:屹細吃の分砂
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図ぶ‰-c　穴ハ''''諮ゐuム圭り己する副1'｣りり･鴻神経の切跨

　　　　(巨]ビ巨])

　　灸姓細把ぱ俸XX川脊領鳶の尾制部カヽら峯Xxjv痢咆吹り尾創塙jでと察

Xxv參慨節の中則仰ヽら夥xxvl岸髄鳶の尾劃部までヽに分疹し､ぷ,ムJで･

兪ト制抑μざ厦した｡　　　その数は曖制の慄ぽてツフ佃､尾頂りの集図て･'

Jツぶ佃で歯った, す哨昨郎位[幻ビ[i□の萱姓細肥宸のうちそれぞれ

/例の数値ぱこの個俸のもので`ある｡
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2ヲ4

函ワ∂次-C　　池.'″　/　　　　　　　i　(jFム)を受配する神経のケら頌釧のものの樗跨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　　　　　　　　　(巨])

変,眩輸だは第XX川肖随鈴の頭剥靖から茅XX卯亦髄詐の尾剥部れ･に

疹在し､込､λパで責か側部に位置してい仏

あった｡

その欽はμな個で'
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回ワ以-c　　汰　''　　″(jFJを支配すう神経のうち尾釧のものの防跨

　　　　(圖)

　　変他細胞は幣XXVI桐紐吠む峠邨カヽら幣X刈X痢匪昨邸0り部ま竹吻亦

　　し､J4ふ｡叙豪外則部を占めていた｡　　その数はj/が回でヽあ,た｡
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図ワ2,スーc　涙八こ'　'OFいを支紀する蹟剥と尾側の排経の切跨

　　　　(mヒ巨D

　　変柱細吃ぱ溥xxv參髄昨の尾慢･j邨から築Xxlx參髄節の郷t部侃ヽ･に分疹し､

　　溢~心｡ヲで･最外剖邨に屑在していた｡　　その欽は､n%個てヽ･あった｡
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図刀a-c　　淡｡'　　　　'(JsF旭軸己する粋陛の付跨(巨])

変柱細肥は參xxlv寮髄赤頑丿俳から挙XXVI寮髄昨の剽肺ほでに右在し､

ぷ心a｡9てヽヽ1匈･4部雌沁れた｡　その散ぽ//∠雌Iであた
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ろ02

匯%釦一乙 次デ&94パンz-.･,-心心汲いずc阿)を支記する年縁の籾吟

(匠D

萱齢脚芭ば察XX測磯峰の蹟噺聊カヽら落XXV浮髄昨の蹟制部汁に

分亦し､諮-ムa9て1刎り部に位夏していた｡

あ｡た｡

その散は/2ヲ価でヽ
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詔4

函ヮ弘-c　次バ'　乙OF志励ぴる坤縁の坤眸([回])

戈姓班聴ぱ乖m/川徊貌岬の郷哺沁ヽら嫉がx察髄昨の申榔恟でに

洛在し､ぷ､晨升ヽ背併噴･｣部を占めていた｡

あっ几

その散ぱ2/夕頌で
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医7沁-c　　どk4a-1ぶぶ認4のt刀貯汀互]j〉

二の神禄ぱ仏骨昶賤藪の穴.･･と4乙沁4心記託殯郵神経菱の穴｡

謐ふ4乙4心a之を績合する｡　　変屹紐肥ば壊Xxjxと双X寮髄

節湖て存洋し､泌､心｡9て債側域に散在していた｡　　その靫ぱ/24

損であ,た｡
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師ワ7a-c 次.　　　　'(CF)を支範すう神縁が万貯(圧回)

封鎖胡!は壊X刈X寮髄昨の蹟剥嫡から峯XXX寮髄昨向啖郎忖に

散在し､ぷ肖瓜4.ヲで背妙則郊に抵りれた｡ その參:は/7価で必った｡
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師7h一c　　気≠公ぺ｡a4晨込ふ4乙の息y4Jしム汗江㈹り配

　　　　　　　する僻躬Eの4刀孵([豆I)

凌柱縞酎釧防㈲湊骸茸の頌對噺カヽら挙XXX痢随鈴の向岬れヽに吹啼

し､滋ぶu.ヲてヽ･背妙剥郵に位度していた｡　　　その数ば£クJ価で･あ示｡
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引2

�四a-c 万声泌心が万跨([亘])

二の榊穆ぱ沢.な這乙a｡這�ふ汀C)､次｡4ぷ~,t

必知な44･t｡諮り4μ即い､　穴｡声ん乙4必ツ｡d凡j)､次.

声ん1心峡お晨ぐFB)､　次,之畠-4t.必迄,μ.瓜芦以Eぼλ

次,J心諾t叫以1'瓦(肘Dn､　沢｡24ふ-いらぶ4迄

�(E即亙)､ 汰.4､匹｡J以心杓応府E即7j)を史蔵参｡
　　=　　　　　　4　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

親紐姉引t蔡xxV亦髄節の中央部カヽら恥くxlx痢匯吟の中央部まてヽ4て

存在し､込､λ訪て吽じ邦に絶られた｡　　その教は抑測画で･あ希｡
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J叫

函即a-c　　λ乙&£乙の切跨([亘])

　　この神錆については切跨邨位[回]-[jΣの爽､吹に細圧やでさゐ｡

兪性租吃ぱ峯XXV茅統節の瓦剥部から第XXX脊髄節の頭側部まで穴

肩啼し､込4λ汐て俯創城を占必ていた｡

私た｡

その赦はろデお個で
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引6

凶S以-c　乃｡　　'a,4の切跨(川豆])

　　　ニの神経ぱ次.戸‰｡･む必波Lぶ衣,シ扇(印臥)､次｡a記gジk

　　　尋よ互(A祁n　訟議4.な尋ぶ7(なy對り配

吋る｡ 変祉廓氾は茅な川痢匯昨削卸恂sカヽら挙XXX痢既吟の

申則哨でに右在し､ぶ~こヲて唯四制部に信置してぃた｡

散は/y哨回で'あ｡た｡

その
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S82a一乙　　淡.戸k｡.と4,晨記必･●議4,の&4a乙ぬz4おjd　FCい)

　　　　　　り紀する栖釜ポ万跨ぐ回]＼)

徊生細肥は集府朗有躾節の申貌部から察なV川痢剛r沁琲射刺辻白て

散在レ　滋~心｡ヲで‘愉邨･j部に絶りれに　　　その散ぽ/判討･あった｡
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函8ミ‰-c　次フムおらぶな,ぺ｡ぷヲ,●バFpU､次｡　　　ご

　　　　　の/k,,�ふ心(G円)､沁.μ‰ぶぷバμλ　池.

　　　　　やムL(F｡)公配す徊収M埓町(巨])

　　　変宛細肥は挙なV寮龍妙の尾倒部から築XXV出桐匯卸の申刻吊までに

分布し､謐~以ヲで豪円劃部を絢りていた｡

あった｡

その散ぱぷ2詞醒で
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函糾a-c　　池予公お心必ぶぷヲ,4汗岨｡)を支祀す抑痢緑の切跨

　　　　　　([豆]j)

　　　変柱糾抱ぱ準XX徘杯髄葬の鎗則舛カヽら略X刈〉ぐ察髄診のゆ聯肘てゴて

存在し､滋~ふ.9で希'咳葦丿部に歎汪じn･た｡

あ7た｡

その散は右部で
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函2D-c　次,戸kタリ門斤乙4~.J　　　　　必知か瓦ヒ亙旧刊))

禄紀すぅ辨緑の切所べ[回)

変姓細胞ぱ第X籾㈲吻膏の申史部から峯XX/X痢随妙の尾側舛れヽに

感在し､ぶ｡心ヲて哨欄伺制邦に信厦していた｡

を早吻するとJ/ダ管ごあ希｡

その散ぱ2例
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耐沁-c　　　　況.祥｡四ヅ-以尋必″亙､亙とV(F印)を支配する禅経

　　　　　の切跨∩]回)

　　変柱細肥以第xxvl察廸節の吋郊釦う峯mx寮鮪肴の柑郊まて'官舛

　　し､込心Jて漕削1俳を占めていた｡　その散はお･2参け匹｡



圖g

SL

aR｡19

1
9
F
1
4
4

因86a

0
　
　
　
0

Z
`
　
　
　
`
/
`

0

図8‘6　C

函g64

327



328

匹り-c　淡｡　　　　　'が沁ふ気認yGU乞紐ゴ列挙経の

　　　　　　t刀孵([E])

を栓紺胞ぱ峯XXVI寮執峰の尾側部から第XXIX參髄節の頭噺部忖に

存在し､芯~沁dて呻関背制部に池置していた｡　その散は3例を

筝均するヒ/幻佃であ県｡
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回肪 各髄昨刎映俯南さヒ進琴の南さの棲跨切片上はおヽける頷々の後赦節を

支配コ11る運匍僻棄り融包の局を

佃好)後肢晰を支記ずる遭教神緑細肥は必,ぶu汐の磯嫉丙であ刎呼もの郎位を占め､

鎖尾方向に細を<差なる細祀柱を形成していた.　　お゛のおのの切貯則における

緑果左統冶ヽし､佃々の倖既喩を支紀する運鈴呻経斬肥おÅ､心｡タのt仔邨てヽ･占め

る傾域を廓=朽て筋松(犬文察肩げこはj痢秘パ小文客)の齢号によっで示した｡

μ一マ散恥滴蔀の奢号を表わす｡
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歯89　a-c　　後肢紡を支妃する遵勧神絵料把群の位厦と勁の磯能との房烋

a　:　　漣勅琳経細胞軒の位1と跨の近迄遠鉉方向の位置ヒの筒俸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j

　　　　　　　逮位の齢を支祀する遵斬神縁細胞(無地の礦斌)肉津晰咳に腹枝を出す

髄黛にたず俘･在ずるカ(　道位の蔚を支紀す如のぐ料線の昶域沁球恥ム膨火

のずべての髄妙は分抄ずる｡

置と筋の遊位走位方向の位置との問f

従｡て運鈴呻抒鎖吃の鎖尾詐7附立

こ相聞閑怖か疼在するとぱ宮い甦い｡

　　　tコーマ数弟ま雅吟の嗇号を表幻す｡

4　:　　匯創神耗吼に細奔を遺る遵勒神経細胞

雌側禅締東に徊牽を迭る運齢画ぎ細肥ぱふ心丿吋t聯･j域に局在する｡

ニれをさらぱ迫位の応を支紀するむのぐ播練の頻域)ど遠位の映を走配ずる

むの(祭各旭の傾域)に区分すゐと前廣ぱ悛着よ/ノも外側に位厦している｡

怖則神経剌て軸采を芝る蓮歓神経細撚

背齢呻経東に軸乖を遠る運勧稀峰細肥|むらぷa｡タて併側域に局在する｡

ニれをさらに近位の暇を支配するもの(縦練の雌熾比遼泣の断を支紀する

心の(無地の礦城)に区分すると前者ぱ使者よ/ノも外剽に位置している｡

C
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歯9C仙-C　　丈虻い川､下奥ぐ4萍ヽよび`足江爪おげる襖欧の蹟跨淘

後則徊4つの莱ぼヽすなわち背則神経剰てよ/戌面己される遮位の筋(叫;縦線

の佃埼)と遺位の辰(囚:俸他の佃坑冲よび凍剥オゆ経求により支紀される

お立の斯(吟:禎緯の領城比ま泣の紛(vい柴各抱の佃域)を示す.

筋のμフの泉匝はそれそ京ぽ3ワぷ,Cの同じ模様の鎖城に疼在する遵勧昶嘔:

細肥によって支配されゐ｡　　雄綴(-一一--)ぱ徊削聊そ東によって支配･される蔽と

賎側神縁東によ≒,て支紀されるものとの間の境尽を表わす｡　叙防､い点をイ寸けた

相㈲ま胱對､りヽさな阿は神好を､賑い儒域は腱を示す｡



D
-

V

p
●㎜

p

図90

vd

●●

奉
奉
争
軋
j
l
轡
ー

●
参
條
曹
魯
奢
一
一
一
奢

参
S
参
轟
争
申
φ
蓼
奏
奉

瞭
善
希
一
馨
響
一
ゆ
森
奉

/
酔
r
J
肇
一
参
奉
●
一
泰

●●●●●

●●●●

●●●●

●●●●

●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●

一
働
φ

参
参
奉

曹
争
争

●
恟
一
一

働
馨
拳

●●

●●

参
争

●●

曇
参

一
奢

●●●●

::Zj

回
1:::1

'
響
勢
一
参
馨

番
春
働

b

●●●

●

-
馨
-
●

Dd

d

叩泌
●●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●

●●●t･〃

Dd
㎜●四●四

昂
●●●●●

●¶●●●●●●●

●●?●●●●●殤
●●●●●●●●i

vd

Lateral

Dd
㎜●四●

vd

--

●

C

　Dd
●㎜●四

　vd

一
ぶ
一
一
一

こ::こ;::9
::Zご゜W゛
｡_.●

管tl7i｡｡
●●●●●●

●●●

f:::S
●●●●●

●

●

●●

●●

1
●●

●●●●●
●●●●●

●●●●●●

;μ･1･t?
●●●●●●

●●

●●

゛w･･･●●●
●●●●●●●●

!●●●●･●　　　　　　---

●●●　●●●●●

　●　●●　　　●●

　　　　　●●●●索胞
●●●●●●●●●●●●
----

●●●●●●●●●iiii
i!??゜●●●●●●●●
1●●●●●●●●ii

111
●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

申●●

●●●

●●●
●●●●●●

●●●●●●

●●●

杷
●●●

　　　　　--　　--

●●●●●●●●●●
-

●●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●i●
●●●●●●●

●●●●●●●

●●●●

●●●.S

Cranial

　二



=

~

336

函引　　　左釧の跨邨坤繰載(背制面)

ニワHノ印t昨柳軽劃釧りくxx-xxxⅣ寮髄禅縁の雌技から構成される｡

ロ一マ散唇は亦廸押経厦枝の蚕号を表わす｡

1C

1C

N.1ntermedius　caudae

N｡　1ateralis　caudae

pud:　N･　pudendus
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図9D一乙　右側の険郎律経叢右即畔して/∂日優にj瀕茫したニワドノの痢吃に糾ナる

　　　　　俘運蛉蝉経細肥と仙鮑釦禎淋経蜂前細肥

　　a　　:　　略XX耶齢髄節を追る横吟埓片の隙微蔵溥湊

/ぽふ｡z｡ヒ忍z44944('/灯孔)のオ汰に従って染色した｡　CC､申心ヽ喰｡

　　　X日6.

4　:　同一切片でレ&｡ふ.a.ヲを拡式した毀慟?鏡琴真

ぷ~心,9に存在する伴漣斡柳駈部胞{t遠竹屹変柱を起二した｡

X　2訓｡

　同一埓片て呻叱ヽ麿の背則燐を拡犬した顛飲鏡萍真

中心麿(CC)の背夕泌丿燐に也厦すると宮ねれている仏髄副交旅弾経昨前紺息

は呵らめな変椎像を示jなか｡た｡　　　　x　231.
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回9知-c　　右側の玲郊神綬叢に河卯を所いたとさの蹄跨吋片における椋侑細吃

　　　次　:　　　第取刈寮髄妙を逓る襖齢切=ヤの顕微丿免享真

　　　　　　襟識細屹ぱ腹陶の牒外釧嫡と申心噫(CC)の背外制織に既られた｡

　　×目6.

4:　1可一切片て呟~心9を拡大した耀飲鏡享奥

腹鴉の賎タH則燐に位1する楳識細肥ば伴醒動榊耗細丿肥でヽあるとぽヽわれる｡

　　　　　X　2訓｡

c　:　　　岡一埓片てす心ヽ叡)背剥城を拡欠した頚教鏡琴奥

中心嗜(CDの背ダト剥城に局在する裸識細胞l封工凄j･攻溥神綬昨前

痢卵包て喘ると判鴫?れる｡ X　2訓｡



一
一
･

　
心
　
止

-

〃

　　j　　　　･

)岸

　　｡よ

9

£｡.j
　寥

三レ

jTぶJ＼

こ4ゴじ゛4φ,L　　　　-

　虜.'

CS

Z　　　　　.

り1･こ
てざ,f･‘　'サ･

≒＼こ4幽｡
7Tつ･ヽ

図93刄

　-4　･

゛`が
　　-J.z-

一

図?3C

-

･d-
　f●

･4

i　'1

ご/

.r'゛'

X
ジ

ー
　
'
･
　
q

'Q

y

加i

l･

　　.　　冰　　　　　.

j噛(声
　　j-　　　　　　　　　''奄

ミW ニ事.　　　/∧ご｡
,.CC　　',‘　　　　　　　　'

　0

3剣



弘2

回誹 右制の陳邨神経襄にH即を田いたときのれ徊T切削ておける携識細胞

水平吟切片でヽ標識紺肥をすべてノ救のトし-シンワ'ペーノぐ-に刄し取るヒ､療識細肥ぱ

峯XXX參髄鈴カヽら妬XXX川寮髄昨まてヽ･に細長く仲びる27の煩胞柱を影成して

い仁　　ク4Jの細把柱か呻隨.靭神緑細胞で'､内刳のわのお仙髄j･汝憾

神経節前細肥て･ヽめる｡　　ローて散俘ぱ脈吟の番号を表幻ず｡
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3特

i9弘-c　　を制の珍幹坤掃にH卯を吊いたヒさの槽跨切芹における標斌細肥

必.

ぶ

C

　第XXX厚髄昨を通訓賓孵切片の頌教娩写奏

樵儀佃肥ぱf･じ噺にC)必背外制城れのみ､むヽ汲された｡ X□6.

　同一切か､ヽふ｡ふ汐を拡大した顛叙娩琴莫

膜幇噴外劉練に位置する伴蓮籾神随細把は全く俤衆されなか,た｡

X　2訓｡

同一樗片て呼ヒ営の背剥域を拡式した顕叙貌写真

ギ心奮(CDの背外則域に位厦する仙髄i伎疹呻絵節前細把加すカヽご棟識され

た｡　　　　X2訓｡
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図%,え｡4

淀

4

　左制の除郎抑縁にHFを県ヽたとさの水平孵切片に知する楳識恒悪

　中,リ釦)背價･j域を遣徊《平昿晴片の錯或鏡,琴鼻

中･じ噛の背外劃侑に酌在する仙髄糾妁き神経昨前細胞1ま水乎跨切片でヽは

正才繊に沙って漿尾方鮪て逓なる細吃柱を形成していた｡　　x46.

　1牡埓片て携識細抱を拡犬した類奴鏡琴真

棟俄細肥ぱ蹟尾仰1に細長く仲ぴた双極細肥か､ま代ぱ今極細肥であり､ぞの

ま委な樹択奘起はしltし1むfl匯方附て伸伺ていた｡ X　2割｡
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回町“仔　　ゆ閲貧が防部ヒタト則部およびヽ背陶ダ冷丿縁に右在する様議紺抱

　　申叱ヽ管の背外側城に位厦する棹絵紺把のぽ糾てヤ欽の棟識細吃お申閑賛の分在部(

,ぇヒ幻と外劉邦(cヒ心)､ごらに背狗ク匈り縁(,6ヒダ月て点探して絶い出された｡

二れらの様識紐7吃も仏髄劃如怒神経峰前細把の一部てヽヽあるヒ愈われる｡

X　2訓｡
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託ロ

影h一必　中叱ヽtの背外倒域に咎在する狸波細屹の頭尾詐7に抑する分弗

廸の左債I』(幻ヒ右制ぐ4)､鎧の左釧(C｡比右釧ぼ片陳邨神栓に収腿用いた

ときの楳鎮細胞を/放のにづン7ッ＼･一ノぐ一に啄し傘示｡　鎖尾方鮪ておける携識

細胞の砂疹死回に筒して雌雄および左右のMに剛らカヽな湘追ぱ存在しな力心た｡

しかし､雌の右制ぱ)ぱ他の例(次､c､,0よ/ノも怖て頭則部てヽ'裸識細肥の疆度

れ低いように惑われゐ｡ ローマ数啓ば髄昨の番号を表わす｡
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図9‰メ　　イホ蓬斡棹経紺廻の細索

伴進勧坤綬紺把の緬把体ヒ同時にその軸弗(彭わ心4た豚Fに棟識された｡

二れらはふ心J7の腹劃邨で吸白貧釦袖賓に入リ､白賓ゆを腹妙則に吏って腹根と

して寮髄を離れた｡ X目6.
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図1卯 仙髄則交惑紳耗昨豹細吃の軸弗

副似㈲ゆ経節前細肥の軸素と既､われる僻経練維(茫印)れ棟識された｡　　二の

様蛙ぱゆ屯ヽ喰の背外剥城カヽら腹狗の陳タト劃部まで灰白貧ゆを糾糾て走/ノ､将運籾

柳経細肥の軸素どともに白資を横切･ノ､咳根に入った｡

團いて俵影した｡ X目6.

二の爆凄は偏尤ス･レクーを
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図1卯
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ぽjOほ｡4　　痢l坤経吟て滝い訟-された律俵細肥

蹄部神経にH即を用いるビ､陳卸神緑に貪まれ詐ロ筧神経線瞳のjlZ娘紐屹お察貌

抑経節に払ヽて棟識された｡　　二れらの糖識細肥お内臓知覚榊緑細胞で

あると兜ヽわれる｡ 左制カヽ支泣､右側か建位で･ある｡ X斗6.
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訟OZE/　寮髄痢を蛉における槽岬)椋議細祀

　　大邨分の内晴如t

　　靫極佐の神経細郎J々でれるり一心｡　　一郎の細胞は紅tをして右リ､

　　偽単極裡の禅経紬胞と沸之られがか/)｡　　左飢州在位｡布倒か遠位てヽヽ

ある｡ X　2訓｡
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図1∂h｡ぷ　　右制の珍郎神縁裏にHRPを用いたときの紅度神経線継の終友嫉

　　隋群絆純襄にH卯を所いると知t律縁嬢栓の終未斌ぱ込､這.zと3に､さらに背跨

　　タ袖丿練カヽら背伺底､背灰白交並を逓って埓寥りの背陶外喉･j縁にまで總く領斑`に疼在した｡

　　(幻は遮弗の方汰てヽl(4以偏允フ,ノげ-を隋いて集影した｡　　xl卯｡
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詰2

邱び∠ほメ　右制の険郎神経に削?を貼ヽたときの知覚神釆lt織維の終釆域

障郊禅経にH即を彫ヽると知使抑絵裸維の粁米域ぱ貨郎

挿t心て背灰白女連に綬き､尚剥の糾交港排紆吟前細胞のイ在度に存在Lた｡

づらに一部はy端りの背即7即り縁に絶られた｡　(幻ぽ通乖の方沃て'ヽ､

(ぷ)ぱ偏允灸ルダーを所いて撮:影した｡ X　100.
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3糾

蔀肪 ニヴHノにおヽける凶肢の晦の神経支紀糎構

前欧後肢ヒ吠ぶ心49でツ汝丿邨に存在する還教榊稀細把ぱその軸索を背則神綬東

に送リ､背劃晦學基に由采する暇を走紀する｡　　一方､逼､沁汐で訥制部に

位置する遵教柳縁桐懇はその軸京を酸側神経乗に迭リ､腹憚･漕県基から起こる

尚を支祀する｡
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脊髄 神経叢 四肢
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○/○ス
)

ぽ/0沁-ヂ　ぽ肢の筋の勿経支髭祇構における糸統を£啓的遣化

　　Aには伸玲ダ漸を支祀する運斬絆経細胞お､Dにぱ軸宗を刑lり神緑泉に進り

背制晦乗基に由来する勁を丈紀牡ものかIVには軸制り卸り神緑東に迭り､腹劉

蛎秀基おら起二る蛎を支配するものお佐置する｡ -さらにD料とV群の遼勃榊経

細胞はそれぞれ迩位の鰐を支紀するもの(印ヒ冷)と進位の齢を支妃するもの(

諏い/幻に瓦分できる｡

久:　絢昧鎖(アガエ伸トの/種,みy4乙4必心｡)の脚饉

　　A｡y吃乙｡z4這(/りおの躊徴鏡享真則捕く｡

孔　両叱鎖(ヴシが]ニル,心｡,｡a｡&心,｡uJの債瓶

　　a4ぶ/ヲ舛μヽら揺き直す｡

c:　ぽま鎖(折ラカツ,心,,ふy,φ&泌が､加枚欧

　　£嶮4詞と瓜s4(/94りカヽら一部萱えて俤<｡

沈:　哺1し鎖(才コ｡マヴズ.ラ､｡ト)の後峡

心~~4(/9ぷ/,ネゴ)､　瓦ぶ･4J沁&tcsズ/9/,マウズ沙ょy｢

　　　　　　　　-　　　　　と必kぐ/9J,ラ､｡ト)の槨随総兪して捕《｡

ぞ;　鳥鎖(ニワトリ)の前既

j:　鳥鎖(ニワトリ)の悛統
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図/ひ7 ニワPノの寮髄における与フの基キ部位

仏軋に払ヽて采禎ピの閲建によぺ機れ的に婆なったμフの薯本部位を座利てヽヽさた｡

ニのμフのt半部位お牟鎚の顛側ヵヽら尾剥4てヽ漣なノ､中枢神軽糸の基キ的な

構成辱素にな｡ているヒ吃ねれる｡

　　　縦繊の領績;

剌条嶼を剋i己する伴蓮籾併縁細把がお肘咸`

横繊の候城　:

仏髄劃交削叫1晰前細祀､才なわ刎刎載遭蛉神縁細吃の分峰城

格卵)傾斌　:

侈如t神縁線鎧の終宋破

卯}地の雌績:

内臓知筧神臣瞭舘の終宋城
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